




























































































































































































































2aF05 
ƒXƒgƒŒƒX‚É‚æ‚éƒjƒ“ƒWƒ“•s’è’̄ —U“±Œn‚É‚̈ ‚̄ ‚éƒXƒgƒŒƒX—U“±
ƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Ì‰ð•Í
ƒ•ŠŽ”¹”Õ•AŠ™“c”Ž•AŒ •́}•G (’}”g‘å•E•¶•̈‰ÈŠw)

ƒjƒ“ƒWƒ“•s’è•À—U“±Œn‚Í•AƒI•[ƒLƒVƒ“‚Ì̂ êŽí‚Å‚ ‚é 2•C4•E D ‚Ì
—L–³‚ÅŠÈ’P‚É•s’è”D‚ÌŒ`•¬‚ð•§Œä•o— ‚̂é‚±‚Æ‚©‚ç’Ê•í‚ÌŽíŽq
’†‚É‚̈ ‚̄ ‚é•²”­•¶‚Ìƒ‚ƒfƒ‹Œn‚Æ‚µ‚Ä—l•X‚È•¶‰»Šw“I•A•ªŽq•¶
•̈Šw“IŒ¤‹†ƒJ“õŽq‚í‚ê‚Ä‚«‚½•B‚µ‚©‚µ•A 2•C4•E D‚Í•Ï•̈ ƒzƒ‹ƒ‚ƒ“‚Å
‚ ‚é‚½‚ß•s’è”ÙŒ`•¬”\Šl“¾ˆÈŠO‚Ì—l•X‚È•¶—•”½‰ž‚É‰e‹¿‚ð—^
‚¦‚Ä‚¢‚é‚Æ•l‚¦‚ç‚ê•A‚±‚Ì‚±‚Æ‚ª•s’è’êŒ`•¬‚Ì•‰Šú‰ß’ö‚É•K
•{‚ÈˆöŽq‚Ì‚Ý‚ðŒŸ•o‚·‚é•Û‚Ì–W‚°‚Æ‚È‚Á‚Ä‚«‚½•B‚»‚±‚Å‰ä•X
‚Í•A•¨ƒzƒ‹ƒ‚ƒ“‚ð—p‚¢‚È‚¢ƒXƒgƒŒƒX‚É‚æ‚é•s’è•Ç—U“±Œn‚ðŠJ
”­‚µ•AƒXƒgƒŒƒX‚É‚æ‚è—U“±‚³‚ê‚éƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿ƒpƒ^•[ƒ“‚Ì•Ï‰»
‚ð“ñŽŸŒ³“d‹C‰j“®‚Å”äŠr‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä•s’è‹ì—U“±‚Ì•‰Šú
‰ß’ö‚É•K•{‚ÈˆöŽq‚ÌŒŸ•o‚ðŽŽ‚Ý‚½•B–ñ 63KDa.65KD a•C 45KDa ‚Ì
•ªŽq—Ê‚ðŽ•‚Âƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚ª‘S‚Ä‚ÌƒXƒgƒŒƒX•ˆ—•‚Å‹¤’Ê‚É—U“±
‚³‚ê‚é‚±‚Æ•A‹y‚Ñ•A‚±‚ê‚ç‚Ìƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Í 2•C4•E D‚Å—U“±‚³‚ê‚é
•s’è•ÀŒ •̀¬”\‚ðŽ•‚Â Embryogenic cells ‚Å‚ÍŒŸ•o‚³‚ê‚é‚ª•A•s’è
‹—Œ •̀¬”\‚ðŽ ‚̧Á‚½ Non-embryogenic cells ‚Å‚ÍŒŸ•o‚³‚ê‚È‚¢‚±‚Æ
‚ª–¾‚ç‚©‚Æ‚È‚Á‚½•B‚»‚±‚Å•A‚±‚ê‚ç‚Ìƒ̂ ƒ“ƒpƒNŽ¿‚ª•s’èJJfŒ`
•¬”\Šl“¾‚Ì•‰Šú‰ß’ö‚É•d—v‚ÈŠÖ‚í‚è‚ðŽ•‚Á‚Ä‚¢‚é‚Ì‚Å‚Í‚È‚¢
‚©‚Æ•l‚¦•Aˆâ“`ŽqƒNƒ••[ƒjƒ“ƒO‚Ì‘O’iŠK‚Æ‚µ‚Ä‚»‚ÌƒAƒ~ƒmŽ_
”z—ñ‚ð•”•ª“I‚ÉŒ’̂è‚µ‚½•B

63KDa. 65KDa ‚Ìƒ̂ ƒ“ƒpƒNŽ¿‚ð V8 Protease ‚É‚æ‚è•ª‰ð‚µ•A‚»
‚ê‚ç’f•Ð‚ÌƒAƒ~ƒmŽ_”z—ñ‚ðŒˆ’è‚µ‚½‚Æ‚±‚ë•A—¼ŽÒ‚Æ‚à‚É•s’è
’¯•EŽíŽqˆã‚Å‚Ì”­Œ»‚ª•ñ••‚³‚ê‚Ä‚¢‚é”z 8‚Æ‹É‚ß‚Ä•‚‚¢‘Š“̄
•«‚ðŽ•‚Â‚±‚Æ‚ª–¾‚ç‚©‚Æ‚È‚Á‚½•B 45KDa ‚Ìƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚É‚Â‚¢
‚Ä‚à“¯—l‚É‰ð•Í‚µ‚½‚ª•A‚±‚ê‚Ü‚Å‚É•ñ••‚Ì‚ ‚éƒ^ƒ“ƒpƒNŽ¿‚Æ
‚Ì‘ŠŒü•«‚Í“Á‚É”F‚ß‚ç‚ê‚È‚©‚Á‚½•B

2aF06 
ƒVƒ•ƒCƒkƒiƒYƒi”Ó•¶“Ë‘R•Ï̂ Ù‚Ì‰Ô‰èŒ •̀¬‚É‚̈ ‚̄ ‚éƒp•[ƒiƒŠ

ƒ[•[ƒVƒ‡ƒ“‚̈ ‚æ‚Ñ‹ß•ÔŠOŒõ•ÆŽË‚ÌŒø‰Ê

Œã“¡•Li‘ä•A“‚‘ò‰ÀŽq (‹{•é‹³̂ç‘å.•¶•̈ )

ƒVƒ•ƒCƒkƒiƒYƒi (Araoiuopsis loaliaDa) ‚Ì–ì•¶Œ^

(Landsberg erecta •C Sf-2) ‚¨‚æ‚Ñ”Ó•¶“Ë‘R•ÏˆÙŒn“•(1 4

Ic /J•C IJ' ) ‚É‚Â‚¢‚Äƒo•[ƒiƒŠƒ[•[ƒVƒ‡ƒ“‚̈ ‚æ‚Ñ‹ß•ÔŠOŒõ

(FR) •ÆŽË‚Ì‰Ô‰èŒ •̀¬”½‰ž‚É‘Î‚·‚éŒø‰Ê‚ð’²‚×•AŒn“•ŠÔ•·

Ù̂‚ð”äŠrŒŸ“¢‚µ‚½•B

”dŽíŒã‚ÌŽíŽq‚ð 3 •TŠÔ’á‰·•̂—•‚µ‚½•ê•‡•AL. e. –ì•¶Œ ‚̂ð

•œ‚­‚·‚×‚Ä‚ÌŒn“•‚Å‰Ô‰èŒ •̀¬‚Ü‚Å‚ÌŠú•·‚ª’Z•k‚µ•Aƒ•ƒ[ƒb

ƒg—t•”‚ªŒ •̧­‚µ‚½•B‚»‚ÌŒø‰Ê‚Í“Á‚É Sf-2 •C IC3 Œn“•‚ÅŒ°’̃

‚Å‚ ‚Á‚½•B—c•A•̈ ‚É’á‰·•̂ —•‚µ‚½•ê•‡‚à“̄ —l‚ÌŒ‹‰Ê‚ª“¾‚ç

‚ê‚½•B”’•FŒõ‚É FR ‚ð•¬‚º‚½Œõ‚ð˜A‘±•ÆŽË‚µ‚½•ê•‡•A‚·‚×‚Ä

‚ÌŒn“•‚Å‰Ô•¬ŽžŠú•Aƒ•ƒ[ƒbƒg‹Æ•”‚Ì—¼•û‚ÌŽw•W‚É‚Â‚¢‚Ä‰Ô

‰èŒ •̀¬‚Ì‘£•i‚ªŒ©‚ç‚ê‚½•B‚±‚Ì•Û•A”Ó•¶“Ë‘R•Ï̂ Ù‚Í 3 Œn“•

‚Æ‚à’á‰·•̂—•‚ÌŒø‰Ê‚ª‘Å‚¿•Á‚³‚ê‚½•B Sƒg2Œn“•‚Í’á‰·•̂ —•

‚ÆFR ‚ÌŒø‰Ê‚ª‘Š‰Á“I‚ÉŒ»‚ê‚½•B

’Z“ú•ðŒ•‰º( 8 ŽžŠÔ“ú’·)‚Ì“úŒŽŠú‚Ì’¼‘O (BDFR) ‹y‚Ñ’¼

Œã(EDFR) ‚ÉFR ‚ð 1ŽžŠÔ•ÆŽË‚µ‚½•ê•‡•A–ì•¶Œ ‚̂ðŠÜ‚Þ‘SŒn

“•‚Å ó̂ FR ‚ª BDFR ‚æ‚è‚à‘•‚¢‰Ô‰èŒ•̀¬‚ð̂ø‚«‹N‰³‚µ‚½•B
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2aF07 
‰Ô•¬—U“±•¨Ž¿‚ÌŒŸ’è–@‚Æ‚µ‚Ä‚ÌƒAƒTƒKƒIŒs’¸”|—{
•ÎŠÛ–¾Œb•AŠÖŒû“¹•A•Î“c–¾Žq•A•¢”Õ“¶”Õ(“Œ–k‘å•E”_)

‰Ô•¬—U“±•¨Ž¿‚Ì’T•õ‚É‚¨‚¯‚é•Å‘å‚Ì•áŠQ‚Í•A‚»‚Ì•¶•¨ŒŸ
’è–@‚ªŠm—§‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢‚±‚Æ‚Å‚ ‚é•B Ishioka ‚ç(1 990) ‚Í
ƒAƒTƒKƒI‚ÌŒs’¸”|—{‚ð•¶•¨ŒŸ’è–@‚Æ‚µ‚Ä•AŒõŽü“I‚É‰Ô•¬—U
“±‚µ‚½ƒAƒTƒKƒIŽq—t‚Ì“›ŠÇ‰t’†‚É‰Ô•¬—U“±Šˆ•«‚ðŒ©‚¢‚¾‚µ
‚½‚Æ•ñ••‚µ‚½•B–{Œ¤‹†‚Í•A‚±‚ÌŒŸ’è–@‚Ì•ÄŒ»•«‚ðŒŸ“¢‚µ‚½•B

ƒAƒTƒKƒI•A 6ƒ€ƒ‰ƒTƒL'‚ð•Þ—¿‚Æ‚µ‚½•B‰Ô•¬—U“±‚µ‚½‰è
•¶‚¦‚©‚çŽq—t‚ð•Ø‚èŽæ‚è•A—t•¿•ØŒû‚ð‘¦TA ‚Å•ˆ—•‚µ‚Ä•A•ü
ŠÇ‰t‚ð•ö—¯•…’†‚É•Z•o‚³‚¹‚½•B‚±‚Ì•ßŠÇ‰t‚ð•|Ž_ƒGƒ`ƒ‹’Š
•o•A C18 Sep-Pak ƒJ•[ƒgƒŠƒbƒW•A ODS ‚É‚æ‚éƒJƒ‰ƒ€ƒNƒ•ƒ}ƒg
ƒOƒ‰ƒuƒC•[‚Å•ª‰æ‚µ•AŒŸ’èŽŽ—¿‚Æ‚µ‚½•B”ñ—U“±•ðŒ•‰º‚Å–³
‹Û“I‚Éˆç‚Ä‚½‰è•¶‚¦‚©‚ç—c‰è‚ð•Ø‚è•o‚µ•A“›ŠÇ‰tŽŽ—¿‚ð‰Á
‚¦‚½ Murashige ‚ÆSkoog ‚Ì”|’n‚ÉˆÚ•A‚µ•A 25 0C•A”ñ—U“±ŒõŽü
•ðŒ•‰º‚Å3 •TŠÔç̂‚Ä‚½•B

˜þ{¡m²Šfe™0o[P„I �1�~�2 gšR��/�1�0 ml ‚Å—LˆÓ‚É‰Ô‰è•”‚ð‘•
‰Á‚³‚¹‚½•BŠˆ•«‚ÍŽå‚É’†•«•|Ž_ƒGƒ` JƒŒ‰Â—n•«‰æ•ª‚É•ª”z‚³
‚ê•A C18 Sep-Pak ‚É‹­‚­•ÛŽ•‚³‚ê•A ODS ƒJƒ‰ƒ€‚Å‚Í20% ƒ•ƒ̂
0Î0ü0ë0k0ˆ0‹OÝc�[¹‘Ï �2�0�0�~�2�5�0 ml ‚Ì—¼•ª‚É”äŠr“I‹­‚¢Šˆ
•«‚ªŒŸ•o‚³‚ê‚½•B‚µ‚©‚µ•A‚±‚ê‚ç‚ÌŒ‹‰Ê‚Í•í‚É‚Í•ÄŒ»‚µ‚È
‚©‚Á‚½•B•¸•»ŽŽ—¿‚ð—p‚¢‚½ŒŸ’è‚Å‚Í•A•í‚ÉŠˆ•«‚ªŒŸ•o‚³‚ê•A
’è•«“I‚É‚Í–µ•‚‚Ì–³‚¢Œ‹‰Ê‚ª•ÄŒ»‚³‚ê‚½‚à‚Ì‚Ì•A”õŠÇ‰tŽŽ
—¿‚ð‰Á‚¦‚È‚¢‘Î•Æ‹æ‚É‚à‰Ô‰è‚ªŒ`•¬‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ª‚ ‚è•A—U
“±‚Ü‚½‚Í‘£•i‚Æ‚Ý‚ç‚ê‚½•ê•‡‚Å‚à‰Ô•¬—¦‚Í’á‚­•AŒ`•¬‰Ô‰è
•”‚Í•­‚È‚©‚Á‚½•B‚±‚ê‚ç‚Ì–â‘è“_‚É‚Â‚¢‚ÄŽáŠ±‚Ì‰ü‘P‚ðŽŽ
‚Ý‚½•B

2aF08 
ƒAƒTƒKƒIŽq—t’†‚Ì‰Ô‰èŒ`•¬‘£•i•¨Ž¿‚Ì“¯’è
Ž j ’ ¼ • c • A “ í Œ © • • “ ¿ \ “ ¡ ˆ É • ³ (’}”g‘å•E•¶•̈•A
“¿“‡‘å•E–òŠw1) 

ƒAƒTƒKƒI (pl J8 lbitis ni n ‚ÌŒs’¸•¸—{‚ðƒAƒbƒZƒCŒn
‚Æ‚µ•A‰Ô‰è—U“±ˆÃŠú•ˆ—•’¼Œã‚ÌƒAƒTƒKƒI‚ÌŽq—t‚©‚ç‰Ô‰è
Œ`•¬‘£•i•¨Ž¿‚Ì’P—£•¸•»‚ð•s‚È‚Á‚½•BŽq—t‚Ì 90 % HtOH 
’Š•o•¨‚ðƒwƒLƒTƒ“•AƒWƒNƒ•ƒ•ƒ•ƒ^ƒ“‚ð—p‚¢‚Ä—n”}•ª‰æ‚µ
‚½Œã‚Ì•…‘w‚É‰Ô‰èŒ`•¬‘£•iŠˆ•«‚ªŒ©‚ç‚ê‚½•B‚±‚ÌŠˆ•«‚Í
TOYOPEARL HW-40 column ‚Å 2 ‚Â‚Ì‰æ•ª‚É•ª—£‚³‚ê‚½•B

•¡‰ñ‚Í‚»‚Ì•[‰æ•ª‚ð•A HPLC ‚ð—p‚¢‚Ä’Pˆê‚Ì•¨Ž¿•m‚Ü‚Å
•¸•»‚µ‚½•B‚±‚ÌŠˆ•«•¨‚Í•¸•»’† L‚±‚àŽžŠÔŒo‰ß‚É‚Â‚ê•ª‰ð
‚·‚é‚ª•A‚»‚Ì•ª‰ð•¨‚Í 1H-. 13C-NMR ‰ð•Í•AŽ¿—Ê•ª•Í“™
‚ÌŒ‹‰Ê•Aƒtƒ‰ƒ{ƒmƒCƒh‚Ìl Ží•AƒWƒqƒhƒ•ƒPƒ“ƒtƒGƒ••[ƒ‹

(ƒAƒ•ƒ}ƒfƒ“ƒhƒŠƒ“)‚ÌƒOƒ‹ƒRƒVƒh‚Å‚ ‚é‚±‚Æ‚ªŽ¦‚³‚ê
‚½•B‚±‚Ì•¨Ž¿‚Í‰Ô‰èŒ`•¬‘£•iŠˆ‚ð‚à‚½‚¸•A‚Ü‚½•AŠˆ•«•¨
‚ð HC ƒgMeOH ’†‚Å‰Á”M‚·‚é‚Æƒyƒ‰ƒ‹ƒSƒjƒWƒ“ƒ“‚ª•¶•¬‚·
‚é‚±‚Æ‚©‚çŠˆ•«•¨‚Íƒ•ƒCƒRƒyƒ‰ƒ‹ƒSƒjƒWƒ“‚Å‚ ‚é‚Æ•„’è
‚³‚ê‚½•BŠˆ•«•¨‚Í•A—U“±ˆÃŠú’†•mŒõ’†’f‚µ‚½‚à‚Ì•AˆÃ•ˆ
—•‚ð•s‚È‚í‚È‚©‚Á‚½‚à‚Ì‚ÌŽqŠü‚É‚à‘¶•Ý‚µ•A’¼•Ú‰Ô‰è—U
‰\‚ÉŠÖ‚í‚é‚à‚Ì‚Æ‚Í•l‚¦“ï‚¢•B‚µ‚©‚µ•A‰Ô•F t‚±ŠÖ‚í‚é•¨
Ž¿‚ª‰Ô‰èŒ`•¬•x‚±ŠÖ—^‚·‚é‚±‚Æ‚Í‹»–¡•[‚­•A•¡Œã•\‘¢‚Æ‚Ì
Žf•·‚É‚Â‚¢‚Ä‚à’²• ‚̧µ‚½‚¢•B



2aF09 
植物糞の傷害時に生成する性質の異なる二種類の低分子性花成

誘導物質

f半隆之、木戸毅1、木崎暁子 2、田中修 3、竹糞岡IJ(京府大・生
科、 1近畿大・農化、 2京大・農生、 3甲南大・理)

アオウキクサ (Lemnapauctcostata)を1/10E培地で培

養し、そこに植物葉の水抽出液を極く少量加えると花芽を形成

するが、この花成誘導効果をもっ成分の分子量は、数百から数

万以上にまで分布しており、高分子側の成分はタンパク質であ

ることが明かとなっている (PlantPhysiol. 94: 1677・81;95:1288-

1290)。低分子仮1]の成分には、カルボキシペプチダーゼ処理に

よって活性の消失する、分子量数百のペプチド性花成誘導物質

が含まれること、が明かとなっている(昨年度本学会)。

ところが、植物葉抽出液を高温 (40.C)で2ー3時間イン

キュベー卜すると、ホモジェネー卜直後には存在しない、上記

ペプチド性物質とは明らかに性質の異なる、花成誘導物質が新

たに生成することが判明した。このインキュベート中に生成す

る花成誘導物質は、エーテル可溶性で、かつ、不安定 (1-2 

日で活性が消失)である。

これら、性質の異なる二種類の花成誘導物質について、相互

の関係、物質としての諸性質、植物界における分布等について

報告する。

2aFlO 
Lysineの花芽分化誘導活性

中山善雄、田中修1、竹葉剛E、杉野守 (近畿大・農・

植生、 1甲南大・理・生物、 2京府大・生科・応生〉

アオウキクサ151系統の花芽分化は、 72時間以上の一回

の無窒素処理で誘導される。この花芽分化は、内生の遊

離 Iysineの増加により促される可能性が示唆されてい

るo Iysineの花芽分化誘導活性は、培養液に添加された

場合には、窒素欠乏状態や無窒素処理を受けた植物で顕

著に認められる。しかし、アオウキクサ6746系統の花芽

分化に対するアミノ酸の効果を調べた既報では、 Iysine

の花芽分化誘導効果は認められていない。そこで、 6746

系統の花芽分化が一回の無窒素処理により誘導され得る

条件、および、その条件下におけるIysineの花芽分化誘

導活性について検討した。その結果、 6746系統の花芽分

化は、 48時間以上の無窒素処理を一回受ければ誘導され、

Iysineはこの花芽分化を促進することが示された。また、

Protease inhibitorの elastatinalは、この花芽分化

を抑制するが、その効果はIysineにより打ち消された。

これらの結果から、アオウキクサ6746系統の窒素欠乏に

よる花芽分化に、内生のIysineが関与している可能性が

考えられる。なお、 151系統の花芽分化に Iysineよりも

強い効果を示した Iysinehydroxamateも6746系統の花

芽分化に促進効果を持っていた。
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2aFll 
花成誘導タンパク質の短目処理アサガオ子糞中での変動

木戸毅、木崎暁子 1、伴隆之2、国中修3、竹葉同1]2 (近織大・

農化、 1京大・農生、 2京府大・生科、 3甲南大・理)

アオウキクサ (Lemnapaucicostata 151)の花成を極

く低濃度で誘導するタンパク質を精製し、そのアミノ酸配列の

情報をもとに、花成誘導タンパク質をコードする cDNA を単

離した。その cDNAの塩基配?IJから推定されるタンパク質は、

アミノ酸263個からなり、マウス赤血球の分化過程で発現す

るMER5タンパク賓と約50%の相向性を示した。その cDNA

を車且み込んだバクテリアの inclusionbody中に蓄積するタンパ

ク質およびそのトリプシン分解物は、アオウキクサ 15 1に対

して、 100pMのオーダーで花成を誘導した。

バクテリアのつくる花成誘導タンパク質をウサギに注射し、

抗体を作製した。その抗体を用いて WesternBlotを行うことに

より、アオウキクサ、アサガオとも、約28 (x4=112) 

k Dの分子量で、主に糞に存在すること、が明かとなった。ま

た、アサガオを短目処理した子葉での花成誘導タンパク質量l阜、

短目処理開始後 16 hでやや滅少すること、が明かとなった。

この花成欝導タンパク貨が、自然条件下の花成において果たす

役割について、さらに検討中である。

2aF12 
アサガオの長日開花と糖含量

篠崎真輝(京大・農・応植)

短日植物であるアサガオが連続光下でも貧栄養、強光、

低温などで花成誘導され、これらの花成はクロロゲン酸、

ピノレジノールグルコサイド、フェルロイルキナ酸などの

フェニールプロパノイド含量と密接に関連していることは

これまでに報告した通りである。今回はアサガオの長日開

花を誘導する諸条件下での糖含量と花成との関連について

報告する。実験材料としては貧栄養、強光、低温により花

成誘導されるVloletと貧栄養、強光では花芽を形成しない

Kidachiを用いた。種子は常法適り酸処理し、発根した種

子を滅菌した砂に植え、 20'Cの連続光のもとで発芽させ

た。発芽したseedlingを中山氏の培地あるいは水道水(貧

栄養)に移植し、実験に供した。処理条件は貧栄養 (20

℃、 50001ux)、強光 (25'c、 25 0 00 lux)、低

温(l3'C、 500 Olux)である。それぞれの条件で育て
た植物から経時的にsa圃pllngし、 2%の酢酸で10分間加

熱抽出し、 HPLCで結類、クロロゲン酸、ピノレジノール、

フェルロイルキナ酸を定量した。結類の分析にはAllinex

87C， TSK a圃lde80， TSK問 2 60を用い、検出は示差屈折計
で行なった。その結果、花芽を誘導する全ての条件下で、

花成誘導成立時にグルコース、フルクトースの含量がきわ

めて高く、例えば、貧栄養で20問育てた植物の子葉中の

糖含量は培地で育てたものの約70倍にも達した。本大会

では結合量と花成の関係について論ずる.



2aF13 
アサガオ頂芽の S アデノシルメチオニンデカルボキシラ

ーゼ活性の光誘導

島問敦子、 平津栄次(大阪市大、 理、 生物)

本酵素はポリアミン合成系に関与し、 S-アデノシルメ

チオニン (SA M) を脱炭酸してデカルボキシ SAMとな

る. デカルポキシ SAMはそのアミノプロピル基がプトレ

シンやスペルミジンに転移され、 それぞれスペルミジン・

スベルミンが合成されるための基質 kなる. 撮近、 花芽形

成においてポリアミンが関与しているととが報告されてお

町‘ 本研究ではアサガオ頂芽の本酵素活性を測定した.

長日条件下(8時間暗期ー 16時間明期}で育てた播種

後 7日目のアサガ才 (Pharbitis niI cv. Violet) の頂芽

を用いて[S-carboxy川町一 SAMを基質 kして、 生成さ

れるけ C0 2を澗定した.長日条件下で育てたもの{一一)

と、 糊定の前日に短目処理(1 6時間暗矧 -8時間明矧)

を行なったものトーー)を図に

示した。 本酵素活性は光によ

町誘導され、 長日条件下で育

てたものは、 1時間後に 1. 5 

-2倍になる.想日処理を行っ

たものでは、 ピーク時の活性

は低く、 光照射後の活性上昇

も遅れてみられる.

また、 SAMデカルポキシ

ラーゼの酵素化学的性質につ

いても検討した.

2aGOl 
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双子葉植物細胞壁中でのフェノール酸と多糖類の結合様式

五主~昼、枝重 有祐、掛川 弘一、飛田 哲也， (農水省・蘇

林総研、'日本タバコ綜)

双子葉植物細胞壁中のフェノール厳と多鮪類の結合様式は単

子葉積物のそれに比べて不明な点が多い.ホウレンソウとシュ

ガービートの細胞壁を醇素加水分解して 5つのフェノール厳を

含むオリゴ績を HPLCにより単隆・精製し、それらの精進を

解析した.それらは Q-(2-Q-生旦旦~-feruroyl-α ー主-Araヱト (1 →

5トf;-AraI(1)， Q-(6-Q笠旦旦呈ーferuloyl-β !2-Ga11')-(l→ 4ト塁間Gal

(2)， Q-α-，k-AraIー (l→ 3)-Q-(2-Q-竺豆旦~-feruloyl-α-f;-AraI )ー (1

→ 5)主-AraI(3)，Q-(4-Q-笠盟主ーferuroyl-α-l?，-XylJ:l)ー(J→ 6)-l?，-

Glc(4)， と Q-[5-Q-(竺旦~- feruloyl)ーαーと-AraIJ-(l→ 3トQ-β-l?，-
e 

XylJ:l-(l→ 4)-Q-XyI(5)であった.化合物(1 )は以前に旦ー(3-Q-

feruloyl-α-f;-AraJ:lト(l→ 3)-f;-Araと誤って同定された.化合物

( 4 )と(5 )はこれまでにタケノコからも単舷・同定され

た.双子葉植物ではフェノール酸はアラビナン、ガラクタンば

かりでなくアラピノキシランやキシログルカンにも結合してい

ることが明らかになり、これらの多精類の聞でフェノール磁を

介した架橋構造が形成される可能性が示唆される。
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2aG02 
水ストレス条件下でのコムギ幼薬鞘細胞援のゆるみの維持と

細胞壁結合フェルラ酸量の変化

若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物)

水不足の条件下では茎の成長は著しく抑制されるが、茎の

細胞壁は逆にゆるんだ状態に維持されていることが、双子葉

植物のカボチャ下駐輪で報告されている(桜井ら、植物生理

学会1985年).今回、双子葉植物とは細胞壁成分の種類が異

なる単子葉(主にイネ科)植物においても、同様な現象が見

られるのか、更にゆるみが細胞壁のどのような成分によるの

かについて検討した。暗所で生育させたコムギ芽生えに、

60mMのボリエチレングリコール(pEG4000)で水ストレスを与

えた。 PEGにより幼業鞘の成長は著しく抑えられたが、応力

緩和法による細胞壁の力学的性質の測定の結果、細胞壁はゆ

るんだ状態に維持されていることがわかった。次に、細胞壁

の各画分の糖量及び糖組成を調べたが、いずれも力学的性質

とは有意な相闘は見られなかった。へミセルロース性多糖類

の分子量分布では、対照に比べ水ストレス処理の方で平均分

子量が大きくなっていた。一方、フェルラ酸(FA)とジフェル

ラ酸(DFA)量は成長とともに増加したが、水ストレス処理では

稽加が抑制されており、細胞壁の力学的性質との聞で非常に

高い相闘が認められた.以上の結果より、水ストレス条件下

でのコムギ幼葉鞘細胞壁のゆるみの維持は、 FA、DFA量の増

加が抑制されることによっているものと考えられた。

2aG03 
アスコルビン酸による細胞壁木化の調節:細胞壁の可溶

性ペルオキシダゼと結合性ベルオキシダゼによるコ

ニフェリルアルコール酸化のアスコルビン酸による調節

高浜有明夫(九州歯大・生物)

アズキ上陸軸のアポプラストには細胞壁結合性と可溶

性ペルオキシダーゼが存在している。これらのペルオキ

シダ ゼによるコニフェリルアルコール (CA)の酸化
速度は大きかったが、アスコルビン酸のそれは非常に小

さかった。この二種類のペルオキシダゼによるCA酸
化反応において、その酸化産物や酸化のキネテイクスに

は大きな差は認められなかった。アスコルビン酸は可溶

性ペルオキシダーゼによるはCAの酸化を低濃度(数μ
M)で完全に抑制した。その抑制はCAの初期酸化産物
(多分そのラジカル)の還元によるものであった。他方、

細胞壁結合性ペルオキシダ ゼによるCAの酸化はアス
コルビン酸で競争的に阻害された。アスコルビン酸は上

陸軸のアポプラストに存在していた。そこでは加齢に伴

ってリグニンが合成されている。これらの結果に基づく

と、結合性ペルオキシダゼは細胞墜木化に関与し、ア

スコルビン酸はその木化を調節していると考えられる。

また、可溶性ペルオキシダ ゼはアスコルビン酸と共同

して木化反応に使用されなかった過酸化水素除去に関与

していると考えられる。



2aG04 
シンナミルアルコールデヒドロゲナーゼの精製および組織的発

現の解析

日尾野降、差旦本盟、悔沢俊明1、高部圭司2、樋口隆昌3

(三井植物，，'イオ研、 1京大・木研、 2京大・農、 38大・林学)

リグニンはフェニルアラニンを出発材料として生合成される

2次代謝産物の一つであり、植物組織の構成成分として重要で
あると共に外界からの防御機構にも関与している。この2次代

謝産物合成経路の上流に属するフェニルアラニンアンモニアリ
アーゼ (PAL)、 4-クマロイルーCoAリガーゼ (4-CL)の解析は
遺伝子レベルで詳細におこなわれている。

本研究では将来的なリグニン有効利用にむけての知見を得る

ために、リグニン合成系酵素の解析をおこなった。リグニンの

生合成経路については樋口らにより既に明らかにされている。

リグニン単量休であるモノリグノール合成の最終酵素であるシ

ンナミルアルコールデヒドロゲナーゼ (CAD)をウドから精製し

その醇素学的解析をおこなった。 精製は疎水性クロマ卜グラ

ム、イオン交換クロマトグラム、アフィニティークロマトグラ

ム法によった。さらに精製したCADを用いてマウス抗体を作

成し、これを用いてCADの組織学的な発現を調べた。 CA

Dはゲルろ過法により分子量約72，000と推定された。 SDS-
PAGEにより 2つのサプユニットから成る 2量体であること

が示された。さらに、そのサブユニットは分子量の異なる2タ

イプで構成されていることが明らかとなった。また、 CAD抗
体を用いた組織学的方法による解析から、 CADはりグニン合

成の盛んな組織でのみ特異的に発現していることが示された。

2aG05 
ウド CALa ia cordat iL)シンナミルアルコール

デヒドロゲナーゼcDNAの単離

E星豆一」皇、 柴田大輔、 樋口隆昌1

〈三井植物バイオ研、 1日大・林学〉

リグニン合成経路を遺伝子レベルで解析するためにシンナミ
ルアルコールデヒドロゲナーゼ (CAD)に着目し、この酵素のc

DNAクローニングを行なった。

材料としてウドを用いた。精製したウドCADを臭化シアン

を用いて化学的に分解した。分解したペプチドをHP LCで分画し

それらの一部についてアミノ酸配列を決定した。このアミノ酸
配列を参考に作成した合成DNAを[y-32PIATPを用いて末端
ラベルし、スクリーニングの際のプロープとして用いた。 GI

T法〈改変)、オリゴdTセルロースクロマトグラム法により
得たpoly(A)+RNAを用いてcDNAライブラリーを作成した。

約50万の組換体をスクリーニングし、最終的に全長を有する

ウドCAD・cDNAを単荷量した。得られた cDNAは360

個のアミノ酸をコードしており、このアミノ酸配夢1]中には先に

決定したペプチドの部分アミノ態配列と同ーの配列が確認でき

た。また、得られたCAD・cDNAを用いてゲノムサザン分

析、ノーザン分析をおこなった。サザン分析の結果、ウドゲノ

ム中に、 2ないし3コピーのCAD遺伝子の存在が明らかとな

った。ノーザン分析は線、茎、葉のRNAに対しておこなった

が、 CADは茎で最も強く発現していることが示された。

また、 lまぽ同時期に報告されたマツ、タバコ、ポプラのCAD
とのアミノ酸配列を比較したところ、高い相向性が見られた。
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2aG06 
エンド型キシログルカン転移酵素の cDNAのクロー

ニング

国運二重、冨田英津子¥佐藤美子、浅田起代蔵、加

藤郁之進、西谷和彦 1 (宝酒造バイオ研、 1鹿児島大

教養)

キシログルカンは植物細胞壁マトリックスの主要成分

の一つで、セルロース微繊維聞に架橋を形成し、細胞

壁のネットワーク構造の構築において中心的な役割を

担っている多糖である。細胞成長や細胞分化の際には

細胞壁ネットワークの再編成が不可欠の過程である。

その再編成過程にはキシログルカン架橋の切断と再結

合が関与していると以前から想像されていた。しかし、

その分子過程は不明であった。最近、演者らはキシロ

グルカン架橋の繋ぎ変え反応(molecular-

grafting)を触媒する新規酵素をアズキ上匪軸の細胞

壁から単離精製し、エンド型キシログルカン転移酵素

(EXT)と命名した (Nishitani et al. (1992) J. Biol. Chem. 

256: 21058) 。この精製したEXTのタンパク質のN末

端側のアミノ酸配列を基にして、 PCR法により、ア

ズキの上匪軸組織の cDNAライブラリーからエンド

型キシログルカン転移酵素の c-DNAを得た。

2aG07 
工ンド型キシログルカン転移酵素の生理機能

富田英津子、船津安世、前田香織、近藤昭弘¥加藤

郁之進¥西谷和彦 (鹿児島大教養、 1宝酒造バ

イオ研)

私達は最近、アズキ上陸軸の細胞壁より、新しいタイ

プの転移酵素であるエンド型キシログルカン転移酵素

を単離精製しその反応特異性を解析した。その結果、

この酵素はキシログルカン鎖中の(1-4)P-グルコシル

結合をエンド型の様式で切断し、生じた還元末端を他

のキシログルカン分子のグルコース残基のC4の位置

に転移することがあきらかとなった。また、この酵素

は高分子のキシログルカンに対してのみ高いドナー基

質親和性を示し、また、加水分解活性を全く示さない

など、極めて新規な反応特性を示す(Nishitanietal. 1992， 

J. Biol. Chem. 267: 21 058)。これらの結果から、この酵

素は細胞壁のネットワーク構造の構築や再編成の制御

を通じて、細脂成長や細胞分化の調節に於て重要な働

きを担っていると考えられる。この点を明らかにする

ために、様々な成長段階にある植物内でのエンド型キ

シログルカン転移酵素の発現と細胞壁中での実際のネ

ットワーク再編成の分子機構を解析した。



2aG08 
アズキ上陸軸切片のオーキシン誘導成長並びにキシログル

カン分解に対するコンカナパリンAの阻害作用

量豊堕豆、若林和幸、増田芳雄1 (大阪市大・理・生物、

1帝塚山短大・食品)

ある種のレクチンは、細胞壁多糖と結合し、その代謝を

妨げることによって細胞壁のゆるみを抑え、オーキシン誘

導成長を阻害する。コンカナパリンA (Con A)は、双

子葉植物並びに単子葉イネ科植物のオーキシン誘導成長を

限害する。しかし、このレクチンはαーマンノース及びαー

グルコース残基を認識するので、細胞壁多糖に直接作用す

るとは考えられない。むしろ、糖タンパク質である酵素と

結合し、その{動きを抑える可能性がある。本研究では、特

に、双子葉植物のキシログルカン分解酵素の作用に対する

C 0 n Aの影響について検討した。

アズキ上限軸細胞壁より高濃度の塩で遊離されるタンパ

ク質画分には、キシログルカン分解活性が含まれる。この

画分にC0 n Aを加えたところ、キシログルカン分解活性

が低下した。また、同活性のほとんどは、 Con A-Se 

p h a r 0 s eカラムに吸着した。これらの結果と、キシ

ログルカンの invi voでの分解並びに細胞壁の力学的な性

質に対する C0 n Aの影響より、 C0 n Aはキシログル

カン分解酵素と結合し、その作用を妨げるためにオーキシ

ンによる細胞壁のゆるみが起こらなくなり、成長が阻害さ

れると考えられる。

2aG09 
キシログルカンとセルロースのアニーリング

0林隆久、 INU宏蔵 1(京大・木研、 1大阪府大・研)

成長している植物の細胞壁・一次壁の基本構造は、セルロー

スミクロフィプリルの薄いネットをヘミセルロース・キシログ

ルカンカ嘩橋して複合体を形成することで、その形状と墜さが

保たれていると考えられる。この複合体におけるキシログルカ

ンの含量は4096以上で、解雄させるためには、強アルカリ

(2496KOH)による処理が必要である。これに対して、 in

vitlUで再構成させた複合体は、キシログルカンの含量および

セルロースとの結合力が著しく低いことが認められている。本

研究では、植物細胞における一次壁の機能を積債複合構造から

明らかにすることを目的とした。手法として、キシログルカン

とセルロースの両β1.4グルカンをアニーリングすることによ

り、強固な複合体の形成を試みた。

キシログルカンと再生セルロースの混合水溶液(1:1)を

温度を変えて(80.120. 1ω. 2OO"C)アニーリングを試みた。

X線回折の測定により、高温になるほどセルロースの結晶性が

増加したが、キシログルカンの存在によって結晶化が阻害され

た。さらに、セルロースに対するキシログルカンの結合力は、

高温になるほど強くなることが認められた。
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2aGlO 
自己の細胞壁溶解酵素によるクロレラのプロトプラスト生

2野美佳、武田宏1 (新潟大理生物、 1新潟大教養
・生物)

プロトプラストは植物において有用な実験材料であり、市
販の消化酵素処理でつくられる。しかしクロレラは非常に
堅い細胞壁を持つためそのプロトプラスト化は難しく、二
三の株において成功しているに過ぎない。演者らはクロレ
ラの細胞壁が自身のもつ酵素により特異的に分解されるこ
とを示した。震近HatanoらはChlorellaellipsoidea C-27 
株において自己の細胞ホモジェネートに市販のキトサナー
ゼ引を加えて働かせることによりプロトプラストを高率に
つくることに成功した。

今回生且旦江主 ellipsoideaC-87 と L 盟辺旦is
211-1e株のプロトプラスト化を自己の酵素、つまりホモジ
ェネート上清、活性細胞壁からのLiCl抽出液および培養濃
縮液で処理することにより試みた。
C-87株ではLiCl抽出液によりプロトプラストがつくられ
た。その度合はセルラーゼオノズカ R-10を添加すること
により促進された。しかしホモジェネートでは出来なかっ
た。培地酵素は単離細胞壁をよく分解するがこれだけでは
プロトプラストはつくれず、セルレースオノズカト10を
添加することにより可能となった。
一方、 211-1e株のプロトプラスト化は培地酵素では出来
ず、代わりにホモジェネート上清酵素によって可能となっ
た。また、 LiCl抽出液によっても出来た。ホモジェネート
によるプロトプラスト化はキトサナーゼKIの添加により促
進され、 HatanoらのC-27株での結果と一致した。

2aGll 
ニホンナシ果実糊包壁からのOーガラクトシダーゼの精製と
性質
北出室弘、金山喜則、山木昭平(名古屋大・農・園芸)

巣実成紫時におこる果肉の軟化には、細胞壁概畠の変化が伴
い、とれには数種の細胞壁分解酵素が関与しているととが矛峻
されている。本研究ではとれらの酵素のうち、成黙捕の細胞壁
成分からのガラクトースの遊離に関与していると考えられる。
ーガラクトシダーゼに注目して、とれを成黙頃顎細胞壁から精
製しその特性を明らかにすることを目的とした。
材料としてニホンナシ(豊水)果実を選ぴ、本酵素を細胞壁
から3MLiClで可溶化し、 Butyl-toyop関rl650C. Sephadex G 
-150. Mono S. TSK-G3000SWの各クロマトグラフィーにより精
製した。その結果、 5種類のイソ酵素の存在が明らかになり、
ごのうち2l郵郎ごついてはSDS-PAGEで約80kDaのメ
インバンドとして、 1種類については約40kDaと25ゆaのメ
インバンドとして検出された。
精製酵素はいずれも、 p-ニトロフェニル (PNP)ーαーガ
ラクトピラノシド、 PNP-α.s-グルコピラノシド、 PNP
-α.s-マンノピラノシドとは反応しなかった。一方、ガラク
タン (Gum arabic)あるいはアラピノガラクタン(Larch
wood)を分解するイソ酵素を確認することができた。
ιL上より、ニホンナシ成紫携さ母回目包壁には5種類の0ーガラ
クトシダーゼが結合しているごとが明らかになり、各イソ酵素
がどのように果期欠化へ関与しているかに興味が持たれる.



2aG12 
ダイコン一次棋のアラピノガラクタンープロテイン生合成に関

わるα-L-フコシルトランスフエラーゼ
三沢宏之、牛山明、円谷陽一、橋桝羊ー (埼玉大・理・生化)

高等植物の細部耳マトリックス手形質膜に存在するアラピノ

ガラクタンープロテイン(AGP)は器官の分化・成長に伴い、その
樽~構造カ唆化する1) 。ダイコンの根のAGPは、主糊捕である

L-Ara tD-Galの他に、成長¢痢定段階でL-Fucカ幣合するのカ靖
徴である。AGPの生合成に関わるα-L-フコシルトランスフエラ
ーゼの謝生費、及びL-Fuc転瀞生局糊について解析した。
ダイコン発芽6日目の一次根からミクロソーム薗分を調製し

酵素標品とした。酵素反応の受容体はL-Arafα(1→3)D-Galpβ
(1→6)D-Galpをピリジルアミノ(PA)化法で蛍光標識したオリゴ
糟を用いた。反o夜は酵素、 GDP-Fuc(またはGDP_[14C]-Fuc)、
PA化勝賞を含み、 Fuc転移生成物は掛目系HPLC(または液体シン
チレーションカウンター)で両定・定量した。

ミクロソーム画分にPM出離員にL-Fucを転移するをフコシルト
ランスブエラーせ活性カ呼拙された。その反応の艶直銅牛は、

凶 6.8、250Cであり、 5耐 Mn2+、0.1%界面活性化剤の添加が
必要でドあった。 GDP-Fuc及びPA化糟鎖に対する蜘値は各々0.08、
3.7酬であった。 Fuctま受容体非還元末端の>Araf1こαl→2結合で、
転移され、 NativeAGPの鵬質構造と同一で、あった。本酵素汎-
Fucを含む'AGP綿貫の生合成に関与していると考えられる。
1) Hata ~ ~.， Plant Physiol.， 100 (1992) 388. 
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一般講演

第 2日 3月30日(火〉 午後の部

A 会場

B会場

C 会場

D 会場

E会場

F会場

G 会場

分子生物学(5 ) 
分子生物学(6 ) 

ストレス(4 ) 
光合成(4 ) 
光生物学(2 ) 

細胞骨格

細胞壁(2 ) 
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2pAOl 
イネ単離阻葺核ゲノムの吸水によるメチル化状態の変化

秦野彰二，山口淳二I，平労需志(東京大・農・湖機遺伝，

4名古屋大・農・生イじ神j御)

イネ単離乾燥胆聾，それを 30.Cで 20時間吸水させたも
の，及び，発芽後 2週間目の子葉より，それぞれ単離核を調製

し，アガロースプロック中で巨大 DNAを抽出した.これら

を，メチル化に対して感受性をもっrarecutterを用いて切

断し，パルスフィールド電気泳動法によって分画して，エチジ

ウムプロミドて嘆経宣し， uvイルミネータを用いて観察した.
これによると，他の二者に比して，吸水匠芽では，染色のパ

ターンに著しい違いが見られた.

次に，通常の調製法によって，それぞれの材料より DNAを

調製して，HpliJ1.を用いて切断し，l:t撮した.その結果，乾燥怪
芽及び子葉においては 500bp怠L土にエチジウム染色のピー

クが見られるのに対して，吸水陸芽では 100-200 bp付近

にピークカ喰擦された.また，メチlレ化に感受性をもっ HpBJI

以外の 4-5塩基認識の制限酵素を用いても同様な結果を得

ることができたが，メチル化に非感受性の制限酵素では，著し

い違いは見出されなかった.

Lえ上の知見を総合すると，イネの単離E、芽が吸水する際に
は，核ゲノム上の多くのメチルシトシン残基において20時間
以内に脱メチル化が起きることが示唆される.

2pA02 
介在配列を含むイネ亜硝酸レダクターゼcDNA

韮旦孟云，寺田善信青木秀之 (京都大・食研，
1江崎グリコ生化研)

イネの栄養生長期においては窒素源としてNH4+-Nは
有効であるが、生殖生長期においてはN03--Nの方がよ
り有効に利用される。しかしイネのNOョ代謝系の酵素や
遺伝子的知見は少ない。我々はイネのN03 代謝系関連酵
素の酵素的特性や遺伝子的側面について研究している。

ここでは2種類の全長亜硝酸レダクターゼ (NiR) cDNA 

の塩基配列について報告する。

KN03の添加によって誘導したイネ緑化幼植物の葉と根

から、 λ gtllcDNAライブラリーを作成した。 NiRcDNA 
断片をプローブとしてクローニングし、全長NiRcDNAの
場基配列を決定した。イネ葉と根のl商cDNAライブラリー
には、制眼酵素地図の異なる 2種類のNiRcDNAクローン

が見出された。 1つは 596個のアミノ酸を、他のクロー
ンは 627個の読み枠を持つものであった。 想定される
transit peptide領域を除いた前者のアミノ酸組成は精
製 NiRタンパク質のそれとよく一致した。乙のクローン

の塩基配列(アミノ酸配列)はトウモロコシとホウレン

ソウの NiRクローンのそれと81%(84%)と61%(70%) 
の相同性があり、コドンの3番目のG/Cは95.6%である。
読み枠の長い NiRクローンは短いクローンに93塩基 (nt)
が挿入されており、その部位はホウレンソウ NiR遺伝子
の3番目の93ntイントロンに対応している。ごの挿入配
列はイネ後ゲノムにも見出された。
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2pA03 
イネ原形質膜W-ATPaseのcDNAクローン (OSA1，OSA2)の解析

大倉哲也、和田雅人 l、金資貞、榊原祥j昔、丸田一成2、河村幸雄、

笠毛邦弘 (農水省食総研、 l筑波大生物、 2農水省、生物研)

{目的)高等植物の原形質膜に存在するW-ATP田 eは、細胞内外のプ

ロトン勾配の維持に重要な役割を果たしている.演者らは前大会にお

いてイネ培養細胞(日本階、 K目1細胞)から2つの原形質膜げ ATP田 e

(OSA1，OSA2)をクローニングし、 OSAlの極基配列について報告した.

今回は、 OSA2を解析しOSAlとの比較を行った。

(方法と結巣)イネ陪養細胞からGTC/LiCI法で附Aを摘出、 oligo(dT)

カラムでmRNAを精製、 cDNAを合成しλgtlOライブラリーを作製した。

真核生物の保存配列をもとにPCRプライマーを合成、 cDNAを鋳型に

PCRを行い、増幅された断片 (O.8kb)をプローブにしてλgtlOライブ

ラリーをスクリーニングしてOSAlとOSA2のクローンを得た。 OSA2の

インサートサイズはOSAlと同じ3幼であったが、 OSA2の3'非翻訳領

織は250bpとOSAlに比べて長しこの非翻訳領械は、他の穫の原

形質膜プロトンATP恒 eの同領域との問に相i司性が認められなかった。

また、 OSA2にはOSAlに認められた731ー756残基の特異的な配

列は存在せず、むしろタバコ、 トマト、アラピドプシスの配91)に高い

相同性を示した。しかし現在得られているOSA2は原形質膜W-

ATP田eの会長より約240bp欠損しており、 genonUcDNAからN末端

近傍の解析を行っている。サザン、ノーザン解析の結果についても併

せて報告する。

2pA04 
トランスジェニック植物におけるイネwx座遺伝子の

組織特異的発現

平野博之I，松村健2，田林紀子2 谷田昌稔2，

米国好文3，佐野芳雄1(1国立遺伝研 2北海道グリー

ンバイオ研 3東大・遺伝子)

イネのWX遺伝子座は種子脹乳中のアミロースの合成

を支配している。私たちはクローン化したDNAおよび

その遺伝子産物 (Wxタンパク質)に対する抗体を用い

て，WX座遺伝子が怪乳および花粉で組織特異的に発現

することを示してきた。機能や発生上の起源、核相の

全く異なる二つの組織において、 WX座が機能するため

の分子機構を解明することは非常に興味深い。

その解明を目的として、 WX座の発現調節領域をGUS

遺伝子に連結した融合遺伝子をイネおよびぺチュニア

に導入しその形質転換植物を作製した。その結果、 WX

座の上流約4kbのDNAは、イネの脹乳と花粉での組織

特異的発現にとって充分であることが判明した。しか

しながら、全く同様の融合遺伝子をペチュニアに導入

した場合には、花粉でのみ発現が見られ、脹手しゃ他の

組織では発現しなかった。イネのJff乳で特異的に発現

を制御するシス因子は、Jff乳の未発達な双子葉植物の

ぺチュニアでは機能しないと考えられる。



2pA05 
イネショ糠リン酸合成 (SPS)遺伝子の1次構造

坂本正弘、星海智英藤村達人

(三井東圧化学ライフサイエンス研)

ショ糖リン酸合成酵素 (SPS)はフルクトースー6・リン酸とU

DPーグルコースからショ糠リン酸を合成する酵素であり、炭酸同

代建物の分配に関与していると考えられている。近年の研究により、

その樹生はタンパク質のリン酸化によって自国脚されており、また代

謝中間物や光によっても影響を受けることが明かとなっている。

われわれは、 SPSの遺伝子レベルでの解析をおこなうために、

イネのSPS遺伝子のクローニングをおこないその全塩基配列を決

定したので報告する。

トウモロコシSPScDNAの塩基配列をもとにPCR用のプラ

イマーを合成し、イネ金DNAを鋳型としてPCRをおこなった。

その結果、イネSPS遺伝子由来と考えられるDNA断片を増幅で

きた。この断片をプローブとしてイネ・ゲノミックライブラリーを

スクリーニングしたところ1伺のポジティプ・クローンλ6192
が得られた。このクローンはほぼSPS遺伝子の全領域をコーFす

ると考えられたので、全塩基配~Jを決定した。その結果、イネSP

S遺伝子は12個のイントロンによって分断されていた。また、ト

ウモロコシSPScDNAに対応するコーディング領域での相同性

は82%あり、またアミノ酸での相同性は84%であった。現在、

SPS遺伝子の発現について検討中である。

2pA06 
イネカタラーゼ遺伝子の転写調節機構:イネプロトプラス

トにおけるトランジェント発現による発現制御領域の解析

JJe量豊二、肥後ひろみ(農水省・生資研)

カタラーゼは動植物・微生物界に広く存在し、過酸化水

素を水と酸素に分解して無毒化する。私たちは既にイネの

登熟期に種子で発現しているカタラーゼcDNAとそれに対応
すると思われる遺伝子を単離し、構造決定した。今回は、

このカタラーゼ遺伝子の発現制御に関わるシス領域につい

て検討した。単離した遺伝子の5・上流側がプロモーターと
して必要な配列をすべて含んでいるかどうかをまず調べる

ために、翻訳開始点のすぐ前で切り出した約1.5kbp断片を
レポーター遺伝子 (GUS) とNOSターミネーターに融合して

プラスミドを構築した。これをタバコ葉肉細胞あるいはイ

ネ培養細胞 (Oc)プロトプラストにエレクトロポレーショ

ンで導入し、 GUSのトランジエント発現活性を測定した。

タバコプロトプラスト中ではカタラーゼプロモーター活性

は、エレクトロポレーション後の培養2日目には 1日目の

約2倍に上昇したが、それでも対照 (CaMV35Sフ.ロモータ

ー・ GUS融合プラスミド〉の1/5程度であった。イネプロト

プラスト中では培養 1日目ではCaMV3fiSプロモーターもカ

タラーゼプロモーターも同じ程度に低かった。培養2日自

にはCaMV35Sプロモーターは3倍程度に上昇したが、カタ
ラーゼプロモーターは1.5倍程度しか上昇しなかった。現

在このプロモーターの発現効率を高める条件を検討すると

ともに、デレーション断片を作成して解析を進めている。
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2pA07 
イネ アデニレートキナーゼ遺伝子の発現解析

山企皐記、梅目正明、内宮博文 (東大・応微研)

アデニレートキナーゼ (EC2.7.4.3 以後AKと省略)は

A胃、 ADP、AMPの相互変換を触媒し、アデニンヌクレオ

チドのホメオスタシスをつかさどる酵素である。我々はこれ

までに、 2種類のAK遺伝子をイネ cDNAライブラリーよ

り単離し、その構造解析を行なってきた。今回、 cDNAの

コーデイング領域をプロープとして用い、環境ストレス下で

のAK遺伝子の発現応答について解析を行なった。

その結果、 AK遺伝子の発現が種々の外的ストレスにより

転写レベルで誘導されることが、ノーザン解析により明らか

となった。イネ培養細胞を用いてシュークロースによる発現

誘導についてさらに解析を進めた。その結果、培地中のシュ

ークロース濃度が 10 %のとき最も高い発現が見られた。ま

た、その他の糖(グルコース、ソルピトール、マンノース)

ではシュークロースほど強い発現誘導は起こらなかった。

さらにタンパク質レベルの解析を行なうため、大腸菌内で

AKタンパク質を大量発現させ、抗体を作成した。この抗体

を用いたティッシュプリント解析により、 AKタンパク質の

維管束系での局在が明らかとなった。

2pA08 
植物 NucleosideDiphosphate Kinase cDNAの構造解析

矢野 明、梅田正明、内宮博文 (東大、応微研)

Nucl巴osideDiphosphate Kinase (NDPK:EC 2.7.4.6) 

はヌクレオシド二リン酸と三リン酸の関で、 7・位のリン

酸を交換する酵素である。この酵素をコードする遺伝子

はヒトでは nm23ショウジョウパエでは awdとして知

られており、癌転移や細胞分化のプロセスにおいて、そ

の働きが注目されている。

我々は、 NDPKの高等植物における役割を明かにする

ため、イネ cDNAの大量解析によってその cDNAを得

た。本 cDNAクローンをプロープとして、イネカルス由

来のライプラリーからNDPKをコードするいくつかの

cDNAを単離し塩基配列を決定した。その結果、イネと

ヒト、ショウジョウパエ、ラット、マウス等のNDPK遺

伝子の塩基配列とを比較すると、核酸、アミノ酸レベル

ともに約60%のホモロジーを示した。アミノ酸配列につ

いては、他の生物のNDPK遺伝子関で保存されている領

域がイネにおいても同様に認められた。 ATP結合領域や

リン酸化されるヒスチジン残基の存在からNDPK遺伝子

が生物種を越えて高度に保存された構造を持つことが明

ら治、になった。



2pA09 
イネ ホスホグルコースイソメラーゼ遺伝子の構造と発現

解析

壁主主盤、梅田正明、内宮博文 (東大・応微研)

ホスホグルコースイソメラーゼ ( EC 5.3.1.9;以後間Iと

略す)は、解糖系においてグルコースー6ーリン酸とフルク

トースー6ーリン酸との聞の相互変換を触媒する酵素であり、

原核、真核を問わず、あらゆる生物において、生理学的に

重要な役割を果たしているものと思われる。また、 PGI遺伝

子と、神経の成長促進因子ニューロロイキンの遺伝子とは、

3' 倶~で高いホモロジーを有することも知られている。

イネでは、 3種類のアイソザイムが知られ、そのうちの2

種類は細胞質に、残りの1種類は葉緑体に存在するが、それ

らの遺伝子は未だ単離されていない。今回、我々は、イネ

のカルス由来のcDNAライブラリーから細胞質に存在する2

種類のアイソザイムのうちのlつをコードする遺伝子を単離

することに成功し、その塩基配列を決定した。そこから予

想されるPGIのアミノ酸配列を用いて分子系統樹を作成した

ところ、マラリア原虫の一種と近縁であることが判明した。

また、ノーザン法を用いて各種のストレスを与えたイネ

におけるmRNAの蓄積量を調べることにより、 PGI遺伝子の
発現様式を解析したところ、いずれの場合も発現の抑制は

見られなかった。

2pBOl 
バレイショKunitz型プロテアーゼインヒピター遺伝
子のクローニング

山岸和敏、永谷工、深瀬孝子、三森クリスチーナ、

蔵野介延、幸田泰則、喜久田嘉郎(北大・農・植物)

我々は、貯蔵器官形成機備の解明をめざし、バレイショ

塊茎をモデルとして研究を進めている。そこで、ディブァ

レンシャルハイブリダイゼーション法により、 Kunitz型フo
ロテアーゼインヒピター (PKPIlのcDNAを単厳し
た (PlantMol Biol， 17: 287-288， 1991) 0 P KP 1は、
パタチン、プロテアーゼインヒピター I、IIとともに塊茎
の主要タンパク質を構成しており、その蓄積は、タンパク

質、 mRNAレベルともに塊茎特異的であった。また、貯

蔵塊茎組織切片中のPKPI mRNAは、エイジングにと
もない消失するが、ジャスモン酸添加により、発現が誘導

されることも確認された (PlantM01 Bi01， in press)。
きらに、転写レベルでの発現制御機構を解明するため、

PKPI遺伝子のクローニンク'を行った。ゲノムサザンプ
ロット分析の結果は、 PKPI遺伝子が、少数多重遺伝子
族に属することを示した。また、 InversePCR法、 Nested 
PCR法により遺伝子クローニンク'を行い、塩基配列を決定し
た。この遺伝子の5'上流域{約1k b)とGUSレポー
ター遺伝子との融合遺伝子を作成し、パレイショプロトプ

ラストでのトランジェントアッセイにより、発現の解析を

進めている。
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2pB02 
馬鈴警のクロン したクニツツ型トリプシン

インヒピターの発現特性

三森クリスチ ナ、山岸和敏、喜久田嘉郎(北海道大・

農・作物生理・札幌 060) 

馬鈴薯塊茎の貯蔵蛋白質に多数のプロテアーゼ・インヒ

ピターが含まれるが、クニッツ型トリプシン・インヒピ

ター(円I)に関する研究は比較的最近の事である。この

タンパク質の一族の分子量は約22Kダルトンで、アミノ
酸配列、及び塩基配列の相向性の著しく高いごとが知ら

れている。

私達は、これらの一つを大腸菌発現ベクタ にクロン化

し、大腸菌で発現されたタンパク質を精製し、抗体を作

成した。組織培養の馬鈴薯植物を塊茎形成誘導開始した

のち抗体との反応は10日目から見られ、 22日には発現が
最大であった。

畑で作られた塊茎のタンパク質ととの抗体の反応は塊茎

形成の初期にみられたが成熟した塊茎との反応はなかっ

た。

アフイニティーカラムに抗体を用いて、と述のタンパク

質を純化し、インヒピター活性を測り、大腸菌で作られ

たタンパク質のインヒピター活性と比較した。

このトリプシンインヒピターの機能はまだ明らかではな

いが、少なくとも塊茎形成のマーカーとして利用できる

ことがこの研究で明らかになった。

2pB03 
ジャガイモαーグルカンホスホリラーゼ・アイソザイム遺伝子
の5'ー上流域の解析
峯利喜、森博幸、中野憲一、谷津克行、福井俊郎(阪大・産研)
若草克註(農水省・生資研)

ジャガイモには、基質に対する親和性が大きく異なる2種類
のαーグルカンホスホリラーゼ・アイソザイム (L型及びH型)
が存在し、緑期咽胞内では両者がほぼ同量発現しているのに対
し、塊茎細胞内ではL型のみが著しく高発現している.われわ
れは、既にこの塊茎特異的なL型アイソザイムの高発現が、そ
のmRNAへの転写量の調節によるものであることを明らかに
しており、本アイソザイムのゲノム遺伝子の5'一上涜域には、
転写を促進するシス配列が存在すると考えられた.本研究では、
両ホスホリラーゼ・アイソザイムの器官特異的な発現機構を解
明するため、両酵素のゲノム遺伝子中の5'ー上流域塩基配列を
解析するとともに、このシス配列を同定することを目的として
いる.まず、緑葉のゲノムDNAライブラリーより、両アイソ
ザイムに特異的なcDNA断片をプローブとして用いることに
より、それぞれの遺伝子の5'ー上詐誠をクローニングした.塩
基配列を鮒庁した結果、 L型アイソザイムの遺伝子上流域には、
ジャガイモ塊茎の主要貯蔵タンパク質の一種、パタチン(クラ
スII)の遺伝子上流域の繰り返し配列に高い相向性を示す配列
が認められたが、 H型酵素の遺伝子上流域にはそのような配列
は認められなかった.次に、両遺伝子断片をGUSリポーター
遺伝子の上涜に接続し、 Tiプラスミドを利用してジャガイモ
に導入した.得られたトランスジェニック体の各組織における
GUS活性を測定した結果、 L型酵素の遺伝子上流域断片をも
っクローンを感染させた植物体の各紙織にのみ高発現がみられ、
特に塊茎の粗抽出液中において、パタチン(クラスI)の発現
量に匹敵するほどの高いGUS活性が検出された.



2pB04 
トウモロコシ・グルタミン合成酵素遺伝子群の構湖平析および
大腸菌発現系の構築

僧塵 、清水{二志、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

グルタミン合成酵素(GS)は多重遺伝子族を形成していること
が多くの高等植物種で報告されており、特にcytosol型GS(GS1)
は複数のGS1遺伝子産物から構成されるヘテロ8量体として存
在すると考えられている。これまでに我々はトウモロコシにお
いて器官の違いや光、窒素等の外環境の変化に応じてGS1のサ
プユニット組成が変化し得る可能性を示唆してきた。この現象
に対する王朝草を深めるため、(1)個々 のGS分子種をコードする
遺伝子の構造解析、及び(2)各GS分子種の酵素学的特徴の解析
を目的とし以下の実験を行なった。(1)2種のinbredとそれら
のF1hybridの核DNAを用いたサザン解析から、 6種のGS遺伝子
は互いに異なる遺伝子座位にそれぞれ1コピーずつ存在するこ
とが明らかとなった。またF2hybridを用いたRFLP解析からは、
これら遺伝子同志の有意な逮関はなく、各GS1遺伝子は異なる
染色体か、同じ染色体でも選議員を示さないほと離れた位置に存
在すると予想された。 (2)各々のGScDNAを大腸菌発現ベクター
へ組込み、形開識株をIPTGで誘導したところ可溶性で活性を
持つトウモロコシGS蛋白質の発現カ唯認された。これにより植
物体からの抽出では得ることが困難なGS1各分子種のホモ8量
体を得ることが可能になり、これらの酵素学的特徴を調べるこ
とにより、 GSサプユニット組成変化がGS酵素活性にどの様な影
響を与えるのかを明らかにすることができるものと期待できる。
現在、大量発現及び精製方法について検討中である。

2pB05 
チャ E週弘且旦邑堕堕~のCHS遺伝子の発現解析
宜白壁壬、松元哲、早津雅仁(農水省・野菜茶試)

チャの新芽におけるカテキン量は乾燥重量あたり10%以上

を占める。フラボノイド化合物のひとつ、カテキンの蓄積は、

チャ特有の現象と考えられる。我々は、カテキン合成系およ

び合成系の制御機構の伸且を目的とし、フェニルアラニンア

ンモニアリアーゼ (PAL)およびカルコンシンターゼ (C

HS)の分子生物学的なアプローチを試みている。

チャ Camelliasinensisの葉のcDNAライプラリーより

3種類のCHScDNAを単離した。全翻訳領域を含む各ク
ローンの塩基配列を決定し、比較した。他のCHS塩基即日

の報告と同じく、翻訳領域の相同性は、海基レベルで80%以
上と非常に高かった。また、ゲノミックサザン解析の結果よ

り、単離した3種類の他にもCHS遺伝子の存在が示唆され

た。 hsi盟堕isのCHS遺伝子は、ペチュニア、インゲン
マメのように、複数の遺伝子から構成されていることがわか

った。器官における発現を解析すると、若い葉・茎に多く、

成熟した葉・茎および、つぼみ・花には少なかった。 CHS

がカテキン合成系の初期段階に関与しているので、若い葉・

茎にCHS発現量が多かったことは、カテキン量が多いこと

に合致している。そこで、カテキン合成系の制御機構を解明

する上で、 CHSをモデル酵素と考え、若い葉におけるCH
S遺伝子の発現を解析することにした。
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2pB06 
スコポラミン生合成遺伝子の発現解析

握基弘差、鐘ケ江健、橋本隆、山田康之 (京大・農・農化)

Hyoscya皿ine6β-hydroxylase(H6H;EC1.14.11.11)は、スコ

ポラミンを主アルカロイドとして蓄積する積物の培養根及び

植物体のひげ根の内職細胞で特異的に発現している(l)。今回、

H6H遺伝子プロモーターによる遺伝子発現制御機構の解析

を行った。

まず、数種のナス科の植物におげる発現様式の比較を行っ

た。ヒヨス(也監立塑usn並里r)H6H遺伝子プロモーターと

GUS遺伝子を融合し、バイナリーベクタ一法によって植物

に導入した。得られた形質転換植物体又は培養根のGUS組

織化学染色を行った。スコポラミンを主アルカロイドとして

蓄積するヒヨス属の培養根では内精細胞と根端でのみGUS

活性が認められたが、ヒヨスチアミンを主アルカロイドとし

て蓄積するベラドンナの培養根とニコチンを生合成するタバ

コ植物体では根端でのみ発現が認められた。次に、内鞘細胞

特異的発現を制御するシス領域の解析を行った。 5'欠失変

異プロモーターとGUS遺伝子との融合遺伝子を用いて解析

した結果、ヒヨスにおける内鞘細胞特異的発現を制御するシ

ス配列は、非常にAT含量の高い領域を含む転写開始点上流

423bp以内に存在することが示峻された。

1)Hashi.oto，T.et al.，ι旦且品盟.，266，4648-4653(1991)
2pB07 
クラミドモナス;カーボニックアンヒドラーゼの2つの遺伝子の

発現調節

立木光 1、MaribelL. Dionisio-Sese2、藤原祥子久福湾秀哉ヘ

都筑幹夫人宮地重遺 ('新日本製鎗側・先端技術研究所、

2海洋バイオ研、 3微工研、 a京大・鹿、ち東大・花、微研)

単細胞緑藻クラミドモナス (Chla.ydo・onasre i nhard t i i)の細胞
表層に存在するカーポニックアンヒドラーゼ (CA) をコードする

遺伝子は2つあり (CAH1とCAH2)、低いC02漫度条件で発

現するCAはCAHlに由来すること (CA1)を既に報告した。

一方、♀ム旦~は高い C02温度条件でも転写されることが明らかに

なったので、そのタンパク質が実際に合成されているかどうかを調

べた。 5%C02条件で生育した細胞(高C02細胞}からCAを単

離し、その部分アミノ酸配列を決定したところ、 CAH2に由来す

るものであった (CA2)。このことから、高C02細胞でわずかに

認められていたCA活性は、 CA 1の残存タンパク質ではなく、高

C02条件で新たに合成されたものであることが明らかになった。そ

こで、 2つの遺伝子の転写と CO2漫度の関係を調べたところ、 CA

H 1は0.03%から 0.3%とC02濃度が高まるにつれて、その転

写量が減少するのに対し、 CAH2は逆に増加した。こうした結果

から、 CA2は、 CAlの発現が抑えられた時に相補的に発現する

ことが明らかになった。このことは、細胞が高いCO2漉度条件下で

も細胞表層にCAを必要としている可能性を示唆している。



2pB08 
酵母2・旦revi豆盟の第3番染色体DNA長の延長と細胞増
殖に及ぼす影響

原田賢一、谷本峰規、渡辺智治、久富泰資、壷韮基去

〈福山大・工・生物工学〉

一般に報告されている~.些回目型皇室の第3番染色体
DNA長は約350kbpである。しかし、私達の研究室保存のホ
モタリック株門T98a-3Dでは同染色体DNA長が450kbpであっ

た。また、この株は減数分裂の過程で同染色体DNA長が変

動を起こし、その抱子クローンではI可DNA長が約100kbp単
位の多型を示す。本研究では、交雑及び四分子分離によ

り第3番染色体DNA長の延長を行い、染色体DNA長と細胞
増殖の関係を調べた。

先ず、交雑・四分子分離により門T98a-3D株の持つ450
kbpの第3番染色体をヘテロタリックなa型及びα型 1倍
{本株に導入した。それらの株の交雑・四分子分離を繰り

返すことにより、第3番染色体DNA長が380、474、566、
663、748、837、940kbpの株を調製することができた。こ

の結果から、同染色体DNAの変動の単位は96kbpであるこ

とが明らかとなった。

次いで、これらの株を完全培地(YEPD)で培養し、その
生育を調べた結果、長い第3番染色体DNAを持つ株では細
胞周期が長くなり、定常期の細胞数も減少することが観
察された。

2pCOl 
水欠乏、マグネシウム欠乏時の生葉中の過酸化水素生成

田中 浄、神崎明美1 (国立環境研究所、 1東邦大学・理)

植物が水欠乏、マグネシウム欠乏下におかれると光合成炭

酸固定系が阻害されて光化学系の還元力が酸素還元に使われ

活性酸素が生成すると考えられている。ここではこれらのス

トレス時の植物の生葉レベルの過酸化水素の生成について検

討した。

鉢植えホウレンソウの水供給を中断することにより、また

は葉の切片を放置することにより水欠乏のストレスを与えた。

マグネシウム欠乏はインゲンの水耕液中のマグネシウムを抜

くことにより行った。一定時間ごとに葉を採取し、液体窒素

中で過塩素酸で過酸化水素を抽出した。中和後、アニオン交

換樹脂で過塩素酸除去後、チタンーレソルシノール溶液によ

って発色させた。

生葉において非ストレス状態でも過酸化水素が一定量認め

られたが、水欠乏やマグネシウム欠乏で数倍増加した。この

時、アスコルビン酸ベルオキシダーゼ等の抗酸化酵素活性が

数倍増加した。また、カタラーゼの顕著な阻害が認められた。
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2pC02 
モノデヒドロアスコルビン酸ラジカルのチラコイド膜で

のフェレドキシン依存光還元

二主盟弘浅田浩二 (京都大・食研〉

チラコイド膜で光によって生成したH.O.はチラコイド

膜結合アスコルビン酸(AsA)ベルオキシダーゼ(tAPX)によ

って消去され、このときAsAは1電子酸化され、モノデヒ

ドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルが生成する。ここでは、

MDAレダクターゼの関与なしにMDAラジカルがチラコイド

膜により光遼元されること、この還元が光化学系lでフェ

レドキシン (Fd)に依存して進行することを証明したので

報告する。 MDAラジカルをAsAオキシダーゼで生成させ、

EPRでこの濃度を連続的に測定した。チラコイド膜による

MDAラジカルの光還元はDCMU.DBMIBで阻害されたが、これ

にAsA!DClp:を加えると回復した。またAsA!DCIPを加えた

ときのみMDAラジカルは赤外光照射により光還元された。

MDAラジカルの光還元はフェレドキシン (Fd)に依存し、

MDAラジカルに対するKm値もFdによって低くなった。これ

らの結果から、 MDAラジカルは、チラコイド膜光化学系I

でFdにより速い速度で光還元されることが明らかとなった。

2pC03 
キュウリモノデヒドロアスコルビン酸レダクターゼのcDNA
クローニング
佐野智、浅田浩二 (京都大・食研)

葉緑体での光化学反応にともない生成したH202をアスコルビ
ン酸ベルオキシダーゼが消去する際、 AsAは1電子酸化されモ
ノデヒドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルとなる。 MDAラジカル
はNAD(P)Hを電子供与体とするMDAレダクターゼによってアスコ
ルビン酸に再生される。この酵素の分子的性質を明らかにする
ためcDNAクローニングを行った。
キュウリ果実から精製したMDAレダクターゼの抗体を作成す
ると共に、すでに決定した部分アミノ酸配列[1990年度年会]を
もとに2種のオリゴヌクレオチドプロープを合成した。発現ベ
クターλgt22Aを使った牛ュウリ子葉cDNAライブラリーを抗体
スクリーニングして得られたクローンの内、合成プローフeとハ

イブリダイズした3種について塩基配列を決定したところ、
1、299bpのORFを見い出した。
このORFから推定される翻訳産物の分子サイズは47kDaであ
り、精製酵素のものと一致したが、アミノ酸組成は両者で異な
っていた。また、タンパク質から決定した部分アミノ酸配列は、
すべてORFからのアミノ酸配列に並置できたが、いくつかの残
基に置換がみられた。キュウリ精製酵素のN末端は修飾されて
おり、そのアミノ酸配列は未決定であるが、 ORFから予想され
るN末端アミノ酸配列はダイズ根粒の酵素のN末端と非常に高い
相向性があった。また、フラピンを持つ酸化還元酵素に共通な
FAD結合部位およびNAD(P)H結合部位のモチーフが、 ORFから予
想される一次構造に見い出された。これらのことから、このク
ローンはMDAレダクターゼのアイソザイムをコードしていると
考えられる。



2pC04 
オゾンと接触したシロイヌナズナの葉におけるサイトゾル型

アスコルビン酸ペルオキシダーゼの増加

隼誼~、久保明弘、田中浄、近藤矩朗

(国立環境研究所)

オゾンと接触した植物の葉中で活性酸素解毒系酵素の一つ

であるアスコルビン酸ぺルオキシダーゼ (AP)の活性が増

加することがわかっており、植物の防御反応のーっと考えら

れている。一方植物には異なる構造を持ったAPアイソザイ

ムが細胞内の異なる場所に存在することがわかっている。私

たちは以前これらのアイソザイムについての研究を行うため

ホウレンソウのAPに対する単クローンf封正体を作製した。

本研究では、まず植物の細胞分画を行い、得られた各画分

についてイムノプロッティングを行うことにより、これらの

抗体が、サイトゾルに存在するAPアイソザイムと特異的に

結合することを明らかにした.さらにその抗体を用いて源院

を行った結果、オゾン (O.lppn)との接触によりシロイヌナ

ズナの葉中でサイトゾル型APアイソザイムの量が増加する

ことがわかった。

2pC05 
チャ葉細胞質型アスコルビン酸ベルオキシダーゼの精製

と性質

尼子克己 浅田浩二 (京都大・食研)

植物の過酸化水素消去に機能しているアスコルビン酸

ベルオキシダーゼ(APX)は細胞質、葉緑体ストロマおよび

チラコイド膜に局在するアイソザイム (cAPX. sAPX， 

tAPX)がある。今回、チャ葉より cAPXを精製し、その分

子的性質を調べたので報告する。

精製は、硫安分画および疎水クロマトグラフィ一、ゲ

ルろ過、イオン交換クロマトグラフィーにより行った。

cAPXは、 sAPXに対しゲルろ過でより高分子側(分子量

58.000)、イオン交換クロマトグラフィーでより低イオン

強度側で溶出し、最終比活性は 793μmolAsA oxida-

tion min-1 mg protein-1 であった。 SDS-PAGEで分子

量 29，000の単一バンドを示すことから、 cAPXはホモダ

イマーである。 cAPXは酸化型で 402nm， 502 nm. 639 

nm、還元型で 422nm， 556 nmにピークを持ち pCMB，

DTNB， KCNおよび NaN3 により失活した。基質特異性は

グアヤコールベルオキシダーゼより高く、 sAPX， tAPXよ

り低かった。またアスコルビン酸除去によって失活する

が、その速度は sAPX. tAPXに比べて遅く、この性質は

他の植物の根の APXに共通する。さらに cAPXのN末端

アミノ酸配列はエンドウ、シロイヌナズナ cAPXと相向

性が高く、 sAPXおよびホウレンソウ tAPXとの相向性は

低かった。
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2pC06 
ヤエナリ芽生え魅軸組織のIH-NMR緩和時間(Tdに及

ぼす酸素ストレスの影響

韮よ量理、山崎秀雄1、吉村和久E

(九州大・教養・生物、 1琉球大・理・生物、 2九州大・教養・化学)

ヤエナリ (y一辺坦r:!!dia担)黄化芽生え下限軸のIH-NMR

縦緩和時間(TI:生体内の水の動的な存在状態を表すパラメ

ーター)は、高酸素分圧ストレスの直後に激減するが、 30

分以内に徐々に回復し初期値に戻った。この現象は熱変性

した組織では認められなかった。生組織の不溶性画分にお

いて、予めSOD、アスコルビン酸、チロンなどを与える

とTI値は酸素曝露後も減少しないのに対し、可溶性画分で

は効果がなかった。ごれは、ごれらのラジカルスカベンジ

ャーの投与によって酸素曝露後に膜系で生じた02-が直ち

に消去されていることにTIの変化が関連していることを示

唆する。以上の結果から、酸素曝露によるインタクトな組

織のTI値の減少・回復は生体内における02生成・消去系の

一連の過程を反映していることを示唆し、 TI測定は02の

もつ常磁性を利用して、 02-レベルのモニターに有効であ

ると思われる。

2pC07 
低酸素下におけるイネ・ムギ根の酸素吸収

池田監=、 中村俊樹 (農水省・東北農話)

耐湿性の違いは、低酸素下における酸素利用効

率の違いに起因すると仮説をたて、これを調べる

ため、イネとムギの根の低酸素下における酸素吸

収を比較した。イネとムギの根を細かく切り、酸

素電極によって酸素吸収曲線を記録し、それより、

根の酸素に対するKm値を求めた。イネのKm値

はO.328ppmで、ムギのO.574ppmよりも低〈、酸素

に対する親和性が高いことが示された。このこと

がイネが低酸素下でも生長できる要因と考えられ

た。酸素親和性が異なる原因を調べるため、根か

ら粗ミトコンドリア画分を分離し、チトクローム

C存在下の酸素消費を測定することにより、チト

クローム CオキシダーゼのKm値を比較した。イ

ネはO.072pp皿、ムギはO.061ppmであり、 これにつ

いては、差はみられなかった。これより、酸素親

和性の違いは、組織あるいは細胞壁の酸素拡散抵

抗の違いによることが示された。



2pC08 
アルギン酸リアーゼ分解物による植物の低酸素ストレスに

及ぼす効果

箆tt畳宜、友田善久、平山匡男、足立発、日高秀昌
(明治製菓、生物科学研)

(目的)アルギン酸にアルギン酸リアーゼを作用させて得ら
れた分解物(アルギンオリゴ。は植物に対して種々の生理作
用を示す。1)本研究では環境ストレス、特に低酸素ストレス
におけるアルギンオリゴ.~作用を明らかにすることを目的と
した。

(方法)水耕栽培における大麦幼根の伸長阻害を低酸素スト
レスのモデル系とし、アルギンオリゴ@を施用して栽培した時
の幼根伸長活性を無添加区と比較することによりストレス軽
減作用の指標とした。またアルギンオリゴ@初低酸素ストレス
耐性のキーエンザイムである AD H (alcohol dehydrogenase) 

に及ぼす影響を調べるため、大麦幼根中の可溶性タンパク質
圏分を用いて酵素活性の測定とド y トプロットハイプリダイ
ゼ ション法による ADHmRNAの定量を行った。
(結果〉発芽処理した大麦種子を低酸素ストレス条件下で栽
鳩したところ、アルギンオリゴ~施用 (300ppm) によ
り幼根伸長率の向上による低酸素ストレス軽減作用が認めら
れた。また、アルギンオリゴ句用区の大麦幼根中のADH酵

素活性は無添加区と比較して栽培3日目以降に 2倍以上の活
性を示した。さらに、 ADHmRNAの定量結果より、アル
ギンオリゴ翁こよる ADH静索活性の誘導は転写レベルでの作

用であると考えられた。

1 )友田善久、安村利雄、平山匡男、足立発、日高秀昌
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2pC09 
低酸素ストレスによる植物培養細胞の液胞pHの変化

公瞳蓋盟、坂野勝啓 (農水省・生物研)

ニチニチソウ (CatharanthuE工旦旦1)、 タバコ但辺.QJ
比日且且旦1!!v ar. BY二Z)およびイネ但立且且ι.llvar. 
musasikogan e)の各培養細胞は低酸素ストレス(酸素通
気停止・二酸化炭菊邑気)下で、いずれも細胞質が酸性

化するが、イネの細胞だけは細胞質の酸性化の度合が小

さい(1992年度植物生理学会年会)。今回は31P-NMR 
を用いてこれらの培養細胞に低酸素ストレス(酸素通気

停止・窒素通気・窒素通気停止)を与えた場合の液胞p

Hの変化に着目して測定し、比較した。
窒素通気では、どの培養細胞でも細胞質pHの酸性化

が見られたがpH7以下に下がることはなく、液胞pH

にも大きな変化は見られなかった。窒素通気を停止する

と細胞質pHはさらに酸性化する。この時の液胞pHの

変化は、細胞によって違いがあった。すなわち、ニチニ

チソウやタバコでは液胞はアルカリ化するのに対して、

イネでは変化しないか、わずかに酸性化した。この液胞

pHの変化は酸素通気を停止した場合にも同様であった。

従って、イネ培養細胞の液胞膜の町輸送系は低酸素か

っ二酸化炭素が蓄積する環境下でもあまり影響を受けず、

液胞膜内外のH+濃度勾配を維持できるものと考えられる。
そして、液胞pHをアルカリ化させない(細胞質に町を

漏出させない)ことが低酸素ストレスに対する耐性と関

係があるものと示唆される。
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2pDOl 
変形82・及び変形83-状態に於ける Ca2+-除去光化学系

11の示す 2つのEPRシグナルの起源について。

佐」珪 (1jIJ.大理工物理j
水分解酵素系の補因子の Iつ Ca2+イオン， を除去した光

化学系Eは、活性な酸素発生系のS2-状態に対応する変形S2・状

態に於いて、 g=2.0を中心に 55-65Gの平均間隔で分布した26本
以上の超微細構造、即ち、"変形マルチライン"と呼ばれる

EPRシグナルを示す。このシグナルは、 S2・状態と同じ価数状態

にある拍I(III，IV，IV ，IV)ーテトラマーがCa2+_除去によって歪み、

Mnスピン関の超交換相互作用が適当に変化して、 2つの可能

なスピン配置ベクトル、。1(S "，= 1β，S.，.=O)と中2(S"，=I/2，S.r=I)、
で展開されたスピン波動関数、 φ(S""d=l/2)=cos9申1+ sin9中2，
に対する混成角。が約 38.30 (S2・状態)から約460 (変形S2-状態
)に変化したものとして説明出来る。更に、この変形マルチラ
インシグナルは、。OCでも暗所で数時間は安定であるが、。oC

近くで光照射すると消失し、新たにg=2.∞4を中心に
130・164G帽の二重項構造を持つシグナルが出現する。このシグ

ナルは、 Mnクラスターからかなり離れたHiど・(Boussacet al.， 
19卯)あるいは Yよ・(Hallahanet al.， 1992)等のアミノ酸ラジカル
に由来するものと一般には信じられているが、これは

Mn(III，rv ，IV ，IV)ーテトラマー中の強い反強磁性ダイマ-MnσII，IV)
に架橋した(HOHO町・か(HIα3町等のラジカルが出すシグナ
ルである可能性が高いことを本講演で示す。換言すれば、 S3-

状態及び変形S3・状態に於いて最初の水の酸化反応が起こった

ものと考えられるが、変形S3・状態に於いてのみ130・164G幅の

シグナルが観測されるための条件の 1つは上記8が Ca2七除去
によって約 60。となることである。 Mnクラスターの立体構造
を規定するもう 1つの条件については講演で述べる。

2pD02 
光化学系11コア複合体での水分解系の光活性化

田村典明、香月良江、蒲地浩之1、奥違雄1、岡山繁樹2

(福岡女子大・生物、 1九大・農・林学、 2九大・教養・生物)

水分解系の機能単位は、現在のところ光化学系目願内在性タン

パク質 (47kDa/43kDa/D1/D2/チトクロムb

559)とクロロフィル・マンガン・キノン・鉄といった補欠分

子族から構成されていると考えられている。しかし、水分解系

で触媒として働くマンガン原子が光化学系E反応中心であるD1 

/D2のカルボキシル基やヒスチジン残基に配位していること

が示唆されてきているので、酸素発生能をもつより小さい機能

単位が考えられる。そこで、マンガンを欠いた光化学系Eコア複
合体に再びマンガンを再結合させ、水分解系を再構築すること

を試みた。

酸素発生能を持つ光化学系11標品 (0.5mgChl/ml)を1%スク

ロースモノラウレート (SM L)で暗所下1時間インキュベー

トした。その後、遠心して得られた上清を陰イオン交換クロマ

トカラム (DEAEートヨパール650M)に吸着させ、 50-

300mMのNaCI濃度勾配をかけた。この時、 150mM 

NaCI近傍で溶出してきたピークが、 LHCPや43kDaク

ロロフィルタンパク質を欠いた47kDa/Dl/D2/チト

クロム b5 5 9の主な4種のポリペプチドから構成されている

コア標品であることが分かった。この裸品を、 pH 5. 3 
DCIP存在下で光活性化処理を施したところ、 20ー50

μmoles 02/mgChl'h程度の活性を示す酸素発生能の回復がみ

られた。



2pD03 
ヒドロキシ尿棄の光化学系IIでの光酸化と電子伝遠の阻害

以率韮盟、陳功祥、真野純一、浅田浩二 (京都大・食研)

タンパク質中のチロシンラジカルを消去できる、ヒドロキ

シ尿素 (HU)を用い、光化学系 (PS)II、D1タンパク質のチ

ロシン残基 (yz)の環境について調ベた結果を報告する。

HUは、 PSII膜によってアミノキシラジカル (HU'.)に光

酸化されることを、室温でのESRの測定により証明した.こ
の光酸化は、 2，6・dimethylbenzoquine(DMBQ)によって促進さ
れ、 Tris処理によっては部分的に、 carbonylcyanide m-

chlorophenylhydrazoneで yz→P680の電子伝達を阻害する

と、 ほぽ 100%阻害された。また、 PS11膜のHUに対する

affinityは、 Tris処理膜に比べて低くなった。以上から、 HU

は、 PS11膜ではおもに水酸化部位で、 Tris処理膜では yz

で酸化されたと考えられる。

PS II践は、 HU存在下、暗所で Mn2+が遊離して、酸素発

生が失活し、さらに、光照射によって失活が促進されたが、

DMBQを添加すると、さらに失活をうけた。 Tris処理膜は、

HUとDMBQ存在下で、暗所では失活しなかったが、光照射

すると、 DPC→DCIPの電子伝達活性が 50%まで失活した。

このとき、 Tris処理膜のDPC存在下でのPS11の蛍光は、 HU

よって、 Foは変化しなかったが、 (FmーFo)/Foが減少し
た。これらの結果から、 HU・によってyzが修飾され、電子

伝達が50%低下したと考えられる。

2pD04 
Mnと表在性ペプチドを欠く光化学系E魁子のチトクロム b-559 

酸化還元特性とその酸素発生系光再活性化反応の解析

進運一一豊盤、長友 武彦、山下 貌 (筑波大・生物)

我々は、前学会でトリス処理により低電位型になった葉縁体の
チトクロム b-559が、光再活性化処理により高官E位型に回復する
事を報告した. 本研究では、このチトクロム b-559の低電位型
から高電位型への回復が、 Mnと33、23、18-k D aペプチドを
欠いた系 E粒子園費素発生系の光再活性化の際にもみられるかどう
か鶏ペた. 酸素発生系の回復の指標として、酸素発生能以外に
クロロフィル蛍光強度の時間変化も用いた.
18、23-k D aペプチドを欠いたNaCl処理系E粒子から
MnをNH.OHで除去し、更に Ca C 1 • .又は尿棄処理で
33-k D aペプチドを除いた標晶と、やはり同様の成分を欠いた
トリス処理 (pH9.1、2時間)系 E粒子標品を調製した. 無処
理系E粧子では、 2/3以上のチトクロム b-559が高電位型であっ
たが、 Na C 1処理系E粒子では、約112が高電位型で残った.
この残った高電位型は安定で、続く NH.OH、尿素処理でMn

や33-k D a ペプチドを除いてもほとんど影響を受けなかった.
又、トリス処理系E粒子についても葉緑体の場合とは異なり、約
1/2のチトクロム b-559が高電位型で残った. これらの系E位
子の光再活性化は、約 10分で完了しトリス処理業縁体の光再活
性化完了に要する時間(2 0分)に比べ、反応速度が大きい事が
わかった. この反応速度の違いは、光再活性化前に約1/2のチ
トクロム b-559が高電位型として残っている系E粒子と光再活性
化の際に低電位型から高電位型への変換が必要な業縁体の差に起

因するのかもしれない.
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2pD05 
チトクロムみ559に与える強光ストレスの影響

畳堕盤王1、市丸都、梶原英子、篠崎恵美千、

田村典明、岡山繁樹九大・理・生物、福岡女

千大・生物、 2九大・教養・生物

光化学系rr(PS II )は強光により障害を受けや
すいことが知ちれている O 私たちはホウレンソ

ウのPSII膜標品を用いて、チトクロム b559の

酸化還元電位とPSII lX.応中心複合体の光障害と

の関係について調べたO

( 1) NH20H処理を行なって水分解能を失わせ

ると、チトクロム b559のHighpotential (旧)form

の約 10%がLowpotential (LP) formに変った。

(2) NH20H処理を行なった PSII標品に、強光

照射(約 7000μE ・ m-2 • S-1、20min) をすると、

60%の HPformが LPformに変わり、反応中心

の活性は 4.5%に低卜した。

(3) NH20H処理を行なった PSII標品に、電一子

供与体であるアスコルビン酸とハイドロキノンを

加え、強光照射を行なうと、 HPform及び電子伝

達活性の低下は押えられた。

(4) DCMUを加えて強光照射を行なった場合

も(3 )と同じような傾向がみられた。

2pD06 
アルカリpH条件下で、の光照射による光化学系II複合体のタン

パク質分解

森宏樹、山本泰(岡山大・理・生物)

最近、光化学系II反応中心Dlタンパク質の光により誘導さ

れる分解についてinvitroの系で・その分解産物の検出、そし

て分解誘導機構の研究が行われている。我々は、アルカリpH

条件下で光化学系II膜標品に光照射すると、 Dlタンパク質の

光誘導分解以外にも、アンテナクロロフィル&結合CP43タン

パク質が分解されることを見出し、昨年の年会において報告し

た。しかし、その分解機構の情報を与えると思われるタンパク

質の分解産物の検出までには至らなかった。今回、集光性クロ

ロフィルタンパク質を大部分除去した光化学系II複合体を用い
て、その光誘導分解による分解産物の同定とその分解機構の解

析を試みた。

光化学系II複合体は、光化学系II膜標品からオクチルグルコ

シドを用いたGhanotakisの方法に従って得た。ドデシルマル

トシドを含む緩衝液中(pH9.0)に懸濁した光化学系II複合体

に20μE/m2/sの光を25"Cで照射した。その結果、 CP43につ

いては光化学系II膜標品と同様に分解が確認された。さらに光
化学系II開票品を用いた場合とは異なり、膜表在性33kDaタン

パク質についても分解が認めれられた。アフィニティー精製し

た抗体を用いてウエスタンプロット法を行うと、それらタンパ

ク質の分解産物に相当するバンドも検出された。現在、検出さ

れた分解産物の切断部位や分解機構について検討中である。



2pD07 
熱処理による表在性蛋白の遊離と酸素発生の失活

屋並一塁、北村真美、加藤栄E

(東京理科大・理・生物、 1東大・浬・生物)

酸素発生系は光合成の反応の中で最も熱不安定

な反応の 1つである。これまで熱処理による失活

とMnの遊離との聞にはよい相聞が報告されてき

ているが、表在性蛋白の遊離と失活との関係につ

いてははっきりとした結論は得られていない。

我々は最近、酸素発生活性をほぼ保持したまま

で、 3種の表在性蛋白を架橋固定化するのに成功

した。そしてこの固定化により酸素発生活性は極

めて熱安定になることを見いだした。このことは、

熱処理中に表在性蛋白が遊離したことが酸素発生

の熱失活の大きな原因の 1つであることを示して

いる。これまでの検討の結果は、熱失活が表在性

3 3 kDa蛋自の溶出によりはじまることを強く

示唆する。

2pD08 
ラン藻のチラコイド膜における光合成の高温適応

西山佳孝1、2、林秀買rJ1、渡辺正2、村田紀夫(1基生研，

2東大・生産研)

高温に適応した植物の光合成器官は高温に対しより強い耐性

を示すが、この光合成の高温適応の分子機構は十分には解明さ

れていない。ラン藻Synechoc<α沼山 PCC7∞2では、高温に適応し
た細胞から単離したチラコイド膜は光化学系 2活性の高温耐性

を保持していた(西山ら、 92年度本大会)。高温適応に関わる

因子がこの高温耐性を示すチラコイド膜中に存在すると推測さ

れるので、これを同定する目的でチラコイド膜における光合成

の高温耐性を解析した。高温 (40"C)で培養した細胞から単離

したチラコイド膜を0.1%のTritonX-100で処理すると、光化学

系2活性の熱安定性が著しく低下した。しかしこのTriton処理

は低温 (25"C)で培養した細胞から単離したチラコイド膜の熱

安定性にはほとんど影響しなかった。一方、 1.0MのNaCIで洗

浄しでも、高温で培養した細胞から単離したチラコイド膜の高

温耐性は影響を受けなかった。これらの結果から高温耐性化因

子がTriton処理によりチラコイド膜から遊離されるが、 NaOで

は遊離しないことが推測される。現在、遊離されてくる成分の

タンパク質の分析ならびに遊離成分の添加による高温耐性の再

活性化を解析している。
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2pEOl 
クロレラ白色変異体へのlndo-l導入の検討

控盆盟星 (帝京大・薬・イ伴)

演者はグルコースの取り込みが青色光・赤色光により阻
害されること (Kamiya1985. Kamiya & Kowallik 1987a. 

1981b)、ごの阻害はカルシウムが存在すると起こりにくく

なるとと(カルシウムによる保護作用) (Kamiya 1991)、さ

らに複数のアミノ酸(プロリン・アルギニン系)の取り込み

が青色光・赤色光により制御されることを見いだしている

(K:訓 iya& Kowallik 1991)。昨年度クロレラ白色変異体
で、カリウムイオンの放出が赤色光により促進され、膜が

過分極するごとを報告した。ごのように、 1努あ邑は光制御
される。光(赤色光・青色光)贈れこ続いて起ごる情報伝

達系の耕斤を巨的として、カルシウム蛍光色素lndo-lの細

胞内導入をクロロフィル・カロチノイドを欠くクロレラ白
色変異体を用いて検討した。

励起光 350nrn、ニコンモノクロメーターで、蛍光測定を
行った。 lndo-lの細胞内への負荷は低pH(pH 4.0-4.5)条

件で起ごり、 pH6.0ιL上では認められない。また、負荷条
件である低pH条件は同じ細胞での赤色光によるカリウムイ

オン放出、青色光による呼吸促進・グルコ←ス取り込み阻

害効果に景雑を与えない。予備実験で認められた、赤色光

による蛍う包変化iこついても報告する予定である。

2pE02 
エンドウ茎成長の光による抑制:内部一表皮組織相互作用に対

する影響

宣塞鐘園、上回純一、保尊隆享1、神阪盛一郎1、増田芳雄E

(大阪府立大・総科・生命、 1大阪市大・理・生物、 2帝塚山

短大・食品)

エンドウ芽生えの茎成長は、光(白色飴怯丁:5 W/m2)に
よって著しく抑制される。その抑制機構を明らかにする目的で、

5日齢の黄化エンドウ芽生えを用い、茎成長の原動力である組
織張力 (tissuetension)に対する光贈すの影響を調べた。茎伸

長部域から表皮組織をはぎ取りその縮みの度合を測定したとこ

ろ、光照射した芽生えからはぎ取った表皮組織の縮みは、暗所

で生育させた芽生えのそれに比べ小さかった。また、表皮組織

をはぎ取った内錦織の切片を水に浮かべ、その吸水成長を測

定したところ、内部議臓の吸水力は光によって低下していた。

一方、光照射すると表皮をはぎ取るのに必要なカカ唆化する

ことが認められた。そこで、 Jollyのパネ秤を用いて、両組織閤

の物理的接着力を測定したところ、表皮をはぎ取るのに必要な

力が光贈すによって増大することがわかった。この事実は、光

が表皮組織と内部議綱同閣の物理的接着カに影響することを示し

ており、この物理的接着力の増大は、内部議織による表皮組織

の伸展を妨げるものと推察される。

以上の結果から、光は内部議i嫌に影響してその吸水力を低下
させると共に、表皮一内部潟謝聞の物理的接着に影響し、著し

い組織張力の低下をもたらし、その結果、茎成長の抑制を引き
起こすものと考えられる。



2pE03 
イネ幼葉鞘の光屈性:光量と反応の関係

撞並壬盆蓋，樽井裕，飯野盛利 (大阪市大・理・植物園)

Rice seedlings were raised on 0.7克 agar
under red light. When coleoptiles reached 4-6 
mm， they were submerged in water; this resulted 
in a 5-times increase of the growth rate， the 
high steady-state rate (0.5 mm h-1) being 
established during the first 4 h. Coleoptiles 
were exposed， at 6 h of water incubation， to a 
pulse (10-100 s) of unilateral blue light， and 
curvature was determined after 90 mln. The 
plot of the response vs. the log fluence showed 
a bell-shaped curve. When the fluence was 
enhanced by extendlng exposure at a fixed 
fluence rate， the response increased with 
fluence beyond that induced by pulses.曹henthe 
fluence rate was sufficiently high， this 
response occurred at high fluences， separated 
clearly from the pulse-induced response. These 
results evidence the appearance of two response 
types， first and second positive curvatures. 
The optimal fluence for the first positive 
curvature of rice， however， was 10-100 times 
higher than that found in other materials grown 
similarly in red light. The maximal first 
positive curvature was small， about 30 • This 
could not be enhanced by uslng plants incubated 
longer in water or adapted to darkness. 

2pE04 

ニンジン培養細胞における PAL，CHS遺伝子発現の作用スペクトル
竹田淳子吉田和市 (京大農佑、農生)

分佑誘導培地 (2，4・D)におけるにんじん (Daucuscarota cv 
Kurodagosun)培養細胞に於けるアントシアン合成の作用スペクトル
は、 280nmにピークをもち UV-BPhoto-receptorが関与している
(1)。今回はアントシアン合成の鍵酵素 PAL及び CHSに着目し、遺
伝子発現レベルで作用スペクトルを求め、アントシアン合成で得ら

れた結果と比較検討する。

材料培養方法は、竹田(2)により 光照射は基生研の大型スペ

クトログラフを用いた。 mRNAの定量は光照射後6hの細胞を用い
スロヅトプロヅト法で行った。

作用スペクトルは、いずれも 280-290nmにピークを持ち UY-B
Photoreceptorの関与を確認した。 CHSの場合には、アントシアン
合成では認められなかった330・360n耐近にも broadなピークが
観察さ払もう一つの Photoreceptorの存在が示唆されたが、こ
の領域の光による阻害効果も大きかった。両遺伝子発現は光量ー反

応曲線の形や、 reciproci t1 の成否等に差がありtransduction
chainが異なるものと思われる。
(1) Takeda l Abe Photochem. Photobiol. 56:69・74(1992)
(2) Takeda J. Exp. Bot. 41:749-755 (1990) 
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2pE05 
紫外線によるキュウリ第一葉の成長阻害とその作用スペクトル
近麗担盟、清水英幸、 1渡辺正勝、 1久保田守 (国立環境研、
1基生研)

成層圏オゾンの破壊により増大する紫外線の植物への影響に

ついて検討した.人工光環境調節室でキュウリの芽生えを日長
12時間で育成しながら明期にUV-Bを照射したところ、子葉、第
一葉の成長が阻害された.そこで、第一葉のUV-Bによる成長阻
害の作用スペクトルを得るために、基礎生物学研究所の大型ス

ペクトルを用いてキュウリ第一葉にUV-B領域の単色光を闘すし

て成長阻害について検討した.日長12時間(蛍光灯)、温殿0
・Cで育成しながら、 H月期中央の4時間のあいだ280、290、300、
310、32加の単飴Eを閥すし、薬面積成長を調べた。 280-310
mの単色光により成長が阻害され、特に280、290nmによる阻害
が著しかった.
紫外綿の影響は可視光により緩和されるといわれているので、

キセノンランプを用いて360rur以上の波長の光を晴見光として照
射しながら単色光を鰯汁る実験を試みた.単飴Eは290、300、
31加を選ぴ崎間照剥した.29加の鰯fでは可視光を同時に照
射しても匝害の軽減は見られなかった.一方、 31伽皿の照射は、
単独でもほとんど成長阻害を示さず、可視光を同時に閥すする

ことによりむしろ成長を促進した.
これらの結果は、 UV-B領域の紫外線には成長阻害と成長促進

の相反する作用があること、オゾン層破壊の結果290-300nmの
波長域の紫外線が増加すれば、植物の成長が顕著に阻害される
可能性があることを示している.

2pE06 
繁外光により誘導されるミドリムシの光運動反応

盤主丘、菅井道三、高橋哲郎1、近藤孝野、渡辺正勝ゐ

(富山大・理・生物、 1(財)サントリー生有研、 2基生研)

シダ胞子の近紫外光~青色光による発芽抑帯j効果の作用スペ

クトルと、きわめて類似する作用スペクトルが得られている単

細胞蕩ミドリムシ (E堕l旦皇室担且並)の光運動反応，特に増光

事u激及ひ誠光刺激に対する光驚動反応、について、従来知見の無
かった短波長紫外光にも信号作用する光が存在することを見出

し、 290¥'JIIにピークをもっ作用スペクトルを得た.

また組成の異なる培地に順応させたミドリムシ聞で誠光刺激

に対する光驚動反応の感受性を此載すると、 440011の青色光

感受性を数倍増加させる培地が、 290閣の紫外光感受性は変

化させないかむしろわずかに減少させることが判った。

本報告はミドリムシが短波長の繁外光 (290n置付近)を信

号として受容することを示し、なおかつ青色~近紫外光受容シ

ステムと290111付近の紫外光受容システムが異なった挙動を

示す具体例を提示したことになる.



2pE07 
紅色酵母のr排出に対する紫外光作用スペクトル
秦恵、辰己隆司¥多国幹郎 1、橋本徹 (神戸大・理・生物、
3岡山大・農・細胞)

B-領減紫外光(UV-B)は、多くの高等植物や菌類に様々な傷
筈を与える他、光形態形成を引き起こすことが知られている.
また、速やかな反応として細胞践に対しても損傷を引き起こ

し、その結果細胞膜の透過伎が変化することが知られている.
しかし、その光受容体やそれに関連する反応に関する知見は
極めて少ない。我々は、 UV-B照射によってカロチノイド合成
が読導される紅色酵母Rhodotorula量inutaにおいて、 UV-Bに
よってrが特異的に排出される現象を見つげた(日本植物学
会. 1991・1ω2)ので、その作用スペクトルを調べた.
崎所で培養した薗体を恭留水に懸淘し、シャーレに移し、
ラップフィルムで彼った後、基生研大型スベクトログラフを
用いて、上方から250・400刊の単色光を色々なエネルギー量
で照射した.照射後、速やかに菌体を除き、細胞外液のr滋
度を原子吸光を用いて定量した.照射した個々の単色光につ
いては照射光強度を測定し、被照射試料の透過率から錬出し

た補正係数と照射時聞から平均入射光量を求めたo 370 n.よ
り長波長側では、 rの排出は起こらなかった。 250-360n皿の
波長城の適当な光置範囲においては、互いにほぼ平行な入射
光量一反応曲線を得ることができた。この結果から得られた
作用スベクトルは、 270n皿にピークをもっ曲線を示した.こ
の菌のカロチノイド合成に対する作用スペクトルはすでに報
告しているが1¥これと比較しながら考察する。
1) Tada et al. Plant Cell Physiol. 31. 241晴246(1990) 

2pE08 
光照射培養による R.denitrificansのシトクロム

cdt 含量増加の作用スペクトル

高宮建一郎，佐藤和敬，奥山徳二，塩井祐三，土井

道生t(東工大・生命理工 t宮崎医大・生物)

好気性光合成細菌 Roseobacterdenitrificans 

は，好気条件で脱窒活性を示し，亜硝酸還元酵素と

してシトクロム cdtを有する点で特徴的である。さ

らに，好気明条件生育薗は脱窒活性およびシトクロ

ム含量が暗所生育菌に比べ数倍高い。今回我々はシ

トクロム cdt 含量の光照射による増加効果の作用

スペクトルなどを調べたので報告する。単色光照射

下で菌を培養し，シトクロム cdt を分光的および

免疫化学的に定量した。最も有効な光は 560n.の
緑燈色光で， 400-450 n.の青色光も若干有効であ
ったが， 650-900 n圃の光は殆ど無効であった。脱

窒活性およびシトクロム cdt 含量の光照射培養に

よる増加の生理的意義は明らかではないが，パクテ

リオクロロフィルが吸収する光は無効であることか

ら光合成エネルギ一代謝とは直接の関連は無いと考

えられる。また，我々の見出したクロロフィル蓄積

阻害に関する青色光効果とも異なっている。縁徳光

吸収色素に関して議論する予定である。
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2pFOl 
タマネギ椴端分裂組織細胞の分裂準備帯及び紡錘体形成K対す

るシクロヘキシミドの影響

竪よ堕壬.山下正兼長演嘉孝峰雪芳宣(広島大・理植

物基生研ー生殖)

微小管は細胞周期の進行に伴って間期表層微小管，分裂準備

帯，紡錘体，隔膜形成体へと変化し，細胞レベルの野猪形成に

重要な働きをしていると考えられている.最近，我hはシクロ

ヘキシミドが分裂間期の微小管分布を変化させる乙とを見つけ

た.そ乙で，細胞周期の他の時期の微小管の情築にもシクロヘ

キシミドが影響を与えるかどうかを調べるため.t番種後4日目
のタマネギ根端1.5凹を使用し.分裂準備帯及び前期紡錘体形
成に対する影響について検討した.その結果，蛋白質合成を十

分押さえる条件下 (35.5μM.加寺問)では，分裂前期の核を持

つ細胞数が対照比比べやや減少するが，間期で分裂準備得を持

つ細胞が増えるため，全体としては分裂準備帯を持つ細胞数は

対照と比べ差がないζと.前第細胞で分裂準備帯を持たない細

胞が約l害IJ見られる乙とがわかった.また，分裂準備帯を持つ

前期細胞では，微小管帯の幅が対照に比べ広くなっていた.分

裂準備帯』とはcdc2キナーゼホモログが存在するが， α1c2手持も微

小管帯と同様，幅が広くなっていた.また，乙の条件下では十

分強重した紡錘体を持つ細胞か著しく減少するととがわかった.

乙のζ とは.前期細胞における微小管の情築においても新しい

蛋白合成が必要なζとを示唆する.

本研究の一部は基礎生物学研究所個別共同研究，内藤記念科

学奨励金及ぴ科研費によって行われた.

2pF02 
細包分裂後期/終期移行時における核および細包質分裂進行K

対するシクロヘキシミドの影響

峰雪芳宣，野上暁子，長演嘉孝広島大・理・植物J基生
研-生殖)

蛋白質合脚且害剤のシクロヘキシミドは，植物の細包周期の

様与な段階(間期，前期，前中期，中期，終期)でその進行を

阻害するζとが報告されている(例えはR.J.R四e197Q:参照).
我帯は，そのうち分裂間期と前期で，シクロヘキシミドが微小

管の形成に影響を与える ζとを報告した(峰雪ら，昨年度植物

学会年会，野上ら，本年度植物生理学会年会).分裂後期では

シクロヘキシミドによって異常な細胞板が形成された報告があ

り，乙の際の分裂後期/終期移行時の核分裂と細包質分裂の進

行がどのようになっているか興味があるが，その詳細な過程に

ついては分かっていなかった.そ乙でζの時期の細胞の核と微

小管の様子を共焦点レーザ走査顕微鏡を使ったタマネギ根端

分裂組織細胞の釜光観察及びムラサキツユクサおしべの毛の分

裂細胞の生体観察を行い，シクロヘキシミドの影響について比

較研究した.その結果，シクロヘキシミド存在下でも後期の染

色体の運動は正常に進行するが，続いて起乙る染色体長の短縮

過程がシクロヘキシミドの影響を受ける乙とが分かった.ζの

時の染色体(娘核)と隔膜形成体の形成に関連する微小管との

棚包内の位置関係が，シクロヘキシミドによる細副長異常の原

因となっている可能性カ埼えられた.

本研究の寸Bは基礎生物学研究所個別供同研究，内藤記念科
学奨励金及び科研費によって行われた.



2pF03 
タパコ培養細胞BY-2における染色体分離開始のタンパク質

合成依存性

盛正塁塁、柿本辰男、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

分裂中期に赤道面に並んだ染色体は分裂後期に微小管によ

り構成されている紡錘体により両極に移動する。この染色体

の分際は極めて向調化された運動であるが、その調節系につ

いてはほとんど知られていない。

タバコ培養細胞BY-2はDNA合成阻害剤であるアフィディコリ

ンと微小管重合阻害剤であるプロピザ7 イドをくみあわせて

用いることにより高度に同調化することが可能である。プロ

ピザマイドによる拘束を受けている細胞では核膜が崩壊し、

染色体が凝縮しているが、染色体の赤道面上への配列は見ら

れない。われわれはこの向調化した細胞においてプロヒ・ザマ

イドを培地から除いた直後にタンパク質合成限害剤であるシ

クロヘキシミドを培地中に加えると、細胞は紡錘体を形成し

染色体が赤道面上に配列するものの染色体の分離は起こらな

いことを見いだした。 ζのことから分裂後期の開始に、プロ

ピザマイドを除いた時点から染色体の分離開始までの聞にタ

ンパク質合成が必要であると考えられる。また、同様の時点

でmRNA合成限害剤であるアクチノ 7 イシンーDを加えた培地に

おいては染色体は両極に分間Eしたことよりこのタンパク質は
翻訳レベルの調節を受けているものと考えられる。

2pF04 
タパコ培養細胞BY-2の細胞質分裂に対するbrefeldinA(BPA)の影響

安原裕紀、園都誠司、柴岡弘郎 (阪大、理、生物〕

植物細胞の細胞質分裂はフラグモプラストの赤道商に集められた

ゴルジ体由来の小胞が融合し細胞板が形成されることによって行わ

れる。 BPAは近年、動物細胞において分泌をその経路の早い段階で限

害する物質として報告されている。細胞板形成はフラグモプラスト

の赤道面での細胞板成分の分泌と見なすこともできるので、 BPAの細

胞板形成への影響を77ィディコリンとプロピザ7イドによって細

胞周期を同調化したタパコ培養細胞BY-2を用いて調べた。 77ィヂ

ィコリン処理終了後およそ4時閣の細胞にプロピザマイドと 20uM 

BPAを与え6時間培養した後、プロヒ・ザマイドを除去した。プロピザ

マイド除去後、 4時間培養するとBFA非処理細胞はほぼ全ての細胞が

細胞質分裂を完了したがBFA処理細胞は二核になった。プロピザ7イ

ド除去後、 80-160分間培養した細胞を固定しアニリンプルーで染色

したところ非処理細胞では細胞板が染色されたが処理細胞では、こ

の染色は見られなかった。間後蛍光抗体法による微小菅の染色とDA

PIによる核の染色からBFA処理細胞で核の分裂とフラグモプラストの

形成は起こっていることがわかったロ BFA非処理細胞では抗チュープ

リン抗体はフラグモプラストの赤道面を染色しなかったがBPA処理細

胞では染色した。 BFA処理細胞を通常の方法で固定包埋して切片の電

顕観察を行ったところ、フラグモプラストの赤道面に小胞の集積が

観察されなかった。また、この細胞では、正常なスタッヲ構造を持

ったゴルジ体が観察されず、 BPA非処理細胞でゴルジ体が観察される

部位に特異な膜櫛造が観察された。以上の結果からBFAは、コソレジ体

の楕造を損なわせることにより、フラグモプラストへの小胞の供給

を阻止し、細胞仮形成を阻害したものと考えられる。
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2pF05 
2重前期前微小管東を持つ縄胞における細胞板の形成機榛

馳津盛一郎、長田敏行 (東京大・理・植物)

植物細胞では細胞核分裂の開始以前に前期前微小管束(PPB)

と呼ばれるリング状の微小管の束が出現する。タバコ BY-2細

胞においては PPBはら期後期に出現し、紡錘体が形成される

と共に消失するが、新しく形成される細胞板は細胞分裂時に

PPBの存在した場所で細胞壁と癒合するので、 PPBは細胞板に

よって分割される位置を予告すると言える。我々は、アフィデ

ィコリン処理により高度に同調化したら期の BY-2細胞にお

いて 2重の PPBを持つものを多数見出したが、それらが細胞周

期の進行により仏政に入った細胞ではら甥の2重 PPBを持

つ細胞の割合に相当する比率で斜めの細胞板形成が観察された

。さらに、このようなら期の細胞をガラスシャーレに移して

倒立微分干渉顕微鏡で仏期まで継続観察したところ、当初は

はっきりと観察された PPBが紡錘体の形成と共に見えなくなり

、続いて爾膜形成体の形成が見られる.ところが、この隔膜形

成体は細胞の長輸に対して斜めに傾いでおり、この傾きは細胞

板形成時にも是正されず、その結果舗胞は長績に対して斜めに

傾いだ分裂函を持つことになった.また、細胞板は2つの PPB

の存在した位置を斜めに繋ぐように形成された.これらの観察

より PPBと細胞分裂面形成位置の相関関係について考察する.

2pF06 
タバコ培養細胞における表層微小管の起源についての解析

江益重量壬、馳津盛一郎、長田敏行(東京大・理・植物)

値物細胞は、周囲を細胞壁で囲まれ、その固有の形態を

維持している。 ー次細胞壁で考える限り、 その主成分はセ

ルロース微繊維であり、この配向は表層微小管により決定

されると考えられている。従って、植物細胞の形態を規定

するのは表層微小管ということになるが、 この表層微小管

の形成の問題は、ほとんど解決されていない。そこで、我

々は、表層微小管の形成後構を明らかにするため、 タバコ

培養細胞BY-2株を高度に同調させ、細胞周期のM/Gl期にお

ける微小管の形態を間援蛍光抗体法により追跡し、この問

題に迫ることにした。その結果、分裂後の娘細胞の核膜の

表面から細胞の長輸に沿った微小管の伸長がみられ、その

後、赤道面の方から、間期に通常みられる表層微小管が形

成されるごとが明らかになった(日本植物学会， 1992)0 

本報告では、さらに研究を進めた結果を 2点報告する。

第 1に、微小管の立体構築の解析が不可欠なことが判明し

たので、共焦点レ-it'-顕微鏡を用いて微小管が三次元的にど

の様に梅築されるかを追求した。第 2に、微小管の形成中

心に関して、ウニ卵の中心体の構成タンパク質である51KD
タンパク質に対する抗体で認識されるタンパク質がタバコ

培養細胞にもあり、表層微小管の形成に関与している可能

性が示唆された。



2pF07 
7 ベレリンによるアズキ茎!;IJJi・の Ilþ~ と微小管・チュープリンの変化

水野孝一 (大阪大・頭・生物)

アズキ芽生えの茎切片はオーキシン処理により伸長し、ヅベレリン添

加によりこの伸長はさらに著しく促進される。このとき表皮細胞の表層

微小管は二時間以内に細胞の紬と直角に配向し、チュープリンの iso

fora の一つがリン酸化と恩われる修飾を受ける。タンパク質リン酸化

酵素Cの阻害剤を添加することによりジベレリンの効果が消失し微小管

は軸と平行となりチュープリンの isoform パターンも回復することか

らジベレリンの作用にはチュープリンをはじめタンパク質のリン酸化が

関与していると考えられる。一方、ジベレリン処理した切片から調製し

た細胞膜は invi troにおける微小管との結合が促進されるが、このと

き細胞膜に特異的に存在する膜αーチュープリンもリン酸化と恩われる

修飾を受けていることがわかった。表皮細胞の表層微小管がジベレリン

により細胞軸と直角に配向し細胞が伸長生長することと細胞膜に存在す

る膜チュープリンがリン酸化により変化することの間には密接な関係が

あるのではないかと考えられる。また、タンパク質リン酸化酵素の阻害

剤処理により細胞軸と平行となる表層微小管の配向はアクチン阻害剤と

される cytochalasinBの添加により回復し細胞軸と直角に配向するよ

うになることから、微小管が軸に平行に配向するためにはアクチン繊維

の関与が必要なのかもしれないと考えられる。

2pF08 
紘内に存在するようにみえる微小管とその重合中心

水野孝一 (大阪大'I'I!・ 11'.物)

植物芽生えの分裂組織の細胞を蛍光抗体法で観察していると核内と恩

われる場所に重合中心機部位から放射状の短い微小管が形成されている

のを日にすることがしばしばある。しかしながら、このような方法では

偶然にしか観察することができないのでこの形態の現れる時期やその変

化を調べることは困難である。そのため、 cellcycle を同調化できる

タバコ BY-2細胞を用いて同機の形態について観察を行った。 aphidi-

colinで24時間処理後これを除き 3時間培養後 propyz四 ideを添加

しさらに5時間培養する。 propyzamideを除いた後、時間を追って細胞

を固定しチュープリン抗体を用いて間接蛍光抗体法で観察した。 phrag-

moplast微小管に結合している核には全くその様な微小管の存在は認め

られなかった。しかし、 phragmoplast微小管が消失する頃になると核小

体機構造の周囲から短い微小管が形成されている核を持つ細胞数が次第

に増加し、その後は核の表面から細胞質へ伸びる微小管を持つ細胞数が

増加するにつれ観察されなくなった。核内に微小管が存在する時聞はお

そらくかなり短時間であり aphidicolin のみで向調化した場合には 1

時間の時間差で全く観察されなくなる場合もあった。短時間の低温処理

や protoplast化により観察しやすくなった。しかし、このような微小

管の機能については現在のところ不明である。
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2pF09 
ユリ花粉管から単離した170-kDa重鎖から構成される花粉

管ミオシンの性質

邑旦且革、新免輝男(姫路工大・理・生命)

我々は原形質流動の機構を分子レベルで解明する目的

で、モ タ一分子であるミオシンをユリ花粉管から単離す

ることを試みてきた。昨年の本大会で、花粉管ミオシンの

最終精製画分には170-kDa、145-kDa、120-kDaの 3成分が

検出され、 3成分の抗原性あるいは一次元ペプチドマップ

による比較から、 145-kDaと120-kDaの成分は170-kDa成分

の分解産物であることを報告した。精製方法を少し変える

ことにより、分解産物を含まない170-kDa成分から成る花

粉管ミオシンを得ることが出来た。この花粉管ミオシンの

ATPア ゼ活性は、既知のミオシンと同様にニワトリ絢筋

から単離したFアクチンにより活性化された。この活性化
はトアクチン濃度に依存しており、活性化の程度は60倍
以上と非常に高い値であった。またローダミンーファロイ

ジンでラベルしたF-アクチンが、ガラス表面上にコ トさ

れた花粉管ミオシンにより滑走する速度は平均7.7um/sec

であった。この速度は、花粉管内で鍛察される原形質流動

の速度とほぼ同じであった。

これらの結果から、 170-kDa重鎖から成る花粉管ミオシ

ンが原形質流動を担っているモータ一分子であると恩われ

る。

2pFlO 
オジギソウ運動細胞におけるマイクロフィラメントの

3次元構造
吉村政典、作田智洋、田宮徹、土屋隆英

(上智大・理工・化学)

オジギソウの素早い屈曲は、主事E枕運動細胞の膨圧変化
によって引き起こされると言われている。我々は、アクチ

ンーミオシン系に注目し、これらと運動との関連について

研究をおこなってきた。 cytochalasin Dを作用させると、

屈曲の阻害・マイクロフィラメントの断片化が起こること

から、本研究では、運動とマイク口フィラメントの関連を

考察することを目的として、共焦点レーザー顕微鏡を用い

て、マイクロフィラメントの3次元構造を調べた。
MBSで画定後切片にした主糞枕をローダミンーファロ

イジンで染色し観察した。 3次元的な像は各断層写真を再

構成し得た。

運動後の細胞の断層写真像から、マイク口フィラメント

は、細胞膜・細胞質・液胞膜に存在するが、液胞内には存

在しないことがわかった。再情成像から運動細胞内におけ

る3次元的な構造を解析したところ、マイクロフィラメン

トは液胞膜表面と細胞膜内側に局在し、液胞膜表面のフィ

ラメン卜の先端は、細胞膜に向かつて伸び、細胞膜内側に

まで到達しているようであった。

今後、運動前の細胞についても同様に観察し、運動前後

のマイクロフィラメントの局在から、アクチンと運動との

関わりについて解析していく予定である。



2pGOl 
モモ果実細胞壁より見出されたエチレン生成抑瑚]オリゴ糖

森口卓哉、吉岡博人、真田哲朗、盟虫量一(農水省・果樹試)

果実の肉質は成熟・老化にともなってダイナミックに変化す

る。特に、モモは収穫直後から急激に軟化しはじめる。一方、

細胞壁分解酵素により出現する糖鎖断片が老イt現象に関与して
いる可能性が示唆されている。 Tong& Gross(1990)は、トマト
果実において、細胞壁由来の多糖類断片が、老化過程の特徴で

あるエチレンの発生を促進したことから、これが内在性の引金

であると提唱している。今回、モモ果実細胞壁由来のオリゴ糖

にエチレン発生を抑制する効果が認められたので報告する。

[材料及び方法] モモ果実を80%エタノールで抽出し、アル

コール不溶性画分(粗細胞壁画分)を得た。この画分をベクト

リアーゼで処理し、 TLC、HPLCを用いて分離精製し、オ

リゴ糖画分を得た。エチレン生成抑市助果はAVG及びACC

を添加したリンゴ果実切片を用いて経時的iこiIlI1定した。
[結果及び考察] 組細胞壁画分を細胞壁分解酵素で処理した

後の水抽出画分は、 ACCからのエチレンの発生を顕著に抑制

した。さらに、この水抽出画分を80%エタノールで再抽出した

ところ上澄みにおいてのみエチレン生成の抑制働果が認められ

た。そこで、この画分をTLC，HPLCで精製したところエ

チレン生成抑制物質はウロン酸を含むオリゴ糖であると考えら

れた。エチレン生成抑制物質は果実自身のもつ細胞壁分解酵素

によっても発現してくることから、このオリゴ糖構造は、細胞

壁に内在し、果実の成熟・老化に関与する可能性が示唆された。

Tong B. S. & Gross K. C. (1990) Physiol. Plant. 80: 500-506. 

2pG02 
カボチャ下院拘bにおけるブラシノライドの成長促進作川

宮永るみ、横井i責樹、合干iT干(広島大・総科・自然)

ブラシノライドは、純物の成長や'tJl型機能の促進に強い影響

を及ぼす。エンドウ、アズキ、 トウモロコシ、キウリなどでは

低濃度でオーキシンと類似の作用を示すことが報告されてい

る。しかし、ブラシノライドは既知の植物ホルモンには認めら

れない生環作用も示し、ホルモンとしての作用様式はまだ充分

瑚解されていない。そこで我々は、ブラシノライドの伸長促進

作用に誇日し、黄化させたカボチャ下限軸切片を用い、その作

用をオーキシンと比較した。

オーキシン (10-5M)は表皮のついた切1¥・の伸長は18.8%促

進したが、表皮を取り除いた切片の仲長は促進しなかった。と

ころがブラシノライド (2xlQ-7M)は前者の伸長を39.2%、後

手?を29.6%促進した。応JJ緩和1法により細胞のjJ学的性質を測

定したところ、ブラシノライドを処理すると表皮が仲長の原因

となるゆるみ(忌小緩和時聞が259も、緩和速度が41%の減少)

を、内部組織がヤング率の低下 (29%) を示した。以上の結果

はブラシノライドが表皮と内部組織の両者に働きかけて伸長を

促進していることを示す。
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2pG03 
カボチャの根の成長と細胞壁の変化に対するアル

ミニウムの影響

k VanHOA、倉石膏、桜井直樹(広島大・総科・
自然環境)

暗所25.50Cで 1B水耕したカボチャ (Cucurbita
maxima Duch.)芽生えの水耕液に1mM  A1C13溶液
(pH4.5)を処理し、根の成長を調べた。根の阻害
作用はAI処理後 1時間で成長帯(根端から 1-
5mm) で顕著にあらわれ、根の成長の阻害は細胞
伸長速度の減少による可能性を示した。細胞壁成

分の分析の結果、 AI処理によりベクチン、へミセ
ルロース、セルロースの画分が増加することを示

した。特に根の先端部 (O-7mm)ではベクチン量
が増加し、それに続く部位 (7-1伯 m)ではセルロー

ス量が増加した。また、 AI処理により根のいずれ
の部分でも J 様にへミセルロース量が増加した。

さらに細胞壁の糖組成を調べたところベクチン量

の増加は、ウロン酸、ガラクトース、アラビノー

スの増加よるものであった。ヘミセルロースの増

加はグルコース、ガラクトースの増加によるもの

であった。これらの結果は、根の成長中の細胞壁

代謝がAI処理によって短時間のうちに著しく影響
され、その結果成長が阻害される可能性を示して
いる。

2pG04 
媛性エンドウの根の細胞墜多糖の分子量分布と糖組成に

対するジベレリンの効果
盆主基二、 D.J.ヒユーパー1(名古屋市大・教養・
生物、 1フロリダ大・農・閤芸)

根の生長はジベレリン (GA)とアンシミドール (A
NC)で制御できる。 ANCは伸長生長を抑制し根を肥
大させる。 GAが共存すると肥大は起こらず、伸長生長
が持続する。エンドウでは、このとき、細胞壁の伸展性
や糖組成に大きな変化が起こっていることが判明してき
た。本報告では、媛性エンドウ (cv.LittleMarvel)の
根の細胞壁構成多糖が、 GAとANCによってどのよう
に変化するかについて報告する。

根の先端部から基都に向かつて lmm間隔の細胞墜の
糖組成を調べた。アラピノースは伸長帯では少なく、根

端部と成熱帯で増加した。ガラクトースは逆に、伸長帯

で最も多く根端部と成熱帯では低下した。 GAは伸長帯
でガラクトースを増加させAraを減少させた。この効
果は、ペクチンとヘミセルロースE分画で認められたが、
ヘミセルロース I分画では認められなかった。次に、ペ
クチンとヘミセルロース分画の分子量分布を比較した。

ペクチンは、 CDTA (230C)で抽出した。 GAは、
恨の先端部と伸長帯において酸性多糖の分子量Eの大きい
成分を増加させたが、成熱帯(根端からlO-14mm)
では、この効果は認められなかった。熱確酸アンモニウ

ム処理は、酸性多糖を低分子化した c ヘミセルロース分
画の分子量分布の比較結果も合わせて報告する。



2pG05 
ニンジン培養細胞における細胞拶糠の絡分析

重並一主九佐藤忍、中村紀雄1、藤伊正
(筑波大・生物、 1横浜市大・却里・生物)

ニンジン培養細胞のうち不足眠形成能力や細包の接着性に差の
あるNon-e皿bryogenicca!!us(NC)やE皿bryogenicca!!us(EC)、及
びオーキシンを含まない培地にECを移植して得たSomatice皿bryo
(SE)の9材料を用いて培地多臓、細錘鯵糖の解析を行い、細包の
分化や銭着性と車耐包壁多穏との関係を考察した。
瀬古車操後、 boi!ing EtOHで脳連した細胞から細胞薗函分を得、
含まれる多糖をペクチン、ヘミセルロースA、ヘミセルロースB、
及びセルロースの4画分に分画した。これらの画分中の全精量、酸
性結量を細胞車種量当たりで評価したところ、 ECのペクチン画分
において全結量カ精に多いことが示されたカ人その他の画分や培
地多絡ー及び酸性多糖の量に大きな違いは認められなかった。次
iこ酢酸セルロース牒電気泌甜(トルイジンブルー染色)により酸
性多糖のパターンを比較した減賠な違いは認められなかった。
またペクチンメチルエステラーゼ加盟により、脱メチル化したサ
ンプルにおいてもNCとEC関で酸性多糠のパターンに差はみられな
かった。一方電気泳動後、 PAS染色により中性多糖のパターン上臓
を行ったところ、 ECのペクチン画分では"標準ペクチン"と同じ
位置に強いスポットが認められた。そこで脅詞泳後、この位置の
多糖を回収し、そこに含まれる中性多糖の単勝臓を調べたとこ
ろ主にアラピノースとガラクトースが検出された。アラピノース
とガラクトースの比浮凪細目櫨拶糖のペクチン、ヘミセルロー
スBの両画分においてNC<配<SEという傾向が示された。
これらの結果は、ペクチン画分中の中性糖量や糖組成特にアラ
ピノースとガラクトースの比率ゐ鴻醐包の分化や接着性に何らかの
関わりを持つことが考えられる。

2pG06 
媛性オオムギ突然変異でIAAによって発現す
るタンパク質

桜井直樹・鶴崎健一・横田幹朗・倉石膏

(広島大・総科・自然)

IAA生産量の少ない媛性オオムギ突然変異
( uzu)では、 IAAが少ないために細胞壁中の
1，3:1，4-s-グルカンが分解されず蓄積される。
外から IAAを投与すると、正常系統と同様の
伸長促進を示す。本研究ではIAAによって誘
導されると思われる βグルカン分解酵素の

発現について調べた。正常、掻性系統から

それぞれmRNAを抽出精製し、コムギ匪芽系

で 35 S _メチオニンを用い翻訳実験を
行った。生成物は二次元電気泳動で展開し

た。フロオログラムを調べたところ、正常

では発現し、 uzuでは弱くしか発現しないス
ポットが 5個見つかった。内 2個は、 lAAを
投与しでも変化がなく IAAの生合成に関与す
るタンパク質である可能性がある。残りの

3個は 1A Aによって正常、 uzuで共にス
ポットが強調され、 IAAの投与に対応してい
た。その内 1個のスポットの相対分子量は
60kDAでトウモロコシ細胞壁中のexo-s-グル
カナーゼの分子量と一致した。
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2pG07 

傾斜刺激下における樹幹木部の形成

一特異的タンパク質の誘導ー

重量畳二、浅田隆之¥林隆久、伊東隆夫

(京大・木研、 l王子製紙・林木育種研)

樹幹は傾斜されると本来の位置に戻ろうとし

て特殊な木部(材)を分化させる。そうして形成

された木部をアテ材という。広葉樹〈双子葉類)

では一般に傾斜上側にアテ材が形成される。そ

の部分では、リグニンを含まない二次壁の層が

厚く堆積し、セルロースミクロフィブリルが細

胞長軸とほぼ平行に配列するようになる。また

へミセルロースの種類も変化する。今回、われ

われは傾斜固定したユーカリの樹幹から分化中

の木部を採取し、そのタンパク質を通常の木部

分化帯のものと比較することにより、傾斜刺激

を受けた分化帯に特異的なタンパク質を見出し

た。磨砕試料を3000gで遠心したペレットの I
M NaCl抽出画分において36kDのバンドに遭いが
見られた。このことから、傾斜刺激によって誘

導された36kDタンパク質は細胞壁に結合してい
ることが示唆された。

2pG08 
ダイコンホウ素含有多糖の精製と性質

石垣賢一、間藤徹、関谷次郎、東順一l

(京都大・農・農化、 1京都大・農・林工)

ホウ素は高等植物の必須元素であるがその生理作用は未だに

解明されていない。ホウ素の生理作用を検討するにはホウ素の

存在部位をつきとめる必要がある。我々は昨年の本大会でタノ《

コ培養細胞のホウ素の大部分が特定の多糖に結合した形で細胞

墜に存在していることを報告した。今回、比較的ホウ素含量の

高いダイコン恨細胞壁からホウ素含有多糖の精製を試みた。

ダイコン恨から粗細胞墜を調製し、これを0.1%ドリセラー

ゼで48時間処理すると細胞墜ホウ素の90%以上が酸性多糖に結

合した形で可溶化された。更にホウ素をマーカーにしてカラム

クロマトグラフィーを行い、重量平均分子量約7500のホウ素含

有多糖を得た。分析の結果から、このホウ素含有多糖はウロン

酸52%、中性糖32%、カルシウム1%、アミノ酸1%、ホウ素O.

2%(各重量%)からなるラムノガラクツロナンであった。

II B-NIlRスペクトル解析から、ホウ素は4配位子をもっホウ酸

の形で、エステル結合により糖と結合していた。また、このホ

ウ素はlNHCl 30"C 15皿1nの処理で完全に除去されたが脱ホウ

素処理による分子量の変化は認められなかった。



一般講演

第 3日 3月31日(水〉
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一般講演

第 3日 3月31日(水〉 午前の部

B会場

C会場

D 会場

E会場

F会場

G 会場

分子生物学(7 ) 
成長制御(2 )・リズム
光合成(5 ) 
蛋白質・酵素(1 ) 

脂質・生体膜

イオン輸送・電気生理
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3aBOl 
イネの約特異的遺伝子の構造と発現様式

主屋宣、中村久子、鳥山欽哉、江尻慎一郎(岩手大・農・細胞

育種実験施設)

イネ(Or)'zoso ti vo L.)の蔚における遺伝子の知見調節機構を
解明し、その成果を作物育種に応用することを目的として、デ

ィファレンシャルスクリーニングによってイネの小胞子期の約

で発現している遺伝子をcDNAとして初めて単離した。

単離した2種類のcDNA(Osc4.0sc6)の塩基配列をもとにホモロ

ジー検索を行ったが、有意に相向性のある遺伝子およびタンパ

ク質は報告されていなかった。

ノーザン分析の結果、 Osc4は1核期の蔚でのみ発現がみられ、

Osc6は1核期の約で強く発現しているが、約の発達に従って順

次発現量は減少していた。

また、 10S1tllハイプリダイゼーション法により発現組織に

関する詳細な検討を行った結果、いずれの遺伝子とも蔚のタベ

ート組織で発現していることが認められた。

さらにこれらのcDNAをプローフ.としてイネのゲノミツクライ

ブラリーをスクリーニングし、各々に対応するゲノミッククロ

ーンを単離し、その構造解析を行った。単厳した遺伝子のプロ

モーター領域上には既知の植物のプロモーターと栢向性の高い

領域が認められた。これらの遺伝子のプロモーター領域にGUS遺

伝子を連結した発現ベクターをタバコに導入した結果、タペー

ト組織で強い発現が認められた。

3aB02 
ベチュニアにおける花芽特異的遺伝子群の単厳とその発現様式

山下 博史、河野 重行、黒岩 常祥 (東京大学・理・植物)

花は高度に分化した器官の集合体であり、それぞれの器官の

形態形成の過程には多くの遺伝子が関与している。ぞれらの遺

伝子が一定の順序に従って適切な時期に適切な部位で発現する

ことによって正常な花芽が形成される。このような花芽形成過

程の遺伝子発現の時間的・空間的な制御機構を明らかにするた

めには、まず花芽形成に関与する遺伝子を単離し、その発現制

御の様式を解析する必要がある。花芽形成の初期に発現する遺

伝子をクローニングするために、ベチユニアを材料として、 1c 

皿程度の花芽から得た皿RNAから cDNAライブラリーを作成した。

花芽および葉から得たmRNAをもとに作成したcDNAプロープを用

いて、このライブラリーをディフアレンシャルスクリーニング

し、花芽に特異的と思われるクローンを選択した。 2次スクリ

ーニングの結果、約 20の候補を得た。これらのクローンから

PCR法でcDNAを増幅しcDNAプロープを作成し、花芽および葉から

抽出した RNAに対して、ノーザンハイプリダイゼーションし、

花芽でのみ特異的に発現している 8のcDNAクローンを選択した。

これらの花芽に特異的な遺伝子の発現パターンの時間的な差異

を調べるために、 1c皿程度の花芽と完全に開花した花からR自A

を抽出し、ノーザンハイプリダイゼーションによる解析を行っ

た。その結果、得られたcDNAクローンは花芽が開花しでも発現

量が変わらないものと開花後に発現量が著しく減少するものの

2種類に分類されることがわかった。さらに各発達段階ごとの
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3aB03 
イネホメオボックス遺f云子は2カ所の転写開始点を持つ

松岡 (生物研)

ホメオボックス遺伝子はホメオドメインと呼ばれるDNA結合

ドメインを持つ遺伝子で、戴糊においては形態形威に重要な役

割を持っていることが知られている。最近、植物においても動

物キ癖母のホメオドメインに類似した構造を持つ遺伝子の存在

が報告され、これらの遺伝子と植物の形態形成の関連について

興味が持たれている。我々は前年度の本大会でイネゲノム中に

もホメオドメインを持つ遺伝子カt複数存在すること、またその

内のいくつかについてそのcDNAの構造と発現様式について報告

した。今回新たにトウモロコシのホメオボックス遺伝子と類似

した構造をfわ遺伝子を単厳しその発現様式について検討を行

った。その結果、この遺伝子は劃頁て号虫〈発現する一方、えい

花、枝梗、茎で弱い発現を示すだけで葉、根等の組織では全く

発現が見られなかった。またこの遺伝子は2カ所の転写開始点

を持つことにより、 2種類の長さの異なるRNAを転写すること

が確認された。

3aB04 
イネホメオボックス遺伝子OSH1によるトランス
ジェニックアラピドプシスの形態異常
市川裕章、松岡信 1 (農業環境技術研、 l農業生物資

源窃ナー

イネOSH1遺伝子は、トウモロコシ葉組織の発達に
関与するKnotted-1(胎11)遺伝子に対応するホメオボッ
クス遺伝子である(松岡ら、本講演要旨参照)。こ
のOSH1遺伝子の生物学的機能を探る一手又として、
OSH1遺伝子のプロモーター領域をGUS遺伝子の上流
につないだキメラ遺伝子OSH1-GUS、およびOSH1遺
伝子のコード領域をCaMV35Sプロモーターの下流に
つないだキメラ遺伝子35S-0SH1をアラピドプシスに
導入し、トランスジェニツク植物におけるOSH1遺伝
子の発現部位および形態形成に及ぼす影響について
調べた。 OSH1-GUSトランスジェニックアラピドプ
シス (T2世代)の組織化学的GUS染色の結果、 GUS
活性は茎頂で特異的に発現しており、その中で最も
強い活性が見られたのは托葉およびその周辺部位で
あった。また100個体以上得られた35S・OSH1トラン
スジェニック植物(T1世代)は共通の形態異常を示
し、再生初期には多数の茎あるいは花芽の分裂組織
の集合体が出現し、その後多くの個体において葉を
ほとんどあるいは全く持たない茎の伸長が見られた。
また35S-0SH1遺伝子は花器の形態にも影響を与え、
特にがく片、花弁および雄ずいの形態が異常になり、
極めて低い稔性を示した。これらの結果から、イネ
OSH1遺伝子は双子葉植物のアラピドプシスにおいて
も、茎頂で特異的に発現する上、形態形成に重要な
影響を及ぼす遺伝子であることが判明した。



3aB05 
翻訳後修飾によるコムキもZIP型転写因子HBP-1bのDNM古合活性調節

高瀬尚文 1，2、飯哲夫人溝口剛3、4、篠崎一雄3、岩淵雅樹 l、2

(1基生研・発生生物、 2京大.~M、 3 理研-槻物分子生物、 4筑波

大・生物)

我hのグループは、多くの植物コア・ヒストン遺伝子の 5'

上流域に高度に保存されているタイプIエレメント内にあるヘキ

サマー(ACGTCA)・シス配列に結合する悶子としてHBP-1atHBP-1b

を同定するとともにcDNAを単厳し、両因子治宝bZIP型転写調節因子

群に属することをすでに報告してきた。更に田P-1bに関しては、

そのDNA結合活性がリン酸化・!悦リン酸化による制御を受けること

を示唆する実験結果を得ている。細胞周期のS矧にmRNAレベルが

高くなるヒストンH3遺伝子の転写調節を理解する上でリン酸化・

脱リン酸化によるコムキ十HBP-1bのDNA結合活性調節のメカニズムを

知ることは重要である。そこで大腸菌内で発現させたHBP-1bを用

いて、タンパク質キナーゼによるリン酸化の有無を調べるととも

にDNA結合活性への影響を謝ぺた。

コムギHBP-1bサプファミリーのメンバーの一つであるHBP-

1b(c8)をマルトース結合タンパク質との融合タンパク質として大

腸菌により大量発現させた後、高度に精製したものをHBP-1bの標

品とした。またタンパク質キナーゼとして、 cDNAクローニングさ

れているアラピドプシスのカゼインキナーゼEのカタリテック・

サプユニット (ATCKA1)を用いた。 ATCKA1によるリン酸化は認られ

たが、田P-1b(c8)のDNA結合活性への影響は見られなかった。

3aB06 
コムギbZIP型転写附子HBP-1a及びllBP-1bil1fぶrのイネ細胞におけ
るプロモーター領域の解析

三ム温liJl、松真昭 L 2、大坪j台、弘2、藤本11.光3、お測雅樹 l、z
(1 基'HiJf' 発生生物京大・.I!I[・分Hi~物、 3 l]本引がI~紛)

コムギbZIP型転写囚子HBP-1a及びllBP-1bは、コムギヒストンH3

遺伝子のシス配列の 1つであるタイプIエレメントに特異的に結

合するが、それらの皿RNAは、 H3皿RNAと阿様に、 S期に蓄積するo

fM凶子のH3遺伝子のSWj!持果的転'与'調節における両凶了・の役割分
担!を詳細に解析するため、すでに両国子の遺伝子のクローン化及

び、構造解析を行っている(前年度本大会)。今回、同j遺伝fのプ
ロモーター領域の解析を行ったので報告する。

HBP-1a及び国P-1b遺伝子の[-.流域をそれぞれ GUSl宣伝fに連結
し、各融合遺伝子のイネ細胞における一過性の発現を兄た。 HBP

1b遺伝子の上流域にはゆjかなプロモーター活性が見られたが、

HBP-1a遺伝子の上.流域に関してはそのような活性が認められな

かった。 HBP-1bプロモーターの活性は、コムギH3プロモーターの

それに比べ75-150位低いものであった。また、 HBP-1a遺伝f・の
上流域をコムキ羽3遺伝子の昆小プロモーターにつなげたところ、

最小プロモーターの発現効率が低下した。

そのことが特に強い負の調節領域によるのか、活性のf止さが単に
影響しているのかは今のところ不明である。同j遺伝子の上流域に

は、それぞれの産物が結合する配列が存在する(前年度本大

会)。現在、その配列を含む領域の転写調節における役割を確か

めると同時に、 トランスジェニック植物を用いたプロモーター解

析が進行中なので、これらの解析結果もあわせて報告する。
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3aB07 
コムギ・ヒストンH3遺伝子の細胞周期特異的発現に関わる

シス領域の同定

主主重弘、中山卓哉、寺田理枝1、島本 功¥岩淵雅樹

(京都大・理・植物、 1植工研)

我々は、細胞周期特異的に発現するコムギ・ヒストンH3

遺伝子 (TH012)の転写開始点上流ー185までのプロモーター領

域が、細胞周期 S湖特異的発現を規定し得ることを、

H3/GUSキメラ遺伝子を導入したイネ培養細胞(Oc)同調系を

用いた解析から明らかにして来た。この領域には、転写制御

に関わる三つのシス配列(ヘキサマーACGTCA、オクタマ

-GATCCGCG、ノナマーCATCCAACG)と、それらに結合

する核蛋白質因子 (HBP-1a，-1b， ssDBP・1，-2， HBP・2)が

同定されており、これら因子が細胞周期特異性を担っている

可能性を示唆して来た。

今回、上流減を184bpまでしか持たないH3/GUSキメラ遺

伝子のヘキサマー、オクタマーの周辺に置換変異を導入した

変異遺伝子群を作製し、これら遺伝子の形質転換イネ培養細

胞中での発現をS1法で解析したところ、ヘキサマー、オク

タマーが細胞同期特異性を規定するシス配列であるという、

より明確な結果が得られたので報告する。

3aB08 
イネb-ZIP型DNA結合タンパク質RAF-j遺伝子の単離と解析
井沢毅，.2、Nam-HaiChua2、島本功 1

C 1植物工学研究所， 2TheRockefeller University) 

我々は、 ABA responsive cis-element に結合する小

麦b-ZIPタンパク質EI目BP-jのbasic領域のアミノ酸配列と相

同性を持つイネcDNAを単離、 b-ZIP型DNA結合タンパク質を
コードしていることを確認し、 Rice Activation Factor 

CRAF-l) と名付けた。 b-ZIP以外の領域は、既に報告され

ているどのb-ZIPタンパク質とも強い相向性を発見できなか
った。大腸菌で発現させ，ACGT配列をコアにもつ体系的に合

成された数十のプロープを使い、ゲルシフト法で、 in vi 
tro での結合特異性を EmBP-jと比較したところ， RAF 
lは、 EmBP-jと共通の配列だけではなく、他の配列とも強く
結合できることが判った。このことより、 RAF-jは、広範な

遺伝子の制御に関連していると考えられる。さらに、イネ

プロトプラストを用いたトランジェント アッセイで、様
与な植物プロモーターのRAF-jによるactivationの有無を確

認した。その結果、 RAF-j自身が、 RAF-jプロモーターを活

性化できること等が判った。このことは、 RAF-jの発現が自
己制御されている可能性を示唆している。現在、 RAF-j 遺

伝子のプロモーター領域をgusA遺伝子につないだプラスミ
ドをイネに導入し、発現部位の同定を試みている。



3aB09 
イネEm遺伝子の転写制御因子VP1による発現制御

O服部東穂、寺田智子、演砂稔(三重大・遺伝子)

転写制御因子VP1は、種子旺叩成熟過程でABAの制御下にある

一連の遺伝子群の発現を制御している。 演者らはイネVP1

(OsVPl)による転写制御のメカニズムを明らかにするため、 VP1

の標的遺伝子のひとつと考えられるE耐町云子のcDNAおよびゲノ

ミッククローンをイネより単離し、その塩基配列を決定した。

OsEmのプロモーターとGUS遺伝子の融合遺伝子(OsEm-GUS)を作製

し、イネ培養細胞プロトプラストで一過性の発現を調べたとこ

ろ、その発現はABAによって活性化された。さらに、 OsEm-GUSの

発現は、同時に発現させたOsVp1cDNAによって5-6倍、トラン

スに活性化されたことから、確かにOsE皿カI~P1の概句遺伝子であ

ることが明らかとなった。次に、この発現系を用い、 OsEm-GUS

のプロモーターに様々な欠失を加えたものについて、 ABAおよび

VP1による活性化を調べた。 OsE皿の上流域を 502から

-176まで欠失させるとABAによる活性化にはほとんど影響な

かったが、 OsVP1による活性化の程度は減少した。 さらに

-140まで欠失させると姐A，OsVP1どちらによる活性化も消失

した。また、 502まで持つプロモーターでは、 OsVP1はABA

による活性化に対して棺乗効果を示したが、 140までのプ

ロモーターでは相乗効果は見られず、むしろ抑制的に働いた。

現在、 VP1，ABAによる制御に関わるcis配列について、さらに詳
細な解析を進めているが、本講演ではこれらの結果をもとに、

OsEmのOsVP1による転写制領職構について考察したい。

3aBlO 
rolCプロモ ターのショ糖誘導に関与する

シス配列の解析

横山隆売、議井伸治 1、EvalourT. Aspuria1， 

加藤敦之、内宮博文北大・理・植物、

1東大・応、微研)

我々は rolC プロモ ターが維管束細胞で

特異的に発現し、その発現は高浪度 (0.4M) の

ショ糖により活性化される事を既に本大会で報

告した。今回ショ糖に応答するシス配列を同定

するために、 5' 上流及びその内部を欠失させ

たプロモーターの解析を行なった。この結果、

-135bpから-94bpまでの領域を欠矢させた場合

にはショ糖による活性化がほとんどみられなく

なった。さらに rolCプロモ ターの一部を

35Sプロモーターに連結して解析を行なったと

ころ、上述の結果を支持するデ タが得られた。

以上の結果より、 rolC プロモータ のショ糖

誘導に関与するシス配列はー135bpから -94bpま

での聞に存在することが示唆された。またショ

糖によるrolC-GUSキメラ遺伝子の発現を組織

レベルで解析した所、組織特異性を失う事無く

植物体全体における発現の局在性が確認された。
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3aBll 
rolC遺伝子5'上流域に結合する一本鎖DNA結合タン

パク質の解析

坐主主主、内宮博文北大・理・植物、 1東大・

応微研)

Riプラスミド上に存在するrolC遺伝子は、維管束

組織で強く発現し、その発現はショ憶によって活性

化される。また、欠失変異体を用いたcis解析より、

ショ憶による活性化領域が決定された。そこで、シ

ョ糖による転写調節を解明することを目的に、この

DNA領域に特異的に結合する因子の解析をおこなっ

た。

タバコ芽生え核拍出物を用い、ー136bpから一111bp 

を含むオリゴヌクレオチドをプロープとしてゲルシ

フト分析をおこなった。その結果、三本鎖DNAをプ

ロープとして用いた場合では特異的な結合が見られ

なかったが、一本鎖DNAをプロープとしたところ、

Top strandでのみに特異的な複合体が検出された。

サウスウエスタン法による解析より、この一本鎖

DNA結合因子は、約43KDaのタンパク質であることが

示唆された。現在、サウスウエスタンスクリーニン

グ法を用いてcDNAの単離を試みている。

3aB12 
ニンジンの不定脹発生過程におけるrolCプロモーター
の発現 一民letionMu回 .tsを用いた解析一
産主盤晶、横山隆亮¥内宮博文(東大目応微研、 1北大 I

理)

ニンジンの培養細胞系においては2，4・Dによりカルス
が誘導され、 2，4-Dを除去することにより不定匪の発生
が促進される。我々は既にRiプラスミドのrolC遺伝子
プロモーターとGUS遺伝子とを連結したキメラ遺伝子
はニンジンの不定匹誘導に伴ってその発現が上昇する
ことを示した(PlantPhysio1.l99 1 95，238-241)。この発現
の上昇は不定匪誘導培地での培養期間に依存している
のではなく、不定匹発生の進行に依存していることを
今回明らかにした。
さらに不定匹発生に伴う発現活性の増大を担う cisilJl
域の同定を試みた。 5'deletion mutants を用いた所、
rolCプロモーターの-255bpより上流を欠失した場合に
おいてもGUS活性の上昇は認められた。そこで-255bp
より転写開始点側を順次欠失させたinternal deletion 
mutantsを作成し、発現パターンの変動を解析した。そ
の結果、全てのinternaldeletion mutantsにおいてカルス、
PEM(proembryogenic masses)でのGUS活性は低かったが、
ハート型匹、魚雷型匹においてはGUS活性の上昇が検
出された。以上の事より、不定佐における発現の活性
化を担う ClS領域の存在様式として1)rolCフ・ロモーター
に複数存在する、あるいは 2)rolCプロモーターの転写
開始点の近傍に存在する可能性が示唆された。



3aB13 
イネ細胞増殖核抗原(PCNA)遺伝子の分裂細胞特異的発現にかか

わる因子の解析

企並盆二、大橋祐子、鈴鹿巌 (農水省・生物研)

PCNAtiDNAポリメラーゼsの補助因子として働く核安ンパ
ク質で、その遺伝子の発現は、細胞周期上のG，(G o)-s境界期
で起こる。これまでの我身の研究から、イネPCNA遺伝子のG0 

期からs期にかけて起こる発現は転写レベルで制御され、その
G 0-S期特異的発現は転写開始点から上流263bp以内の 5'上

流領域に依存していた。 invitroの解析から 150から 200の領威

内に二種類の核内ヲンパク質因子(RPCF-I，II)が結合し、さらに

RPCF-IのcandidateとしてRPCF-Ia友ぴIbのcDNAがクローニ

ングされた。 RPCF-IaとIbは共にbZIP権造を持つと予想された

が、川 vitroにおいてはヘテロダイマーを形成しなかった。また、

RPCF-IaのcDNAを過剰発現させたヲバコ及びそのアンチセン

スRNAを発現させた形質転換ヲバコ植物を作出したが、形態に

異常は見られなかった。 RPCF-Iはsitel(GCCAGGTGGC)に、

RPCF-IIはsitella(TGGGCCCGT)とsitellb(TGGTCCCAC)に

結合するが、各々の塩基配列に変異を導入したPCNAプ口モー

:$1--GUS遺伝子をタバコに導入し、得られた形質転換植物体の
解析を行ったところ、現在までに日月らかになったことは、

sitellbのみの変異ではイネPCNAプロモーターの活性に変化は

認められなかったが、 sitel.Ila、Ilbの全てに変異を導入したプロ

モ-:$1ー(約 2Kb)では、転写活性が著しく低下したことであ

った (sitel及ひ'sitellaのみの変異を導入したものについては現

在解析中)。このことから、少なくともこれらいずれかの核内

空ンパク質因子結合部位がイネPCNA遺伝子発現の正の調節に

関わる因子であることが考えられる。

3aCOl 
低幹仕立クワ一年枝の梢端優勢生長と僻j芽の摘芽処理の影響
鈴木健夫 (京都工織大・繊維・応生)

低幹仕立クワ(品種， ‘しんいちのせ， )の一年枝における
侭j芽・側校生長の優先(勢)関係一一梢端優勢生長一ーを調べ
るため、 (1)春発芽前と (2)春発芽持の伺IJ芽の摘芽処理を
おこなった。 両処理とも、 1株中1本の一年枝を対象として
、上位から2/5までの部位の仰j芽除去、 1芽おきの反復側芽
除去、 5芽毎に1芽を残す4芽ずつの反復側芽除去などの実験
区を設けた。 その結果、 (1)の摘芽処理による春発芽パタ
ーンへの影響は少なかった。(1)， (2)のいずれも、実験
区の上位枝の優勢生長は無処理枝(対照区)のそれより早く現
れ、また伸長生長も対照区より良かった。さらに、この上位枝
の良好な伸長生長にも係わらず、実験区の側枝の伸長生長も対
照区のそれより優った。一方、これらとは別に、クワ一年枝の
春発芽が非斉一型'あるいは中島型の品種では、梢端優勢生
長が‘斉一型， (同一枝内における上位から基部近くまでの側
芽のほぼ斉一的な春発芽・伸長)の品種よりも一般的に早く現
れることが知られている。 これらのことから、春発芽が‘斉
一型'の‘しんいちのせ'の梢端優勢生長では、側枝閣の競合
(相互阻害)の役割が重要であり、この結果として長枝・短枝
の形成と短枝の枝矧嫌(不定節間脱離)が起こると考えられ

た。
S回uki，T.(1990):Physiol.Plant.， 80:350-356 
鈴木(1992):日蚕雑， 61:383-392，494-500 
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3aC02 
クワ休眠枝の切枝水挿の梢端優勢生長と貯蔵デンプンの消長
鈴木健夫 (京都工繊大・繊維・応生)

木本植物の春の萌芽時には樹皮や木部(柔細胞)の貯蔵物質
(デンプンなど)が生長部分(頂芽や側芽)に近いところから
利用されていく。低幹仕立クワ(品種、 ‘しんいちのせ， )の
一年枝の梢端優勢生長と貯蔵デンプンの消長パタ ンとの関連
を明らかにする目的で、後休眠枝切枝の水挿による検討をした。
(1)約2mの切枝と (2)約15岨の切片(複節挿穂)に適当
な摘芽処理をして室温、自然光下で水挿すると、 (1)、 (2) 
とも、無処理枝の発芽所周回数や発芽パターンとの差は小さく、
新梢の伸長生長とそのパターンに差が生じた。有節(あるいは
節間)切片の縦断面のヨード・デンプン反応で、側芽生長にと
もなう挿穂内デンプンの分布(消長)パターンを調べた。その

結果、水挿開始時には、側芽と挿穂の(側芽と葉痕下の)連撞
輩に著しく、また節間の樹皮、木部にも均等に、デンプンが分
布していた。発芽時には主に側芽の連撞輩のデンプンが利用さ
れた。{即穿伸長にともない、下位の側枝の場合よりも上位の側
枝の連量車とその周辺に節閣の樹皮や木部のデンプンがよく集
積さ才工、挿穂の下部から先にデンプンが消失した。部分摘芽枝
の摘芽処理した連霊童とその周辺にはデンプンが集積されず、
新梢(側枝)生長、また新梢の連量盟とその周辺へのデンプン
集積はともに無摘芽枝の場合よりよかった。一方、全摘芽枝に
おいても、緩やかに枝の下部から先にデンプンカマ肖失し始めた
ことから、母校(挿穂)の呼吸や吸水のエネルギー源としても
枝の下部から先にデンプンが利用されると考えられた。

3aC03 
ジャスモン酸の離層形成促進作用:セルラーゼ活性に対する影

響

よ旦鈍三、宮本健助、橋本昌晴(大阪府大、総合科学)

ジャスモン酸のゴガツササゲ第一葉葉柄切片における離層形

成促進作用を細胞壁構成多糖およびセルラーゼ活性との関係か

ら検討した。ジャスモン酸およびジャスモン酸メチルエステル

は1凶以上で暗黒下および明所下で離層形成を促進した。離層
が形成される場合、葉柄側、葉枕側離層部の細胞肥大が生じ、

離層部細胞の細胞壁の構造が変化する。ジャスモン酸メチルエ

ステルは離層部細胞の細胞壁多糖、すなわちペクチン、へミセ

ルロースの質、量には影響しないものの、セルロ スの含量を

低下させた。さらに、ジャスモン酸メチルエステルは離膚部細

胞において、細胞壁合成基質であるUDP糖含量を低下させた。
一方、インゲン芽生え各器官に存在するセルラーゼを Lewis
らの方法により抽出し、芽生え齢に伴う活性の変動を調べた。

その結果、セルラーゼ活性は全ての器宮において検出されたが、

10日目以降、特に第一葉の第一離層部葉与党側、葉柄側できわ
めて高い活性を示した。そこで、 10日齢の芽生えを用いて、
根からジャスモン酸を48時間芽生えに吸収させセルラーゼ活

性に対する影響を調べたところ、ジャスモン酸は第一葉葉枕お

よび葉柄部における活性を上昇させた。

Lえとの結果、ジャスモン酸およびそのメチルエステルはゴガ
ツササゲ期丙側離層部細胞の細胞壁多糖、特にセルロースの分

解を促進し、合成を低下させることによって離層形成を促進す

ることが明かとなった。



3aC04 
スギナ胞子体Shootの形成におよぼすジャスモン酸の効果
重弘』宜、河合文雄、金森正雄、 W.Dathe' 
(財・環境科学総合研、 'Inst.Plant Biochem. Germany) 

スギナ(tquisetuIarvense)配偶体はホルモンを含まない培地
で、継代培養できる。継代培養した配偶体を、サイトカイニンを

添加した培地に移すと、胞子体Sh∞tの形成が誘導される。誘導
されたShootの発達には外性サイトカイニンは必要とされない。
そこで、サイトカイニンを必要とする時期をSh∞tの誘導期、そ
れ以降を発達期とした。本研究では、植物ホルモンの一種である

とされるジャスモン酸がスギナ配偶体の増殖、胞子体Sh∞tの誘
導および発達にどのような影響を及ぼすか調べた。

配偶体を種々の濃度のジャスモン酸を含んだ培地で培養したと

ころ、その濃度が高まるにつれて配偶体の増殖は阻害された。ジ

ャスモン酸を添加した培地で短期間 (8日)培養し再びジャスモ

ン酸無添加の培地に移して培養しでも配偶体の増殖は対照と同様

の増殖を示した。従ってジャスモン酸そのものは配偶体組織にと

って有毒ではないと考えられる。

次に胞子体Sh∞tの誘導に及ぼすジャスモン酸の効果を調べた。
即ち、サイトカイニンとジャスモン酸の両者を含んだ培地で配偶

体組織を培養した。それによると、ジャスモン酸は胞子体Sh∞t
の誘導を著しく臨書する事が判った。更にサイトカイニンにより

誘導されたSh∞tの発達をも限害した。一方、ジャスモン酸を添
加した培地で配偶体を前培養した後、その配偶体組織を材料にし

てShootの誘導、発達をさせたところ、ジャスモン酸の阻害効果
はほとんどみられなかった。

3aC05 
弱酸及び中性緩衝液によって引き起こされるアカウキク

サの根の基部からの紙胞遊離の現象について

上田英二、鬼頭俊而 (大阪府立大学付属研究所)

水性シダ、アカウキクサは、根が脱離する珍しい植物と

して知られている。 私たちは、さきに、短時間の弱酸

処理がアカウキクサの根を速やかに脱離させること、ま

た、その際、根の基部にあってabscissionlayerを構成
する大型の表皮細胞が急速に肥大しついには培地中に遊

離して来ることを報告した。 この現象の詳しいメカニ
ズムを理解することを目的に、アカウキケサより抜き取

った根 (detached r 00 t)を用いて更に実験を行い、次の

ことを明らかにした。

①、 d巴tachedrootを弱酸で処理すると、根の基部の細
胞の肥大と遊離の現象が見られる O この現象は、

緩衝液の存在によって阻害される O

②、 detach巴drootを中性または弱アルカリ性の緩衝液
浸すと、弱目安の存否にかかわらず細胞の肥大と遊離

が起こる o ごの反応は、非常に短時間で起こる。

これらの結果は、アカウキクサ根の基部の細胞の肥大と

遊離の現象には、根の細胞外側近傍での pHの変化(恐

らく pHの上昇)が含まれていることを示唆する。
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3aC06 
伸長成長機構の分子モデルと圧力ジャンプ法による検証

聞杢一自 (横浜市大・文理・生物)

昨年の大会で細胞獲の伸長成長機構を示す分子モデルを提案し

た.このモデルは統計力学的考察に立ち，細胞壁のミクロな構

造から，豊Eの降伏をあらわすロ、yクハートの力学方程式を導く

事が出来る。その後.PassiouraとFr同時や異なる仮定に立つ.

力判守性格の強い分子モデルを提出した。実験制踊踏まコムギ

の棄に長時間.100 kPaもの大きな膨圧ジャンプをカ斗する時，あ

る川立去る時に起こる壁臨界降伏庄(y)の過渡的調節変化であ

る.我々がササゲやキウリの庇輔でオーキシン¢嚇果を見ると

きに加えるジャンプは10kPa x 2 ain程度で.Yの調節面切断ヒ

が起こらない範囲に止めている。この様な小ジャンプを，彼ら

の巨大なジャンプに重畳させて Yおよびφ(壁の展性)を岡崎

測定すると，彼らのモデルから導カサLる， φxY 一定が成

り立っか否かを検証する事が出来る。ササゲ庇轍を用いた実験

の結果では，大きな昇圧，降圧に伴って両者は定性的には反対

方向に変化する傾向はあるが，定量的に

Okaaoto， H.， Okaaoto， A. & lat suai. M. (1992) 10 Pl ant 
Ce 11冒allsas BiopolYlers曹ithPhysiological Functions. 

Edited by Y. Masuda. Yaaada Sci. Foundation， Osaka. 

Passioura， J. B. & Fry， S. C. (1992) Aust. J. Plant Phys 

iol.， 19， 565-576. 

3aC07 
細胞内圧減少下での伸長促進

盗塁壁王、加藤 潔， (日本福祉大・女子短大、 1名古屋大・教養・生物〕

アルミナ懸濁液で表皮をabradeしたミトリササゲ下!E軸伸長需の軸片を

道管滋流しながら、表皮側から塩酸水溶液のアエロゾノレを与えた。数分の

うちに軸片の生長は急速に促進された。このとき、細胞壁の展性および有

効膨庄は何れも増加し、プロトンが細胞壁弛緩に対してオーキンンと同様

の作用を持つことが証明された (Yizunoet al. 1992)。 一方、酸生長の

開始と同時に、細胞内圧は急速に低下し始め、百数十kPaにも及ぶ低下を

見せた。細胞内圧の低下と、生長促進との聞には、量的相関がある。しか

し、細胞内圧の低下は、それが細胞内浸透温度の低下によって起こるとす

れば、百回08阻以上もの低下に相当する。これを生長促進に伴う細胞液の希

釈に帰することはできない。酸ーアエロゾルは、細胞膜電位の脱分極をひ

きおこす Olizuno品Okamoto1982) ことから、高温度の塩酸が細胞肢に

直接作用を及ぼし、細胞内の溶質の漏出を引き起こしていることも考えら

れる。

これまで酸生長は、短時間しか続かないと首われてきた。しかし、酸-

7エロゾルによる生長促進は、上記のような細胞内圧低下のもとで、速度

の変動はありながらも数時間続いた。また、一旦低下した細胞内圧は、そ

の後一定値を保っか、または、部分的に回復した。今回の実験では、軸片

が空気中に立っており、酸素が十分供給されていると同時に、道管灘流に

より水の供給も十分である。従って、木部側細胞膜のプロトンポンプの活

動により、能動的吸水及ぴ細胞内圧の制御が行われたものと考えられる。

Yizuno. A. & Ok岨 oto.H. (982) Plant. Cell and 

Environ個ent. 5:131-135 

Yizuno. A.. Na民ahori.K. & Katou. K. (992) in Plant 

Cell la11s as Biopolymer8 with Physiological 

Functions. pp. 370-372 



3aC08 
アスコルビン酸ーアスコルビン酸酸化酵素系による細胞

伸長促進機構

高浜有明夫(九州歯大・生物)

アスコルビン酸酸化酵素 (AAO)活性は細胞の伸長
・肥大生長に伴って上昇する。ここでは、 AAOによる
細胞伸長促進の機構を考えるために、アズキ土佐軸のア

ポプラスト中のAAO活性とアスコルビン酸 (AA)の
酸化還元状態を IAA存否の条件で比較した。アズキ上
陸軸アポプラストのAAとデヒドロアスコルビン酸(D
HA)の合計量は上匪軸片を 27度で約20時間培養す
ることによって半分以下に減少た。 AA/(AA+DH
A)比も同様に減少した。この上匪軸片を IAA存在下
で培養により、 AA+DHAの合計量はもとの約2倍に
なった。 AA/(AA+DHA)比は IAAによってさ
らに減少した。細胞間際洗浄液(IWF)中のAA酸化
酵素 (AAO)活性は上匪軸片の培養によって大きく低
下したが、細胞壁結合性のAAO活性はわずかに増加し
た。 IAAは IWF中のAAO活性低下を抑え、細胞壁
結合性のAAO活性を大きく増加させた。 IAAは培養
によるペルオキシダゼ活性の変化に大きな影響を与え

なかった。上陸軸片の培養中に見られるリグニンの合成

は IAAで抑制された。このことは、 IAAによってリ
グニン形成反応に必要な過酸化水素生成が抑えられてい

ることを示唆している。以上の結果に基づくと、 AA~

AAOの可能な機能について議論する。

3aC09 
担当、型rB遺伝子産物のタバコの根における分布の探索

在野俊夫、高橋陽介、馳津盛一郎、長田敏行(東京大・理・植

物)

オーキシンにより発現が誘導される parAおよび parB

遺伝子をタバコ葉肉プロトプラストから単離した。ノーザl

ンブロットの結果、両田RNAとも根で強く発現していること

がわかったο また、大腸菌を用いて両遺伝子産物を大量発

現し、それらに対するポリクローナル抗体を得たけそこで

両遺伝子産物の機能を明らかにするため、それらの抗体を

用いてタバコ幼植物の根の組織の抗体染色をおこなったの

parA遺伝子産物は根端部の細胞に多く、細胞内では核に

多く存在したり一方、 parB遺伝子産物は、 parA遺伝子産

物と同様に根端部に多いが、細胞質全体に存在した。この

タンパク質はグルタチオン S トランスフエラーゼ、 (GSTi

活性を有し、オーキシンと結合することが知られているの

タバコ葉肉プロトプラストをオーキシンを加えた培地で

培養すると、脱分化して再び分裂能を獲得する。そのさい

に発現する parAおよび parBの遺伝子産物は細胞分裂の

誘導に関与すると考えられるが、今回の結果は、根端分裂

組織における細胞分裂にも両遺伝子産物が関与している可

能性を示唆している。
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3aClO 
ヤエナリ下隠輪切片でオーキシンによって誘導される遺伝子

Arg1は脂肪酸不飽和化酵素であった
山本興太朗(北海道大・理・植物)

演者らは、ヤエナリ下降輸切片でオーキシンによって発現が

誘導される田RNA、Arg1の纏基配列を朗らかにした(Ya皿amoto

et al.， 1992). Arg1はそのアミノ酸配列より、生体膜を 2

回貫通している膜タンパクをコードしていることが推測された

が、その実体は分からなかった。今回新たにタンパク・データ

ベースを検索した結果、 Brassicanapusのt:.1 5位の脂肪酸不
飽和化酵素 (Fad3;Arondel et al.， 1992)と69%、包旦-

chocystisのt:.12位の脂肪駿不飽和化酵素 (DesA;Wada et 
al.， 1990)と25%の同一性をアミノ酸レベルで示すことが

分かった。 Arg1も FadJもN末端にシグナル・ペプチドを持

たないが、 C末端近くのリシン残基が ERへの保持シグナルと

なっていると考えられる。以上の結果から、 Arglはヤエナリ

の ERでグリセロリピッドを基質として働く t:.1 5脂肪厳不飽
和化酵素であると結論できる。

応軸切片でオーキシンによって誘導される遺伝子はいくつか

報告されているが、その実体が明らかになったのは Arg1が最

初である。脂質代謝とオーキシンとの関係は今までに研究され

たことがなかったが、本研究の結果はオーキシン作用機備に脂

質代謝が関与している可能性を強く示唆している。実際、オー

キシンによる伸長成長の際にはエキソサイトーシスが急速に促

進されることが知られており (Hageret al.， 1991)、今後は

オーキシン作用における生体験系の代謝回転と脂質代謝の関係

を追及する必要があるように思われる。

3aCll 
アラピドプシスを用いたジベレリン生合成阻害剤耐性変異株の
単離と解析
車屋丞亘、 l内藤fi(名古屋大学・農・生化学制f旬、 l北海道大学・
農・応用生命科学)

ジベレリンは多くの徳物の発芽を誘導する植物ホルモンであ
る。アラピドプシスについても問機で、変異やジベレリン生合
成阻害剤によって内在性ジベレリン含量を低下させると野生株
の発芽は抑えられる。そこで、ジベレリン生合成阻害剤存在下
で発芽することができる変異株(ジベレリン生合成阻害剤耐性
変異株)の選抜をおこなった。既に単離されている変異株を用
いた解析から、アプシジン酸欠損株、およびアブシジン酸非感
受性変異株はジベレリン生合成阻害剤存在下で発芽することが
できることが示されている。この結果から、ジベレリン生合成
阻害斉IJ耐性変異株の選抜によって新たなアブシジン酸に関わる
変異株が単離されることが期待された。
EMSによって変異原処理して得られたM2種子約10，000偶をジ
ベレリン生合成阻害剤 (1∞μMウニコナゾール)を含む寒天培
地にまき、発芽することのできた5株を単離した。その中のl株
(abi3-3変異株)は緑色で耐乾燥性が無い種子をつけた。この種
子は乾燥する前(開花後10--15日目)に収穫してすぐにまくと発
芽し、次世代でも同様の種子をつけた。遺伝学的解析の結果、
この表現型はABI3遺伝子座上の単一変異によって支配されてい
ることが明らかになった。既に単離されているabi3-}変異株は漏
性の変異をもち、 ABI3遺伝子は機能を完全には失っていないと
考えられる。それに対して、 abi3-3変異株は同じ遺伝子上により
致命的な変異が生じ、 ABI3遺伝子が機能をより失ったために強
〈表現型が現れたものと考えられる。 abi3-1変異株の種子は一見
正常で、種子貯蔵蛋白質も蓄積する。しかし、 abi3-3変異株の種
子は緑色で耐乾燥性が無く、種子貯蔵蛋白質遺伝子の発現は
mRNAレベルでほとんど誘導きれない。最近、 ABI3遺伝子はポ
ジショナル・クローニングによって単離され、 トウモロコシの種
子で特異的に発現する転写因子Vp-Iと相向性のある蛋白質をコ
ードしていることが報告された。本会ではABI3蛋白質の機能と
生理的な役割、および種子の休眠誘導機構について考察する。



3aC12 

らん藻のとk物発光リズム:コロニーでの生物時計測定

近藍圭塁、石浦正寛 (基礎生物学研究所)

生物時計は動植物をとわずほとんどの生物で、俵も重要な環

境変動である昼夜交替に対する生物の能動的な環境応答機構と

して、機能している。そしてその顕著な生理学的特徴から、共

通した計時装置が細胞内で機能していると考えられている。し

かし普遍的な現象であるにもかかわらず、生物時計の基礎振

動の分子機構は現在にいたっても全く不明である。最近我々は

らん藻(Synechc放浪、凶 PCσ942)のD1蛋白をコードする遺伝

子のプロモータ下流にバクテリアルシフエラーゼを接続し、そ

の発現をらん藻細胞内の生物時計によって制御させることに成

功した。この「発光らん藻」は真核生物で確立された概日性リ

ズムの条件を完全に満たす生物発光のリズムを示す事が確認、さ

れた。そこで、これまで比較的高等な材料に限られていた分子

遺伝学的方法の利用した生物時計の分子機構解明の試みを、解

析の容易な単純な原核生物で試みることが可能になった。

分子遺伝学的解析では突然変異体の分離、遺伝子組換え体の

スクリーニングなどの過程で多数のクローンの形質を寒天培地

上のコロニーで確認できることが不可欠である。そこで我々は

冷却CCDカメラを用い、寒天士宮地上のらん藻の各コロニーの

生物発光を連続測定したところ、それぞれのクローンから液体

培養と全く同等な概日リズムを得ることが出来た。この成功に

よりらん藻の生物時計の分子機構解明にほぼ完全に分子遺伝学

的戦略を適用することが可能になった。

3aC13 

新しく分離されたアカバンカビ時計突然変異株

の解析
五藤竜太、中島秀明 (岡山大・理・生物)

生物時計によって駆動されている概日性リズムは、真核生

物、原核生物を伺わず生物界に広く見られる現象である。糸

状菌のアカバンカビ (Neurosporacrassa)では分生子形成に

概目性リズムが見られ、既に様々な周期を示す時計突然変異

株が分離されている。それらは時計のパラメーターとなる周

期や、周期の温度補償性、そして光による位相変化の感受性

などが変化している。機々な周期を示す変異株が得られてい

るfrQ遺伝子に関してはクロ一二ングが行われ塩基配列も既に

決定されている (McClunget al. 1989)。突然変異株の分

離が時計の分子機構を解明する上で有効であると考えた我々

は、既存の時計突然変異株とは異なる性質を示す時計突然変

異株の分離を試みた。突然変異株の分離は、紫外線を照射し

て突然変異を誘発させた野生株bdを成長管上で指養し、野生

株と異なる周期性を示す株を選択して行った。その結果、 26

℃で約25時間の周期を示す時計突然変異株ts-501 (野生株bd

の周期は21.7時間)の分離に成功した。戻し交雑からこの株
の突然変異が単一遺伝子によるものであることが分かった。

そこで我々は更に、この時計突然変異株の遺伝子座、および

周期の温度依存性や、光、温度パルス処理に対する位相応答

の性質についても調査し、野生株のそれと比較した。その結

果、新しく分離されたこの時計突然変異株は、これまでに分

離された時計突然変異株とは異なった性質を持っていること

が分かつた。
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3aC14 
アカバンカピにおける光による位相変化の過程の解析

定金 豊、秋山jE志、中島秀明(岡山大学・理・生物)

アカバンカピ (Neurosporacrassa) は、概日リズム

の分子機構を調べる上で優れた生物のひとつである。光

や温度などの環境の一時的な変化は生物時計の位相を変

化させることが知られている。我々は、光によっておこ

る位相変化の過程を様々な代謝阻害剤を用い調べた。そ

の結果RNA合成阻害剤である 5・アザシチジン、カルモ
ジュリンアンタゴニストであるトリプルオペラジン、カ

ルシウムイオノフォアであるA23187が光による位相変

化をほぼ完全に阻害することを見いだした。 John son 
and Nakashima (1990)は新たなタンパク質合成がこの
過程に必要であることをシクロヘキシミドを用いた実験

から示唆しているので、その前段階としてm-RNAの合
成が必要であるかどうかをふアザシチジンを用いて調

べた。 5-アザシチジンは光照射される位相に関係なく
光による位相変化を阻害し、その阻害の割合は与えられ

た阻害剤の濃度に依存した。また、 5-アザシチジンで
処理したアカバンカピから得られたRNAをinvitroで翻
訳後SDS-PAGEした結果、多くのm-RNAの合成が阻害
されていることが明らかになった。以上の結果は、光に

よる位相変化の過程に新たなm-RNAの合成が必要であ
ることを強く示している。 invitroで翻訳されたタンパク

質の二次元ゲル電気永動を行い、光による位相変化に関

係するm-RNAについてさらに解析を進めている。

3aDOl 
インゲンマメ本薬切除に伴う初生薬の光合成系の変化

国虫葦ム、鈴木茂敏¥高野泰吉¥高倍昭洋 (名城大
・理工・化学、急名城大・農)

棄の光合成能力は、シンク器官の存在によって強く彫
響されることが知られている。鈴木らは、インゲンマメ

の初生棄の光合成能力は、本薬をすべて切除し初生薬の

ソース務官としての負担を増大させた場合に著しく増大

することを報告した(園芸学会雑誌60別2，1991、61別2，1
992) .対照区では、エイジの進行にしたがって初生棄の

CO，取り込み速度は徐々に低下するが、本葉切除区では、
切除後約5日間の聞にCO2取り込み速度が急速に増大した。
一方、初生薬の蒸散速度は、対照区ではエイジの進行に

したがって低下したが、本薬切除区では切除処理後約5日

聞は変化が小さく、その後構大した。また、 CO，飽和条件
下での02発生速度も、本薬切除後5日間の間に速やかに増
大した。このことは、本薬切除後約5日間の光合成速度の
著しい増大は、気孔開度の増加によるのではなく、光合

成の変化によっていることを示唆している。

そこで、今回は、このような急速な光合成速度の増大

が、初生薬の光合成系におけるどのような変化と対応し

ているのか調べた。光合成電子伝達系の成分およひ~RuBis
COの蓄積量を定量したところ、初生薬の光合成電子伝達

成分の蓄積量は対照区と本葉切除区とで大きな差は見ら

れなかったが、本葉切除区では、光合成速度の増大と並

行してRuBisCOの蓄積量が地大していることがわかった。



3aD02 
穂を切除したイネ止業の光合成特性
牧野周、位里屋芸、前忠彦、小島邦彦(東北大・農・応
用生物化)

登熟期のイネにおいて、穂は、光合成産物の最大のシ
ンク器官である。本研究では、イネ (Oryza盟註vaL. 
cv Sasanishiki) を材料に、開花期に穂、を切除し、その
後の止葉の光合成が、生理生化学的にどのように影響を

受けるのかを調べた。
誼塁 Rubisco量、クロロフィル量および全窒素量
は、穂切除の葉身、葉鞘で、その老化過程を通して、す
べて高く維持されていた。また、葉身中のsucrose量と
starch量は、穏を切除することにより、共に 2-3倍程
度増加した。しかし、その starchのプールサイズは、
sucroseの約 7分の 1と小さなものであった。一方、穂
切除に伴うstarchの蓄積は、葉鞘において著しく、その

プールサイズは同じ葉輔のsucroseに比べ、約 5倍、器
官あたりで比較すると、葉身のstarchの約 5倍にも相当
した。その増加した starchも、やがて老化と共に減少
していった。一方、飽和光、 Ci=23Paでの止葉の光合成

速度を評価したところ、穂切除区、対照区共に、老化過
程を通じて、その業に存在するRubiscoの量によって、
定量的に説明された。さらに、完熟期の、穏を除いた地
上部、地下部の乾物重は、個体当たりで共に、穂切除区
の方が大きかった。
以上より、イネでは、穂以外にも潜在的にシンク能を
有する器官(葉鞘?)があるため、穂、切除は、止葉の光
合成に何ら影響を与えなかったのではないかと考えた。

3aD03 
円石藻Emi1ianiah既 leyiにおける溶存無機炭素利用機構

盟壁量企、白岩善博 (新潟大・理・生物)

近年、地球温暖化の原因物質のーっと考えられている大気中
CO，濃度の低減化のため、海産性単細胞石灰藻である円石藻
(ハプト植物門、クロロフィルa、cを有する)の光合成による

生物学的CO，固定法が注目されてきた。演者らは、円石藻の
液体通気培養系を確立し(マリンバイオテクノロジー研究発表会
1992)、溶存無機炭素固定特性を調ベ、円石藻によるCO，利用
機構の解明を試みた。
円石藻Emi1ianiahuxleyiにおける光合成 (pH8.0.25"C)の
必1i:NaHC03)は約55mM(55μMCO，)であり、光合成の溶存
無機炭素(DIC)に対する親和性は単細胞緑藻などのそれに比べ
非常に低いものであった。また、この親和性がカルポニック
アンヒドラーゼ (CA)阻害剤によって影響されなかったこと
は、光合成におけるCAの関与が非常に小さいことを示唆した。
14CO，の光合成産物への固定は時間と共に直線的に増加し、
CaC03(ココリス)への14C固定は、初め直線的に増加し徐々に

低下した。細胞内への溶存無機炭素の蓄積は細胞外濃度の約
10-20倍と、さほど大きな浪縮率とはならなかったが、 pulse-
chase実験の結果は細胞内に濃縮した溶存無機炭素がCO，閤定の

ために確実に利用されていることを示した。
Caco3結品成長阻害剤((I-Hydroxye白ylidene)b即hosphonicacid) 
の添加は、CaC03(ココリス)への取り込みを50-回%阻害した

が、光合成速度を上昇させた。このことは、ココリス形成過程
と光合成の炭素固定過程へのCO，の供給が独立に存在するので
はなく、取り込まれたDICの両過程への振り分けが細胞内で行
なわれていることを示唆している。
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3aD04 
クラミドモナスのホスホグヲコール酸ホスフアターゼ活性欠m
突然変異株 (pgp-l)におけるグリコ ル酸生成について

鈴木健策、猪川倫好， (農氷省・東北農試、 1筑波大・生物)

ホスホグリコ ル酸はらえ初の光呼吸産物であり、 Rubiscoの

RuBP oxygenase活性により生成する。この物質はトリオースリ

ン酸イソメラーゼを著しく阻害することが知られており、少し

でも蓄積すると光合成速度を著しく阻害すると考えられている O

4般にはホスホグリコール酸ホスファタ ゼによりただちにグ

リコ ル般に変換されると考えられるが、この物質が渓類の「

co，濃縮機構」発現の引き金である可能性が示唆されている。
我々はこれまで単細胞緑藻 Chlamydomonasreinhardtiiの高cO

2

要求性突然変異株18・7Fがホスホグリコール酸ホスファタ ゼ活

性欠損株 (pgp-l、=藻類初の光呼吸関連突然変異株)であるこ

とを明らかにしてきた。今回さらに詳細に検討したところ、こ

の株にわずかながら残っているホスホグリコ ル酸ホスファタ

ゼ活性(約 3μmo1Chr' h")が野生株のもつ本来の活性(約

50μmol Chr' h" 、水溶性、至適pHは 81J 近)とは J~なり、膜結
合性で至適pH も 6~7であることがわかった。

また、これまで明らかでなかったこの株のtnVIVOでのグリコ

ール酸の生成についても‘ 5%CO，培養細胞を大気条件に移した

ときのAOA依存性のグリコ ル酸細胞外放出を測定することに

よりその速度は2~3μmol Chr1 h-1と、膜結合↑生の酵素活性にほ

ぼ相当することがわかった。

このことは、ホスホグリコール酸以外の光呼吸産物の ico，
濃縮機構J発現への関与も否定できないことを示している。

3aD05 
水陸両生植物、旦盟E住 is豆且盟旦の水生型の光合成特性に
及ぼすアブシジン酸の影響:C4型の誘導は可能か?
上野修(農業生物資源研究所)

カヤツリグサ科の水陸両生植物、旦旦E担~豆豆胆旦は陸
上ではC4植物の特徴を持つが、水中ではC3的な形態と光合成代

謝特性を発現する。水生型を気相状態におくと水中で形成され

ていた葉(形態学的には稗にあたる)は枯死するが、数日以内

にKranz型械室と高いC4光合成酵素活性を持った新しい陵生型

の葉を発生するごとができる。このように乾燥ストレスがC3型

から仏型への誘導の引き金となっているものと考えられるが、

ABA処理により水中でもこのような誘導が可能か否かを検討し

た。水生型をABAを含む水溶液の中で生育させると、数日以内

に隆生型の外部形態を示す葉を発生し始める。との葉は多数の

気孔を持ち、Kranz様の組織構造を示した。光合成酵素活性に

ついては、 ABA誘導葉はコントロールの水生型に比べPEP-カル

ボキシラーゼは2.3倍、 NAD-リンゴ駿酵素は3.7倍の増大を示

し、またRuBP-カルボキシラーゼも1.6倍の活性の増大を示し
た。 ABA-誘導葉について0.5mM NaHC03溶液中で14Cパルス・

12C-チェイス実験を行ったところ、 10秒間のパルスでラベルの
58%はC3化合物に取り込まれ、このラベルはチェイス期に急速

に減少した。一方、 O.05mMNaHC03溶液中ではラベルの95%以

上は仏化合物に取り込まれ、チェイス期にアスパラギン酸のラ

ベルの低下が起こった。



3aD06 
G植物業肉細胞葉緑体におけるH'/ピルビン酸共輸送

童主亘本、大西純一、金井龍二 (埼大・理・生化)

c.植物の業肉細胞葉緑体では、光依存性の能動的なピルビ
ン酸取り込み活性の存在が知られている。我々は、これまで

に、(1)光の代替として、カチオン(Na'又はH')ジャンプがピ

ルビン酸取り込みを促進する、 (2)カチオンの特異性により、c.
植物種はNイ型と Hみ型に分けられる、 (3)Na型ではNaφとピルビ

ン酸との共輸送が働いていることを示してきた。

今回は、 H+型のピルビン酸輸送のメカニズムを解明するた

めに、 pH電極を用いて葉肉細胞葉緑体外液のpHを測定し、ピ

ルビン酸添加持のpH変化を追跡し、¥4c_ピルビン酸取り込み
速度との対応を見た。 H'型(トウモロコシ，ジュズダマ)では、

ピルビン酸を加えた時 (lmM， pH7.0)、外液のアルカリftを

示すpH変化が数秒間見られ、これから得られる外液でのH'減

少の初速度は、 I'Cーピルビン酸取り込みの初速度とほぼ一対ー

に対応した。また、 H'型の¥4cピルビン酸取り込みを完全に阻
害する濃度の5mMNヱチルマレイミド存在下では、葉緑体

外液のアルカリ化も完全に阻害された。一方、 Na'型(キピ，ア

ワ，ギニアグラス)では、¥4cーピルビン酸取り込み速度が高い値
を示す条件でも、ピルビン酸添加時の葉緑体外液のアルカリ

化は見られなかった。これらにより、 Hφ型のピルビン酸取り

込みのメカニズムは、 H'とピルビン酸との共輸送である事が

示自愛された。

3aD07 
合成キノンを組み込んだPS1反応中心での電子移動:

ピコ~マイクロ秒高速分光測定による解析

伊藤繁・熊崎茂一1・岩城雅代・神取秀樹1・吉原

経太郎基礎生物学研究所・分子科学研究所1)

ホウレンソウ光化学系 I反応中心から 2次電子受容

体であるフィロキノンをエーテル抽出した後、酸化還

元特性の異なる他種の(合成)キノン (Q=menaquino 

ne-4、2-amino-anthraquinone等)を再構成し、レーザ

閃光 (ps/ns)照射後の反応中心内電子移動を高速吸収

/蛍光分光測定法により解析した。光照射により、 P7

00が励起され、 P700+.4が生成する。ここで、①キノ

ンがなければ、逆反応 P700~・ t.;→P70(f .Ao→P700 ・ Ao
が起こる。 このためps時間域でのA;<の蓄積、及びns域

でのP70伊からの遅延蛍光が観測された。また、②キノ

ンを再構成すると、正反応であるA;→Qの電子移動反応
が回復し、 Qによる 12-37psのAJの再酸化に伴う吸収変

化、及び、 ns域で逆反応抑制によるP70ol<.からの遅延蛍

光の消光が観測された。以上の結果から、 AJ→Qへの電

子移動反応について、電子移動速度とキノンの酸化還

元特性(エネルギーレベル)との相関を解析し、 P70at

・4状態のエネルギーレベルを推定した。

146 

3aD08 
光化学系 Iフィロキノン結合部位への非キノン化合物の結
A. 
口

岩城雅代、伊藤繁(基生研、細胞内エネルギー変換)

P S 1反応中心で2次電子受容体として鋤くフィロキノ
ン (2-皿ethyl-3-phytyl-naphthoquinone)はエーテルで抽

出され、他のキノンあるいはその類似化合物で置き換え得

る。その結合部位の構造を非キノン化合物の結合力の解析
から更に検討した。これまでに、ナフト一、アントラキノ
ンの大部分はこの部位に強く結合し、その結合には疎水性
相互作用とキノンカルボニル基との水素結合が重要である
事、反応性はキノンの酸化還元電位で決まることがわかっ

ている。
今回は更に、化合物の種類を広げ、電子受容体として機
能しないが、強い結合力を持つ化合物(阻害剤)を調べた。
実験は、ホウレンソウ光化学系 I粒子をエーテル処理して
フィロキノンを除いた後、これらの化合物存在下で結合定
数の既にわかっているキノンを再構成し、活性回復の阻害

度から結合定数を推定した。カルボニル基を持つ芳香族化

合物、複素環化合物は強い結合力を示した。一方カルポニ
ル基のないフェナンスロリン類も強い結合力を示した。こ

の他、アンチマイシン、ミクソチアゾール等のチトクロム
b -c 1複合体のキノン部位阻害剤も結合した。これらに似
た構造を持つにもかかわらず、殆ど結合しない化合物も多

かった。これらの結果から、 PSIフィロキノン結合部位
の構造を検討した。
(1) Iwaki， M.& Itoh， S. (1991) Bioche皿istry30，5340. 

3aD09 
エーテルーアセトアルデヒド処理法によるα11-a/p700比が5-7

の光化学系I粒子の調製
池上勇、伊藤繁帝京大・薬、 1基生研)

凍結乾燥した光位浮系I粒子を含水エーテル使盟するごとに

より、アンテナサイス'の小さい光化学系I粒子を得るごとがで

きる。ごのときエーテル中の水分合量を増やすと、アンテナ色

素がより抽出されるが、Ch1-a/p700比が8-10以下のアンテナサ

イズを持った粒子を得ることはできない。本研究では、アンテ

ナサイズのさらに小さい粒子を得るために、エーテルに様々な

有機溶媒を添却し、アンテナ色素の分別抽出に対する影響を調

べた。アルコールやクロロホルムなど試みた殆どの有機溶媒は、

アンテナ色素をより抽出するがP700も破壊する。その中でエー

テルーアセトアルデヒド系のみがエーテルー水系と同様に、ア

ンテナ色素を選択的に抽出できることが分かった。水と異なり、

アルデヒドはエーテルと伍意の割合で混ざり合うので、アルデ

ヒド含量を増すとアンテナ色素がより抽出される。その結果、

最適条件下ではCh1-a/P700比がか7のアンテナサイズを持った

粒子を得るごとができた。残っているP700の殆どは光酸イり副主

を持ち、またP700とAoによる吸収帯が大きく現われるため、そ

の室温および低温での吸収スペクトルはP700の酸化型、還元型

剣牛下で箸しく異なっている。低温の吸収スベクトルの叩m
analysisより、この粒子は、エーテルー水処理粒子に比べて、
Aoの近くに位置すると思われるα11-a-670の数は変わらず、一

方、いままでP700に最も近いアンテナクロロフィルであると恩

われていたぬ1-a-682の数がより減少しているごとが示された。



3aDlO 
Anabaena va r iabiJ i s ATCC29413のPsaC欠損変異株からの光
化学系 I複合体の単離とそのサブユニット組成

園池公毅1・2、R.Mannar Mannar戸、加藤栄2、HirnadriPakrasi' 

1東大・理・植物、 2WashingtonUniv.. Dept.Biology 

糸状ラン色細菌 Anabaenavariabi J is ATCC29413は完全暗黒下

で培養が可能なため、系 Iを失活させた変異株を作成することが

できる。 Mannanらは psaC遺伝子にカナ7 イシンカートリッジを

挿入することによって失活させた変異株を作成した。この変異株

T398-1はFA/FBセンターを結合した fsaCポリペプチド

を持たないが、 P-700と FXの聞で電荷分離を起こすことがで

きる [Pro~Natl.AcadSci.USA(1991)88. 10168-10172J。本研究
ではこの変異株と里子生型のチラコイド膜をドデシルマルトシド

(DM)で可溶化した後、 DMーゲル電気泳動によって系Iクロロ
フィルタンパク質を単離しそのサ7'ユニット組成を検討した。野

生型のチラコイド膜からは4つのクロロフィルを含むバンドが得

られ、そのうち易動度の小さな3つのバンドは低温蛍光スベクト

ルから系I複合体であることがわかった。これらの3つのクロロ
フィルタンパク質はそのサブユニット組成が基本的に同じで、ス

トロマ側の表在性サブユニットである fs叫んaEサブユニット

を保持している。しかしT398-1株からは2つのクロロフィ

ルバンドのみが分離し、そのうち 1つのみが系 Iの蛍光を示した。

この系 Iのバンドの易動度は野生型からのものに比べて大きく、

fsaO. fsaEのサブユニットが存在しなかった。これらのことから

fsaCが存在しないとん叫んd サプユニットが系 I複合体に

組み込まれないことが示され、またこのことがクロロフィルタン

パク質の高分子量型バンドの形成に寄与していると考えられる。

3aDll 

光化学系 I標品の光阻害について

馬場恭子，和田敬四郎，星名哲(金沢大・理・生物)

植物は、過剰に強い光にさらされると光合成活

性が低下することが知られている。本研究ではホ

ウレンソウのチラコイド膜をトライトンで可溶化

して得られるいろいろの光化学系 I標品の光阻害

について調べた。 PSI-200に白色光を2時間当てる

とD白 IPH2からメチルピオロゲン (MV)への電子

伝達活性が約半分に低下し、クロロフィル合量も

同程度減少した。一方反応中心P700の合量は変化

しなかった。この光阻害に伴って、チトクロームC

の還元、過酸化脂質の形成が見られた。 PSI-200を

さらにトライトンで処理した後、煎糖密度勾配遠

心法により得られるPSI-100(100ChνP700)でもほ

ぼ同じ結果が得られた。ところが、 PSI-200をハイ

ドロキシルアパタイトゲルカラムに吸着させてト

ライトンでクロロフィルを取り除いた標品 (HA-

40， 40Chl / P700)を強光処理しでも、 MV還元活性

の失活もクロロフィノレの退色もみられなかった。

これらの結果をもとに、いろいろな光化学系 I標

品の光阻害のメカニズムについて議論する。

147 

3aD12 

葉緯咋 1ニ弘、、 yà 寸イ 7 リり 7 弘、 ~v.' Jンサイ'7')"ノ7骨量+-
仏 U，"I相昨時
4i、株毛持Lu.トieber1 (.:1，-~. ~.ttJf ノ 1旬、引しげl吋時)

筒状型良品、中む 7 1J\)却しの増加守主信耐外骨~J反
$J!イ在\-:.t"~.追い主主屯q 増加惨事柱曽モひ乞あ、
三荷。 ω2."，;;r-/i..・F急衣下ふる、ぃJ.?~lE玉怜 1)，....;向か \T.: 
k乏砲物明、母ミ収-to)栓滅私屯下ヤポ砲をEど町
E 守 1ユ?甘い 7"\、与めず E恥》こ~ IJ.垂事 z''c~L f良1i-/l'l::'3 
Pマ'¥)C>.，.，酸化，童五4~足ヒサイフリJ毒引弘主皐長k 内
情イ耳、~ 1二、 l'2 'J.快りられL ¥、和ル ーし

判門L又Tム広、手ドサベ7リ"，7I亀いる孟4 ミtl'¥庖弟、
E市川.;f.色、社眼前トユJ:-";d~可。00)酸代嘩え:\F~、
ヒサイ 'n り 7 軒イ~:L主産 .u軽傷来続佐川 1守秘t
従来.円工 1三お，tbtキiも身-Y.ftr弘前外7";ç.、 b~ ~ .位
争'*-現有，H-zい r7~o'~ 笠瓦 ~K~\::.判、 ηィフリり 'llj}1弘之
伝た).d-玉、こらら"とj考込ふ乏 ¥¥T:.・初、しこめようヤ辛件下
z寸献代理~ \'~師、与存イ乞 p. ルゾサイ刈"， ~~fイ云￡宝展
lI'，的 ¥2l:>./"'e~ìv. e片守山¥.h2"局、作 e この孟置l-;.P:S1[
~t.\.'E.O\私 r~ 吋 1二 η。正之、午、.隊代屯 P7ro">量毛
増加司る，

三荷、 ;41 治事から l 寸イ?リ、ソ 7~キイ云孟語、ふ名 dlHT爪0:;.7:) 

機旬1I~仰向\，，1，...1'>'リ増'1m びド吋 I-=- ， PH "l1t手~
rラストキんや?恥01二前二~I~ J:') Iニサイデh7'聖子伝;主
進言z刷新ロリこtf)'~不味立小f. o

3aD13 
NADPHとフェレドキシンによるプラストキノンプールの酸化
還元調節

墓壁組二，UlrichSchreiber
1
， U1richHeber

1
，浅田浩二(京都

大・食研.1Wurzburg大・植物研I)

クロロフィル (Chl)蛍光はチラコイド膜のプラストキノン(
PQ)プールの酸化還元状態の指標となる。パルス変調Chl蛍光

光度計を用い、照射中の葉縁体のPQプールがNADPHとフェ

レドキシン(Fd)により酸化還元調節を受けていることを見い出

だしたので報告する。
調製直後の無傷葉縁体に強い光を照射し、 1分後に消すと、

その直後に一時的な蛍光の増大(Ftr) が見られた。 Ftr はHgC12 •

aはim阿nA、あるいはnigericinで完全に抑制された。光を消し
た後のチラコイド膜のエネルギー化状態の緩和によって

nonpl剛氏hemiω1quenchingが解消されるが、この解消はHgC12

により影響されず、 Ftrの原因ではない。ジヒドロキシアセト

ンリン酸を加え、葉緑体のNADPHとATP濃度を高めると、 Ftr

が培大した。したがってFtrは光還元生成物からPQプールへの

逆向きの電子の流れを反映したものと考えた。

チラコイド膜を用いた場合、 Fdが存在するときにのみFtrが

見られた。 NADPHを添加すると暗所での蛍光レベルはFd存

在下で上昇し、NADPHによりPQが還元されうることがわかっ

た。葉緑体中でのNADPHとPQプールとの酸化還元レベルの

調節はこのように Fdを介して進行していると思われる。



3aD14 
葉緑体のスーパーオキシド生成活性の炭酸イオンによる調節

畑中覚、村田翻11、直盈4盟 (甲南大・理・生物)

葉緑体の電子伝通には、 NADPを還元するル←トと、酸素を還

元しスーパーオキシドを生成するルートがある。スーパーオキ

シドは、葉緑体内で直ちに不均化されて除かれ‘その代謝の様

子を見るごとは簡単ではない。本研究では、包膜を透過して業

結体外に出てくるスーパーオキシド量をモニターして葉緑体内

のスーパーオキシドの濃度変化を推定し、炭酸固定を行い

NADPHが盛んに消費されている時に、スーパーオキシド生成i副主
はどの様に変化するのかを調べてみた。

スーパーオキシドは、光照射されたホーレンソウ無傷葉緑体

の包膜の外側でも、チラコイド膜で生成した量のl協が検出され

た。との透過量の変化から判断して、スーパーオキシドの生成

は、照射開始直後は速く、やがて遅い定常速度に変わることが

認められた。炭酸イオン糾躍すると、光照射中ず、っととの速

い生成が継続される。ごの炭酸イオンの効果は、スーパーオキ

シド・アニオンの膜透過に対するものではなく、炭厳イオンが、

スーパーオキシドの生成副主を促進した結果であると恩われる。

チラコイド膜によるスーパーオキシドの生成活性には炭酸イオ

ンの促進効果は顕著ではないので、ストロマ成分の関与が考え

られた。暗中でのNADPHの般化が、炭酸イオンの添加により促進
されたとどから、 NA聞{oxidaseの活性が炭酸イオン護度によっ

て調節されているごとが示唆された。炭酸菌定に適当なATPと
NADPHのバランスに、炭酸イオンがあれば調節を行う巧妙な機構
が存在することが示唆された。

3aEOl 
ユリ花粉から単継した雄性配偶子細胞の生化学的特性

孟IL.I皇、上田健治、川上直人1、田中一朗 (検浜市大・

文理・生物、 1機浜市大・木原生研)

被子植物のニ細胞性花粉内にある生殖細胞は、雄性配偶子

の前駆細胞として遺伝的に重要であるが、その存在検式が特

殊なため、これまで生化学的知見はほとんどない。そこで我々

は、テッポウユリの花粉プ口卜プラストを出発材料にして、

大量に単離調整した生殖細胞を用い、雄性配偶子細胞の細胞

質と核の生化学的解析を試みた。

まず、生殖細胞の可溶性タンパク質を二次元電気泳動によ

って栄養細胞や体細胞と比較したところ、生殖細胞に特異的

に存在するタンパク質が検出された。一方、生殖核について

も特異的な核タンパク質をいくつか検出した。また、生殖細

胞からpoly(A)+RNAを精製することができたので、これらの

ことから雄性配偶子細胞にも、少なくともタンパク質合成系

が存在していることが示唆された。この生殖細胞のmRNAよ

りコムギ底無細胞タンパク質合成系を用いて翻訳させたタン

パク質についても二次元電気泳動を行ない、 mRNA産物と既

存のタンパク質の比較分析を試みている。
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3aE02 
植物のアスコルビン酸酸化酵素遺伝子の構造と発現

木須康智、 後藤美和、 加藤直洋、 江坂宗春
~支生物生産)

アスコルビン酸酸化酵素は、高等植物特有の分泌
性酵素である。これまでの研究で、カボチャ果実組
織のカルス化によりその発現が増大すること、補欠
金属である銅により発現が制御されていることが示
されている日。一方、カボチャ培養細胞のcDNAがク
ローニングされた。本研究では、カボチャゲノム遺
伝子の構造について、さらに、ウリ科以外の植物と
して、タバコに焦点をあてて、アスコルビン酸酸化
酵素の発現について調べたので報告する。
[方法と結果]カボチャゲノムライブラリーを作製
し、アスコルビン酸酸化酵素cDNAをプロープとして
スクリーニングを行い、 3.85kbpの陽性断片を得た。
全塩基配列を決定し、ゲノム遺伝子の構造を明らか
にした。本遺伝子には3つのイントロンが存在し、
5上流域にはTATAboxやCATboxが認められた。
タバコ培養細胞(BYーのについてアスコルピン酸
酸化酵素の発現について調べた。本酵素活性はカボ
チャと比較して著しく低いことがわかった。しかし、

カボチャのアスコルビン酸酸化酵素と免疫学的に同
ーと思われる蛋白質が検出された。一方、ゲノミッ
クサザン分析の結果、タバコゲノム中に本酵素遺伝
子の存在が示唆された。しかし、ノーザンプロット

の解析では本酵素mRNAは検出できなかった。
I)M.Esak~ ~Kisu (1992) Planl Physiol.l0t231 

3aE03 
部分2倍体を用いたR刷伽C缶'1'cap8ula加の生育に必須な

7鉄フェレドキシンEの構造綬能解析系の構築と応用

主主阜車、佐伯和彦、松原 央(阪大・理・生物)

細菌フェレドキシンは、鉄硫黄クラスターの数と性質により、

いくつかの型に分類される。 [4Fe-4S)と[3Fe-4S)を各々 1つずつ持

つAzotobacter型7鉄フェレドキシンはμFe4S)を2個持つ8鉄型

のものに比べ、 i)C末端側地ち0残基程度長い、 ii)クラスター保持

に関与するシステインの配置が異なる、という特徴を持つ。私

達はこの型に属するR.叩 'suJatus7鉄フエレドキシンII(FdxA)の

蛋白質工学的改変を通じて、物性に関する情報量の多さに比べ
て生理機能についてはほとんど不明な、この7鉄フェレドキシ

ンにおける蛋白質の構造と機能の関連の解析を試みた。

R. c司psula佃sFdxAは恒常的に発現する必須蛋白質で、野生株の

遺伝子破壊が不可能なことから改変蛋白質の単純な解析は困難

である。まず、予め姑Aをプラスミドとして野生株に導入した部

分2倍体を作製した後、ゲノム肱Aを選択的に破壊するという系

を構築した。次に、この系を用いた場合改変蛋白質が生理機能

を果たし得る場合にのみゲノム遺伝子破壊株が得られることに

基づき、前述の構造上の特徴に着目して改変した各種の変異肱A

について調べた。その結果、 C末端から10残基以上欠失させた

場合にはゲノム肱A破壊株は得られず、 C末端付近の構造が機能

上必須であることが明らかになった。またそれらの変異他Aは生

体内で極めて不安定であることが抗肱A抗体を用いた解析から示

唆された。一方、システイン問に位置するアミノ酸の部分配列

を改変した遺伝子を用いた場合には野生株と異なる生育能を示

すものが得られた。



3aE04 
管状要素分イ噛程で発現する細包壁結合性ペルオキシダーゼアイ

ソザイム(Pl~P5)の分離及びその性質の解析

佐藤康・杉山宗隆・駒嶺穆・福田裕穂(東北大・理・生物)

リグニンは管状要素分化に特徴的な物質である。このリグニン

の合成過程の最終段階のヒドロキシシンナミルアルコール類の重

合即志はペルオキシダーゼにより触媒されると考えられている。

私達はヒャクニチソウ単離葉肉細包の管状要素分促実験系を用い、

管状要素分化特異的に関連して発現する数種のペルオキシダーゼ

アイソザイムを分離し、リグニン合成への関与について解析した。

棚僅重から塩抽出されるイオン結合性ペルオキシダーゼ画分

において、 cathodicnative PAGEにより Pl~P5の5つのアイソザイ

ムが検出され、特にP5が分化特難句アイソザイムとして決定され

ている。これらのアイソザイムのうちPl、P3、P5を四-Sepharose、

Mono-S、Phenyl-Superose等を用いることにより分離した。 P5は分

離過程でさらに2つのアイソザイムP5A、P5Bに分離された。分離さ

れたアイソザイムPl、P3、P5A、P5Bについて至適pHを調べた結果、

全てのアイソザイムで弱酸性側に至適pHが存在したが、特にP5Bの

至適pHは4と低かった。また、 Pl、P3は即芯にCa2+を必要とする事

が示された。またコニフェリルアルコールを基質とした場合のKm

値はPl=O.l刷、 P3=O.37mM、 P5A=O.29刷、 P5B=0.48酬であった。さ

らにこれらのアイソザイムの、 Pクマリルアルコール、シナピリ

アルコールに対する基質特異性も測定した。

これらの結果から、二次細胞壁でのリグニン合成におけるこれ

らのアイソザイムの役割について考察する。

3aE05 

テンサイ肥大根のシンク活性と糖代謝活性の関連

川口健太郎、籍山 晋、堅木育雄 〈北海道農業試験場〉

炭水化物を生産する作物のなかでもテンサイは大量の

砂糖(スクロース〉を肥大根に蓄積する作物で、サトウ

キビと並んでその特異的な物質生産機構の生理学的解明

は大変興味のある問題である。そのため、従来多くの研

究が行なわれ、特に糖の高濃度蓄積を可能にしている膜

輸送の機構について詳細な知見が得られている。演者ら

はそれらの研究蓄積を踏まえ、テンサイ肥大根のシンク

活性を決定する生化学的指標を求めることを目標として

研究を開始した。その端緒として糖を直接代謝変換する

酵素群に着目し、糖蓄積能力との関連を調べたのでここ

に報告する。

~g室におけるポット試験により、テンサイの生育初期
においては葉茎菜用品種「フダンソウ」と製糖用品種「

モノヒカリ」では生育にともなう酵素活性の変動とその

活性量は数種の酵素について品種間差が認められた。さ

らに、圃場で全生育期にわたってそれらの活性を追跡し

たところ、特にUOP?~Jn-Át。日);j-ÁJtlJラ--I!~は分裂・肥大活

性の高いと，思われる肥大根外縁部での活性が中心部を終

始凌駕するなど、シンク活性の大きさを決定する生化学

的要因の1つではないかと思われた。
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3aE06 
イネ培養細胞におけるUDPグルコースピロホスホリラーゼの局在
木村信、三7井敏明¥松岡勉¥伊賀上郁夫1

(新潟大・自然科学・生命システム、 1新潟大・農・農化〉

UDPグルコースピロホスホリラーゼは、多糖、糖タンパク質の
糖鎮およびショ糖などの合成における、グルコース供与体であ

るUDPグルコースの細胞内レ-1'''ルを調製している酵素である.ま
た一般的に、このピロホスホリラーゼは細胞質に局在する酵素

であるといわれている。
我キはイネ懸濁培養細胞の可溶画分から、硫安分画、トヨバ

ーJt-H¥I65-c、プチルトヨパール650門、 DEAEトヨパール650門、セ
ファデックスG-IOO、DEAEセファデックスル50を用いて本隊棄を
精製し、分子量がゲル鴻過で54.000Da、SDS-PAGEで55.000Da 
の精製標品を得た.この精製啓蒙に対するポリクローナル抗体

を調製し、プロテインAー金コロイドを用いた免疫電顕によっ

て細胞内局在を調べたところ、細胞質だけではなくゴルジ体と
アミロプラストにも抗体の反応が観察された。細胞全体として

は90%以上の金粒子が細胞質に観察されたが、個々のオルガネラ

における標識密度を求めるとアミロプラストが最も高く、ゴル

ジ休は細胞質に匹敵する値であった.さらに、ゴルジ休におけ

る本酵素の局在を確認するために、イネ細胞からグリセロール

不連続密度勾配遠心によってゴルジ体膜を調製しimmunoblott-
i ngを行った.

3aE07 
ゼンマイ胞子葉緑体からのプロテインキナーゼの分続

皇志歪曲、水上史之、深津義親、井上弘 〈富山大・理・

生物)

ゼンマイ胞子はすでに葉緑体を備えており、緑色を呈し

てい~。この緑色胞子の葉緑体を単厳し、葉緑体タンパク

質のリン酸化を調べると、高等植物の成熟葉の葉緑体で観

察されるよりもはるかに多くのタンパク質がリン酸化され

ている。今回、このリン酸化に関与すると思われるプロテ

インキナーゼの単離を試みた。

葉緑体を低張液で洗った後のチラコイド膜を凍結融解す

ることにより遊離してくる抽出物中には、光に依存しない

でリン酸化される基質タンパク質とそれをリン酸化する酵

素が含まれている。遊離したタンパク質の中でリン酸化さ

れる主なものは36kOボリベプチドであるが、 36kO自身は自

己リン酸化能を持っていない。抽出液から硫安分画により

部分精製した画分に、幾つかの自己リン酸化能を持つタン

パク質が認められ、最も顕著なものは38kDボリベプチドで

あり、 SOS-PAGEのCBB染色で区別されるスポットとして得

られる。



3aE08 
イネ飾管におけるタンパク質のリン酸化

虫起進孟二、林浩昭、森敏、茅野充男 (東大・農・農芸化)

インセクトレーザ一法は植物体に過激なストレスをかけるこ

となく純粋な飾管液をとりだすことができる.したがって得ら

れる飾管液は飾管内で起こる生理的変化を如実に反映している

と考えられる。

イネ飾管内では光条件に支配されるタンパク質のリン酸化、

脱リン酸化が起こることから、飾管液採取時における光の刺激

が何らかの形で飾管内に到達し、タンパク質のリン酸化の状態

に変化を生じさせていると考えられる。また in vitroで飾管液

タンパク質のリン酸化が起こることからイネ飾管液におけるプ

ロテインキナーゼの存在が示唆されている。

プロテインキナーゼの性質の一つである自己リン酸化反応を

起こすタンパク質の検出を反応液中にカルシウムイオンの存在

下で行ったところ分子量約48孟同の蛋白質を検出することがで

き、このタンパク質がイネ飾管液中に存在するプロテインキナ

ーゼの1つであることが予想された。更にイネ筋管液タンパク

質のリン酸化反応、はカルシウム依存性であることや、マグネシ

ウムの要求性、 G1Pをリン酸基の供給物質として使用できるこ

とからイネ飾管液中にはカルシウム依存性のプロテインキナー

ゼが存在すると考えられる。更にプロテインキナーゼの阻害剤

によりリン酸化反応が阻害を受けることからもイネ飾管液中に

はプロテインキナーぞが存在することが示されている。

3aE09 
ワカメ逃走子の膜結合プロテインキナーゼの可溶化とその性質

基塵~主主、湯浅高志、大森正之， (東京大学応微研、
教養')

ワカメ (Undariapinnati[ida)遊定子にはcAMPが8-11pmol/mgタ

ンパク質、 cGMPが10-20pmol/mgタンパク質合まれており、また、

cAMPによって活性化されるプロテインキナーゼが存在すること

を既に報告した (J.Phycol. 27: 540田543.1991) 0 

今回は、ワカメ遊走子のj政画分に高いプロテインキナーゼ活性

が認められたので、その諸惚質を調べた。ワカメめかぶ(J胞子葉)

は1992年6月に東京大学海洋研究所大槌|臨海研究センターにおい

て採集した。めかぶを半日 l日室j品で乾燥した後、漉過海水に戻

して遊走子を放出させた。逃走子を3000Xg、5分Illl遠心して集め、
直ちに_80

0Cのフリーザーに保存し以下の実験を行なった。凍結遊
走子を3倍容積の抽出液 (ImMD打を含む25mM Bis-tris Propanc/ 

25 mM  Mes、pH7)に懸溺し、 10秒間づっ6回超音波破砕した。

200.000Xg、15分間遠心した上清を酵素液としてmいた。プロテ
インキナーゼは抽出液に20-30mM  CHAPSを添加|すると効果的に

可溶化された。可溶化後の形素は活性測定時にCHAPSが存在する

と著しく阻害された。ヒストン、カゼイン、ミエリン塩基性タン

パク質などがリン酸化を受けた。ヒストンをリン般受容体とした

時のKm(ATP)は約50μM、最適pHは7.5であった。 lμM
K252aにより強〈阻害されたが、 0.1mM H-9は阻害効果を示さな

かった。カルモデユリン阻害剤のカルミダゾリウム、コンパウン

ド48/80、 トリフルオペラジンはカルモデュリンを阻告する泌度を

用いても阻害効果がなかった。 1ω00μMCa 

も1活舌↑性生に5彩3平斜特t型iを与与.えなカか、つた。じAMPはi'Jdf化されたプfJテイン
キナーゼに対しては活性化効果を示さず、 1%波j主:(>1μM)で
は阻害的であった。
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3aElO 
耐塩性緑藻ドナリエラのCa"依存性プロテインキナーゼと浸透圧

ショックに応答したタンパク質リン酸化

量塗一」車卒、武藤 尚志 (東京大学 }.!'A倒的

我々は既に耐塩性緑iAドナリエラ(Dun!zlicll，ヨtcrlio/ccta)のC日吋衣
存性プロテインキナーゼ(CDPK)を部分精製してその性質を明かに

したが、更にドナリエラからCDPKを約20.000倍に精製した。こ

の標品は60および52kDaのタンパク質を合み、いずれも触媒活性
を持ち、 SDSふ-PAGEではCa'

のCDPKはmv凹itroにおいてドナリエラのマイクロソ一ム函分の夕

ンパク質を良好な基質としたが、特に28kDaのタンパクfqを顕著
にリン酸化した。

一方、先に低浸透圧ショックにより ~I き起こされた細胞の形状

変化からの回復がプロテインキーゼ阻;開IJK252aによって阻害さ

れることを報告した。今回は0.5M NaCI を含む'.tr't地で ~tn した細
胞を32Piラベルして釧胞に低浸透圧ショック(05ゆ 2M NaCI)と高

浸透圧ショック(0.5→l.lM NaCl)を負何し、リン酸化タンパク111
の変化をSDS-PAGEにより分析した。低浸透圧ショックを負荷後、

2・10分の時点で28-32印 a付近のタンパク質に一過性のリン酸の取

り込みの促進が観察された。この28・32kDaタンパク質のリン酸化

は、 Ca"イオノホァ処理によって浸透圧に関わりなく促進された

が、K252aによって顕著に抑制された。高浸透圧ショックの負荷

により、ショック直後から、 30・100kDaに広がるスメア状のバン

ドにリン酸が取り込まれた。このスメア状バンドはsorbitolによる

浸透圧上昇(0→1.2M)では生じなかった。

In vitroと加 VJVOにおけるタンパク質リン酸化の結果から、 ドナ

リエラの低浸透圧ショックからの回復過程にCDPKによるタンパ

ク質リン酸化が関与していると考えられる。

3aEll 
テッポウユリの球根および花粉のミトコンドリアF-
ATPaseの比較
盟車一一主、関谷次郎(京大農農化)

ミトコンドリア電子伝達系は4つの酵素複合体と酸
化的リン酸化を行なうF、F-ATPaseから織成
され、 ATPを合成する。 F、F -ATPaseは少
なくとも 12種類のサフユニヅトから成り立っている
といわれており、触媒部位である F 部分と、生体膜に

埋め込まれプロトン輸送を行なう F、の部分からなる。
テッポウユリ(L il illm_l Ofjgi.f 1 oru田}の球根およひー
花粉より亜ミトコンドリア粒子(SMPlを経て f -

ATPaseを電気泳動的に均一に精製した。異なる
組織から精製した f -ATPaseの比活性はほぼ等
しかった。しかし二次元電気泳動を行ったところ、 α
サブユニヅトには等電点の異なる 2種類のペプチドが
いずれにも存在していたのに対して、 βサブユニット

に関しては、球根では 1種類の、花粉では2種類のペ
プチドが認められた。これらの結果から、 F -AT P 
aseの多型性の存在が示峻された。球根および花粉
から SMPを調製し、 Mg依存性の酵素活粧を膜につ

いた状態で測定すると、花粉由来酵素の比活性は球根

に比べ数倍高く、アーレニウスプロヅトなども異なっ

ていることがわかった。従って、 SMPにおいても2
つの組織間で、 F f -ATPase活性が異なるこ
とが示された。



3aE12 
光化学系IIの表在性23-kDaタンパク質の変性体に特異的に作用

するチラコイド膜プロテアーゼ

鈴主J室主、桑原朋彦 (筑波大・生物)

プロテアーゼは1MNaClにより光，1t子学系11膜から抽出され、

脱塩後MoooSカラムクロマトグラフィによって部併青製された。

プロテアーゼは、p-クロロマーキュリフェニルスルホン酸で、処

理された23ー凶aタンハク質(唯一のシステイン残基をCys159に

持つ)を分解し59番目のロイシンからの分解物を生じたが、

Nativeな23-kDaタンパク貨を分解しなかった。本プロテアーゼ

は変性23-kDaタンパク質に特異的に作用すると考えられる。そ

の他のタンパク質変性処理の効果を、処理後の基質をプロテア

ーゼとインキュベートすることにより静父た。アスコルビン酸

処理により上記と同様の分解が起こったが、費1拠開や過酸化水

素処理では分解は起こらなかった。これらのことから、ある特

定の変性のみがプロテアーゼに対する感受性を付与すること、

そしてその変性にはCys159の反応の清司与していることカ可略さ

れた。また、アスコルビン酸処理による分解の誘導は本プロテ

アーセカ薄緑体内で実際に23-kDaタンパク質を分解し得ること

を方噂している。

3aFOl 
ハプト藻Pavlovalutheriにおけるべタイン脂質と脂肪酸組
成

加重量並壬，足立恭子.中西(羽白)京子，石垣英志，佐野浩

(海洋バイオテクノロジー研究所 清水研究所)

Paν'Iova lutheriはハプト藻であるPavlova目に属する微細
藻類であり，総脂肪酸の35%を20:5や22:6などの高度不

飽和脂肪践が占めている。このような高度不飽和脂肪酸の

生合成系をあきらかにするために，高度不飽和脂肪酸の脂

質局在性を調べた.その結果，高度不飽和脂肪酸を多く結

合している2種の慢性脂質を2次元薄層クロマトグラフィー

によって検出しむそこで.HPLCを用いて精製を行ない，

C-NMRスペクトルによる解析から. 1種はDiacy!glyceryl-

o -( hydroxymethyl) ( N. N. N-trimethyl ) -s -alanine 
(DGTA)であることが確認された。また，もう1種は. C-

NMR. FAB-MSのスペクトル解析より傭造決定を行ない新

規化合物である(1. 2-Diacylglyceryl ) -3 -(0 -carboxy 

hydroxymethylcholine) (DGCC)であることがあきらかにな

った.22:6はDGTAIこ局在化し.常に情成脂肪酸の60%以

上を占めていた。これに対し 20:5はDGTAにはほとんど

存在せず.DGCCのsn-2位に局在していた。
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3aF02 
ラン藻の脂質幸町安に対するグルコースの影響
佐藤直樹 (東京学芸大・生命科学)

ラン藻(シアノバクテリア)の脂質の主要成分は.高等植物の

葉緑体などと同じく.MGDG. DGDG. SQDG. PGの

4種類であるが.その他に微量成分としてグルコ脂質 (G1 c 

DG)を含んでいる o 通常.G 1 c DGの含量は極めて低く.

全脂質の 1%以下である。以前の研究によって.G 1 c DGが

MGDGの前駆体であることがわかっていたが.この脂質に関

する詳細な研究は.その含量の低さとMGDGとの分離の難し

さ等のために.あまり進んでいない。
，\~vne(古川.TS・ f /S PCC6803の細胞を培養する際に.B G 1 1培

地に5mMのク、ルコースを添加して.光を当てながら培養する

と.G1cDGの含量か全脂質の約9%まで増加した。このと

き.DGDGの含量がill'i'著に低下し.MGDGの含量はあまり
変わらなかった。 G1cDGを単離して.その脂肪麟E成を調
べたところ. 16: 0と18: 1が主要な脂肪酸であった。こ

れに対し.MGDGとDGDGでは 16:0.18:1.18 

:2.18:3yが.SQDGとPGでは 16:0.18:1.

18: 2が主要な脂肪酸で、あった。このことは.G 1 c DGが

MGDGの前駆体であることと矛盾しない。なお.グルコース

の添加により.各脂質の脂肪酸の不飽和度が僅かにj殴かするこ

ともわかった。また.糊包の生育は.グルコース添加によりや

や促進され，特に.細胞密度か百くなってきたときにも速い増

殖が樹寺されることがわかった。なお.グルコースの官質に対

する影響は.これまで知られていない新しい現象である。

3aF03 
葉緑体膜糖脂質生合成酵素の光および植物ホルモンによ

る活性化
太田啓之、下嶋美恵、増田 建、塩井祐三、高官建一郎

(東工大・生命理工・生体機構)

高等植物の葉緑体形成時において、葉緑体内で膜構造
の著しい発達がおこるが、この膜構造の発遣に際して、

葉縁体膜脂質の主要構成成分であるガラクト脂質の含量

が著しく増大する。しかし、葉縁体の形成時における、
ガラクト脂質生合成の光環境との関係、葉縁体の分化に

おける役割については、ほとんど研究がなされていない。
そこで、本研究では、ガラクト脂質生合成のキー酵素で

ある UDP-galactose:diacylglycer叫 galactosyltrans-

ferase (UDGT)の発芽時の活性変化に対する光および植
物ホルモンの効果について調ベた。
暗所で27"C、 4日間発芽させたキウリに光を照射し、緑
化時における即位活性の変化を調べた。 U田T活性は暗所
生育時にも増加したが、光照射を行ったものは、さらに

著しく増加し、 24時間で光照射前の3倍、即時間で4.5倍
に遣した。また、暗所で継続して生育させたものは、 4日
以後、ほとんど活性の増加は認められなかった a 活性の
増加はシクロヘキシミドによって阻害され、タンパク質

合成に依存していることが示唆された.また、光照射時

に、ベンジルアデニンを添加すると、活性の増加が促進

された.以上のことから、 U即Tの活性発現は、葉縁体の
形成時において光および植物ホルモン等により制御され

ていると考えられる固



3aF04 
糸状性ラン藻 AnabaenavariabilisのM2位脂肪酸
不飽和化酵素の遺伝子

亙杢盆主l、和田元2、西回生郎 1，2、大森正之3、

村田紀夫1，2 (1総研大、 2基生研、 3東大教養)

ラン藻における脂肪酸の不飽和化は、それぞれ二重結合を導

入する位置特異性の異なるアシル脂質不飽和化酵素によって触

媒されている。これまでに3種の単細胞性ラン藻よりs12位脂
肪酸不飽和化酵素遺伝子(desA)を単離し、その構造比較を行
なって一次構造上保存されている領域を明らかにしている。本

研究では、糸状性ラン藻 Anabaenavariabilis より
desAの相同遺伝子を単離し、その構造解析を行なった。

A. variabilis のゲノムライブラリーを

Synechocystis PCC6803のdesAのORFのほぼ全長を含む

DNA断片 (Hinc工工-Spe工， 1.1kbp)をプロープに用いてス

クリーニングした。得られた陽性クローンについてプロープが

ハイプリダイズする領域周辺の塩基配列を決定したところ

desAと相向性を示すORFが見いだされた。また、この領域を

含むDNA断片をM2位脂肪酸不飽和化酵素活性を持たない

Synechococcus PCC7942に導入したところ、得られた形
質転換体では、リノール酸が新たに合成されるようになった。

これらの事実は、単離したDNA断片中にs12位脂肪酸不飽和化

酵素遺伝子が存在し、 Synechococcusの形質転換体におい
ては、オレイン酸がM2位で不飽和化されリノール費量に変化し

たことを示している。また、オレイン酸はリノール酸に不飽和
化されるが、パルミトレン酸は不飽和化きれないことから、 A.

variabilis のM2位脂肪酸不飽和化酵素は、オレイン酸に
対する基質選択性を持つことが推定される。

3aF05 
液胞膜H'-PPaseによるフロロトン斡迭と低温ストレス
伊集院理江、笠毛主回/，.1 (日本女子大・家政、 1農水省・食品

総合研宛折)

植物細胞の液胞膜には、ピロリン酸(PPi)及びnp依制空の2
つのH'ポンプ桝耳げる。とれらは低温に対して敏感である

ため、低温ストレスの細胞内標的になっている可能性がある。

昨年、その1つであるATP依存性H'輸送及ぴ:ATPase活性が、低
温処理(5'C 会B日)によって著しく低下することを報告した。

そとで今回は、 PPi依存性H'ポンプと低温ストレスとの関係を
明らかにすることを目的とした。

低温感受性の異なる5種類のイネの培養糊包ならびにそれら
を低温究明(5-C 2-7日)したものから、濠心分画司法とデキスト

ラン濃度勾配法により糊包膜小胞を単離し、それらに含まれる

PPaseの活性及びH'者槌及び樹生の比較をした。 PPase活性は
ピロリン酸の加水分解により生じる無機リン酸の生成量から、

またH'者越能はキナクリンの蛍光の消光の経時変化から視院

した。 5-Cで2日間低温処理した低温耐性の弱いイネ(var.
Boro)から得た液胞膜小胞におけるPPaseによるH'輸措は、未
処理のものに比べ著しく低下した。-方、低温耐性の強いイネ

(var.日本晴)の細胞で同じ処理を行っても、ほとんどH'輸送
の低下はみられなかった。 PPase活性の低温処理によるのH'輸
送の低下はATPaseによる低下よりも高かった。またPPaseによ
るH'材迭の低下は活性の低下に先立っておこった。以上のこ

とから、 PPaseによるH'輸送は低温感謝空に関与する重要な要
因の1つで・あると思おれる.
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3aF06 
イネ培養細胞H+-ATPaseの再構成膜小飽における脂質
流動性とH+輸送能との相関
中村善行、笠毛邦弘(農水省・食総研)

植物細胞の原形質膜および液胞膜に存在するH+-ATPa
s eはH+ポンプとも呼ばれ、 H+の能動輸送能を持つ膜結合
性タンパク質である。これらは、膜を介したH+濃度勾配を形
成することによって様々な物質輸送を駆動したり、細胞内pH
の調節などを行い、植物細胞内の恒常性維持に重要な役割を果

たしている。近年、植物細胞の低温傷害にこれらATPase
の機能の低下が関与している可能性が指摘されている。その機

構の詳細は明らかではないものの、膜脂質層の流動性変化との

関連性が報告されている。しかしその一方で、膜タンパク質の

機能と流動性との相聞には否定的な見解も多い。そこで、笠毛

らにより確立されたH+-ATPase再構成膜系を用いて、
ATPaseのH+輸送機能と膜脂質層の流動性との相関を直
接調べることを試みた。

イネ培養細胞より単離したH+-ATPaseをアゾレクチ
ンのリボゾームに埋め込み、プロテオリポゾ ムを作製した。

DPHの蛍光偏光解消から脂質層の流動性を評価し、キナクリ

ンの蛍光消光によってH+輸送能を測定した。その結果、タン
パク質を埋め込むことによって脂質層の流動性が低下すること

および膜を構成するタンパク質と脂質の量比によってH+輸送
能が変化することが明らかになった。これらの結果は、タンパ

ク質と脂質との相互作用が膜タンパク質の機能に関与している

可能性を示唆する。現在、コレステロール等を用いて脂質流動

性を変化させたときのH+輸送能についても検討中である。

3aF07 
ヤエナリ廃軸より精製した液胞膜H'-ATPaseの再構成膜小胞
のH+輸送能に対する脂質成分の影響

山西弘恭、笠毛邦弘(農水省、食品総合研究所)

液胞膜のHt -ATPaseは膜を介してのH'の濃度勾配を形成
し、さまざまな二次輸送の駆動力の形成に関与している。この

H 令 ~-ATPase は膜内在性のサプユニットを介して液胞膜に結合

している。可溶化精製した酵素は強い脂質要求性を示し、脂質

成分が ATPの加水分解活性やH+輸送能に影響を与えると恩わ
れる。我々は前回の年会で ATP加水分解活性に対する脂質の影
響について報告した。今回、大豆リン脂質混合物であるアゾレ

クチンの人工膜と、ほとんどの脂質を除いた精製日+-ATPase 
でプロテオリポソームを作製し、 H'輸送能に及ぼす脂質成分

の影響を調べたので報告する。

プロテオリポソームは、ヤエナリ怪輸の液胞膜より精製した

H t -ATPaseと脂質を混合し、 TritonX-100を加えてミセル化
した後、 佃pureDTカラムを通しTritonを除去して作製した。
H'輸送能はキナクリンの後光のクエンチングによって測定し

た。ホスファチジルコリンなど、単独のリン脂質ではH'輸送

能のあるプロテオリポソームを作ることはできなかったが、ホ

スファチジルコリン、ホスファチジルセリン、コレステロール

の混合組成を持つプロテオリポソームでは安定したH'輸送が

観察された。アゾレクチン単独でプロテオリボソームを作製し

た場合、 H+は速やかに輸送されるが、徐々に漏出した。これ
に10-2仰のコレステロールまたはセレプロシドを加えると、漏
出が抑制された。これは膜構造が安定化したためと思われる。



3aF08 
セイヨウナシ果実のトノプラストにおけるH'-ATPaseι精徴

僅重正童、 金山喜則、山刺百平(名古尽農園芸)

成烈したセイヨウナシ果実(ラ・フランス)よりトノプラス

ト厨分を集め、液胞型 W-ATPase (V-ATPase)の性質を検討し

た。トノプラスト画分をトリトン集開後、リゾホスファチジル

コリンにより可溶化しSuperose6ゲルろ過及ひlJIonoQ カラム

により分雌、精製した。

そ川喜巣ごのトノプラストには、緑豆のトノプラストから調

製した57、68kDサフ'ユニット抗体と反応し、fiI!敏及びバフィロ

マイシンで阻害されパナジウムで阻害されない践報の，V-ATPas

eが存在した。しかしながらこのV-ATPaseよりも数倍も高いAT

Pase活性を示す別のタイプのATPaseが存在した。ご訓TPase活

性は硝酸、パナジウム及ひq)CCDにより70%以上阻害されたが、

パフィロマイシンによっては阻害きれなかった。またそのサプ

ユニットは上記V-ATPaseの57.68kD抗体とはme.iせず、さらに

ホウレンソウ原形質膜のP-ATPaseの100kDサフ'ユニットの抗体

とも反応しなかった。そしてゲルロ過による分子量はやATPase

より小さかった。 DCCDにより強〈阻害されたことよりこのATPa

seはH'-ATPaseと思われる。

以上のようにセイヨウナシ果実のトノプラストには既報の'V-

ATPase、P-ATPaseあるいはミトコンドリアのF1 Fo -ATPaseとは

異なったタイプωi+-ATPaseが含まれている可能性を示した。

3aF09 
アカシヲ P-typeATPaseの毅棚田胞での発現と解析

日罫郭里子、和田雅人、藤伊正(卸皮大・生物)

海産の単車醐包鞭毛藻 H.akash iwoから、 P-typeATPaseの遺伝

子 (HAA13)を単離し、この ATPaseが H.akashiwo内で瓢弱栂

辺跡調在していることを、第7回日本植物学会で報告した。今

回、この ATP蹴の機能を調べる事を目的として、車胸の培養柵包

(Chinese Ha凶 terOVary /CHO株)に臥A13遺伝子を導入し、この

遺伝子によりコードされるタンパク質を多量に発現する株を得た。

設胸の発現ベクター(pSVDB.SA)に HAA13を挿入し、これをリン

酸カルシウム法を用いて CHO(dhfr-)株に導入した。 dhfr+株の選

抜により、 HAA13ATPaseを多量に発現している "H4"株を得た。

臥A13ATPaseは H4株のlIicrω0齢画分で発現しており、膜に

sortingされている事が確認された。 sucro明密度勾配達心ゆ子画法

による指標酵素の分布と、飢ti一HAA13を用いた Westernで確認さ

れた HAA13抗原の分布から、この抗原が ER画分に存在することが

示された。さらに細脱皮染色と電子顕微鏡による観察などから、

この抗原はミトコンドリアの周りに発達している判包体で特に強

く発現しているものと指定された。現在この細胞を用いて HAA13

ATPaseのイオン輸送のキャラクタライズを行っている。

153 

3aFlO 
硝酸塩処理によるオオムギ根原形質膜r輸送活性の増加
山ヱ並;t、葛西身延、山本洋子、松本英明 (岡山大・資生研)

植物根によるN03ーの吸収はN03によって誘導される機構が関

与していると考えられている.また吸収されたN03ーはそのほと
んどが液胞内に集積するが、値物体内に過剰のN03ーが蓄積する

とN03の吸収が低下することがま口られている。一方、植物細胞
の原形質膜に存在するij+-ATPaseは、原形質膜を介したイオンの

フラックスに重要であるが、 NOどによってその活性がどのよう
に変動するのかはまだ報告されていない.そこで本研究では、

N03 -処理をしたオオムギ根から原形質膜小胞を調製し、 r輸送
活性の変動について検討してみた.

水位二層分配法によってオオムギ根から単離した原形質膜小

胞の町輸送活性をN03-存在下で測定したところ、コントロール

(0.5凶 CaS04)に比パKN03処理(lOmMKN03，1日間)によって50-
100%増加した.しかしながら、ATPase活性並びにCl-存在下で測

定したr輸送活性はKN03処理によって約30%しか増加しなかっ
た.このN03存在下でのr輸送活性の増加は24時間以上のKN03
処理によって認められた.そこでオオムギ根からのN03-のエフ
ラックスを測定したところ、 48時間以上のKN03処浬によって著
しく増加した.

以上の結果から、 N03-処理を行なったオオムギ根の原形質膜

小胞において、 N03-脊在下でみられるr輸送活性の増加は、ij+-
ATPase活性の増加というよりもむしろN03ーの透過性が高まった

ことによるものと考えられた.このN03ーの透過性はおそらくオ
オムギ根原形質撲からのN03-の排出機構に関与しているものと

恩われる.

3aFll 
微生物由来の植物毒素、 syringostatin，syringomycin， 

synngoωxinの作用機構

差一韮盤、笠毛邦弘1、福地直之z、磯貝 ザ、鈴木昭憲Z

(理化学研究所、 1農水省食総研、 z東京大・農・農化)

植物病原菌 Pseudomonassyringae pv.syringaeから単難、構造

解析されたペプチド性植物毒素syringostatinと、構造的に類似

した植物毒素syringomycin，syringotoxinの作用機構を、ヤエナ

リ(Vignaradiata L.)培養細胞とヤエナリ距軸から単離した細胞

膜を用いて研究した。まず、 syringostatin処理による細胞内
pHの変化を31p_NMRを用いて調べたところ、ヤエナリ培養細

胞の細胞質酸性化が認められ、これら毒素が細胞内町濃度に

影響を及ぼすことが示唆されたO 次に、水性ポリマー 2層分

配法によってInside舟ut細胞膜小胞とRight引de-out細胞膜小胞

を調製しそれぞれのW-A1P.却に与える影響を検討したとこ

ろ、 Inside吋outの膜に対しては阻害活性を示し、 Right-side-out 

の膜に対しては促進活性を示した。さらに、 Right-side-outの

膜にTriωnX-l∞を加えるとこれら毒素による促進活性は消

失し逆に阻害活性を示すこと、界面活性剤によって可溶化し

たH七A胃却の活性も阻害されることが明らかになった。こ

れらの結果は、 syringostatin類はH七A1P蹴に対しての阻害活

性と膜を損傷させイオン渡度勾配を破壊する界面活性剤様活

性を有することを示しており、従来報告されていたような細

胞膜A1P蹴活性の促進による膜の過分極がその作用性ではな

いことが示された。



3aF12 
パヅチクランプ法による高等植物原形質膜及び糊包膜の

Ca2+チャネルの記録

5昆豆、矢部勇、武藤尚志 (東京大・応微研)

Arabidopsis thaliana薬肉細胞の原形質膜及ひ寝麹包膜

のCa2+チャネルをパッチクランプ法で測定した。原形質膜の

Ca2+チャネルは負の模電置で関口し、Ca2+は細胞外から細胞

内に向う方向に移動した。 Ba2+をch町 ecarrlerに用いた時、

原形質旗のCa2+チャネルのコンダクタンスはおpSであり、

イオン選択性は Ba2+: K+ = 30 1であった。このICa2+

チャネルの活性とreversalpotentialは原罪須側Ca2+濃度

の変化に応じて変化した。液胞膜のCa2+チャンネルは負の膜

電位で関口し、Ca2+の移動方向は原形質から液胞内であった。

このCa2+チャンネルのコンダクタンスとイオン選択性は原形

質膜Ca2+チャンネルのそれらと似ていた。

3aF13 
大麦葉組織のリン酸ホメオスタシスにおいて、液胞膜が果

たす役割の検討。

三村徹郎、横田悦雄、新免輝男、坂野勝啓1、沖原清司1、

清田誠一郎1、矢崎芳明1(姫路工大・理・生命、 1農水省・

生物研)

我々は植物体のリン酸イオン濃度調節機構について、大

麦の葉組織を用いて検討を進めている。大麦を異なるリン

酸濃度の下で培養すると、葉組織全体のリン酸濃度は栄養

条件に依存して大きく変動するが、葉肉細胞の細胞質リン

酸濃度はほぼ一定に保たれる。また、細胞外アポプラスト

のリン酸濃度も葉組織全体の変化量に比較するとその変動

は少ない。一方液胞のリン酸濃度はリン酸栄養条件に比例

して最も大きく変動することから、液胞内のリン酸プール

が、細胞質やアポプラストのリン酸ホメオスタシスのため

の緩衝装置として働いていることが推定された。液胞が緩

衝装置として働くためには、液胞膜のリン酸輸送が、栄養

条件等に応じて調節されている必要がある。本研究では、

この液胞膜に注目して、液胞膜のリン酸輸送の性質や、栄

養条件に応じた液胞タンパク質組成、他のイオンの輸送活

性の変動などについて測定し、液胞膜がリン酸ホメオスタ

シスに果たす役割について検討した。これまでの実験結果

から、正常状態においては液胞膜のリン酸輸送活性は極め

て低いが、リン酸飢餓状態ではATPに依存した輸送活性

が現われること、液胞膜のリン酸輸送活性はかなり高濃度

まで飽和しないこと、栄養条件に応じて液胞のタンパク質

組成に違いがみられること等が見いだされている。
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3aF14 

ニチニチソウ培養翻艦掛リン醜腕肢に対する薬銅版激果

並藍誼豆、三村信網F、幌町務啓

(働省・生物肝、安酪工大・理)

我六の目襖坊爵締耐包錦織リン酸医糊同二関与す・る彰悩日

体江端脅糊と同定にある。その喋としてリン酸興民はずす

る様々 td:s鮪幻戎操をニチニチソウ(Catharanthusroseus)培
養露間包を用いて詞験した。

柁動原形質膜におけるリン酸の興協羽+とのco-tra

nsportであることはすでに明らかにされている。そこで、

今回の目標を町ポンプの活性には最簿を与えずリン醗現街差

活性は抑制する薬務日を探すことにおいた。アニオ:A¥!街週H量消j

(D 1 DS 、A-9-C，furosemide他)、タンパク

質f舞踊U(NEM， NBD-C 1、価等10種類以1:::0:溺喜朗I
江域課持験された。そα船長fu r 0 s e m i d e (0. 5酬
は承閥包のリン醜駒反を阻害したが、 D1 D S (1. OmM)は全く阻

害しなかった。 A-9-C(0. lmM)はリン酸醜民を担制するだけ

でなく町ポンプの活性も明らかに減沙させた。 2葡寅において
は推U湧駒M涼苦耗も含めで報告する予定である。

3aF15 
ベンケイソウ型酸代謝の概日リズムの制御とリンゴ酸輸送系

蓋E豊丘，楠見健介，岩崎郁子，西村光雄(九大・理・生物)

CAM植物は，液胞の pHやリンゴ酸の温度， C02吸収など
に特徴的な日周変化を示す。この変化は光条件や温度の変化

のない恒常条件でも継続する，いわゆる概日リズムである。

この自律的なリズムを形成する機構のひとつが，ホスホエノ

ールピルビン重量 (PEP)カルボキシラーゼ (PEP-C)のリン酸
化で，リン酸化された夜型の PEP-Cはリンゴ酸によるフィ
ードパック阻害を受けにくく，リン酸化されてない昼型はリ

ンゴ駿により強く阻害される。この二つの状態の周期的な相

互変換は連続明条件で持続する。

私たちは，リンゴ酸の輸送系(プロトンポンプとリンゴ酸

チャネル')も自律的なリズムを持っかどうか調べるため，
Graptopetalum paraguayenseの葉のオキザロ酢酸 (OAA)，
ピルビン酸 (pyr)，PEPの量の変動を恒常条件で測定した。
連続暗条件では PEP-Cのリン酸化のリズムは見られないが，
OAA， Pyr， PEPの量の周期的な変動も見られない。連続明条
件では PEP-Cのリン酸化， pH，リンゴ重量などのリズムが持
続する。このリズムの形成にリンゴ酸輸送系の制御も関与し

ていれば，リンゴ酸が蓄積される時に OAAや Pyrが減少す
る，逆にリンゴ酸が消費される時に増加することが予想され

るが，そういう変化は見られず，むしろ液胞のリンゴ酸の増

減に平行した増減が見られた。また， PEP は PEP-Cの変化
に対応した変動を示した。今までにリンゴ重量輸送系の制御が

自律的なリズムを持つことを示す結果は得られていない。

1) Iwasaki et al. (1992) Plant Physiol. 98， 1494-1497 



3aGOl 
ニチニチソウ培養細胞の細胞外酎生ホスファターゼの精製 E 

城市篤、 降旗敬、今井宏、 桜井英博

(早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞をリン酸を含まない培地に移す(-Pi処

理)と培養約2日後に細胞の高親和性リン酸取り込み活性が上昇

し(Furihataら. 1992)、更に約2日遅れて培地中へ細胞外酸性
ホスファターゼが急激に放出される。培養液のnativePAGE 、活

性染色により、大まかに分けて4つのアイソザイム(移動度の

低い順に 1(旧 1a)、II(旧 1b)、E、IV)が認められる。
リン酸を1日おきに加えて培養(+Pi処理)すると全体として活性

が低いが、その中では皿の活性がI、H、IV'こ比べて大きい。
-Pi処理後はI、II(前回報告)が主成分となり、活性上昇の割合
はIVも皿に比べて大きい。 I、Eについてアミノ酸分析を試み
たが、 N末端はブロックされているようである。

今回、 Eを精製し、 I、Eと比較した。 I、Hの精製と同様
に培地の50-85%飽和硫安画分を、ゲ、ノレ漉過(ToyopearlHW55)、

陰イオン交換(MonoQFPLC)にかけ、 I、H、皿、 IV'こ分画し、
続いてConA-Sepharose、さらにゲル漉過(Superdex75FPLC)によ

り、 Eを電気泳動的に均一に精製した。活性lこ2価カチオンを必

要としない点、糖タンパク質である点は I、E、E共通である

が、 I、Eの至適pHが4.5であるのに対してEは5.0であった。
又、 50%~1l.害に必要なモリブデン酸濃度は I 、 Eは300nMであっ
たのに対し、 Eは10μMであった。皿の基質特異性は I、H同様
広く、糖リン酸、フィチン酸、ヌクレオチド、 PPiなどを分解し

た。阻の分子量はSDS-PAGEで60kDa、ゲレ漉過で52kDaであり、

I、Hと同様、モノマーであった。

3aG02 
ニチニチソウ培養細胞の無機リン酸取り込み一幸見和性の異なる

2種類の駒まの比較

隆重一旦1、城市篤、田中正治、鈴木幹雄、桜井英博
(早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞の無機リン酸取り込みには、華見本日f生の
異なる少なくとも2種類の駒まが存在し、僻野町生成分(Km王寺

47μM)が構成的にみられるのに対して、高耕日f生成分(Km討
μM)は、 Pi(最終濃度で1.25-2. 5mM)を1日おきに追加して培
養した細胞にはほとんど見られず、 Piを含まない培地での培養
によって誘導されてくる駒子である日。この2種類のPi取り込

み成分それぞれについて、細胞内ATPレベルと取り込み活性の関

係、および能動輸送を駆動している直接のエネルギー源につい

て予備的研究を行った。

細胞を脱共役剤FCCP、または呼吸鎖とミトコンドリアATP合成

酵素の阻害剤NaN.で処理して細胞内ATPレベルを低下させた時の
2つの成分のPi取り込みを比較すると、 ATP減少に対する取り込

み低下の割合が、 FCCPの方が、そして特に低親和性成分で大き

かった。さらに、アルカリ→酸変化により細胞内外に人工的な

pH勾配を作製したときのPi取り込みを測定したところ、低事見平日
↑生成?による取り込みはpH勾配によって増大したが、高親和性
成分による取り込みはごく僅かしか起こらなかった。

各種の膜輸送阻害剤について、親和性の異なる2つのPi取り
込み系に対する影響を比較した。このうちSH修自欄jは両成分を

ともに阻害したが、 NEM、ヨード酢酸では低車見和性成分による取
り込みをより強く阻害した。

!) Furihata et al. (1992) P1ant Cell Physiol.. in press 
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3aG03 
バイオイメージングアナライザーを周いた3.C 1の分布

笛田和佐子、 査旦泉、 平海栄次{大阪市大、 理、 生物)

高等植物にとって温察は必須性が掻後に確認された元素

として知られているが.その生理的役割は葉縁体における水

分銅を除いてよく知られていない.そ ζでまずアサガオ(

Pbarbitis nil cv. Viole~ 、 エンドウ (Pisu.sativu・
cv. Alaska).レタス(Lac担 C8盟主主旦 cv.GrandRapids) 

を悶いて趨棄の栄養要求牲を調べた. 水餅培養液は基本栄

養要素から組業欠乏で生育させた場合、 復業の入っている

培養液に比べてレタスはかなり生育が遅れ、 アサガオでも

生育後 10日以後生育に差が現れるが、 エンドウでは 3週

間後でも差は認められなかった. ~に植物体内の題棄の分

布を調べるため、 3・C 1を趨繋欠乏培養液に与え吸販され

た3.C 1の分布をバイオイメージングアナライザー(富士

フィルム社}を飼いて調べた. アサガオ、 エンドウはとも

に若い葉、 頂芽そして茎や視に多く分布し、 業の成長が進

むにつれて塩素の葉への吸収は下がり 2週間自のアサガオ

では子葉にはほとんど分布しなかった. アサガオやエンド

ウでは暗所や、 アルミアオイルで薬の一部を湿った場合

3・C 1は棄に殆ど吸取きれなかった由t 茎や頂芽では吸般

に差は見られなかった.

3aG04 
イネにおけるNADH依存性グルタミン酸合成酵素の組織内
局在性
早川俊彦、山谷知行、服部冬、前忠彦、小島邦彦
(東北大・農・応用生物化学)

イネは老化組織(ソース)から生長中の葉や穂(シンク)
へ主にグルタミンとして窒素を転流する。 演者等は、シン
クでの主要な遊離アミノ酸であるグルタミン酸の合成をNADH
依存性グルタミン酸合成酵素側A阻イ蹴AT)が触媒しているこ
とを強く示唆する報告を行ってきた))2)。 この結果を更に
検討するため、抗NA闇イ蹄Al抗体引を用いた免疫組織化学的
手法により、イネのシンクにおけるN仙'H-{鵬 AT蛋白質の組織
内局在性を解析した。
イネ(ササニシキ)をガラス窒で水耕栽培し、第9葉身が
抽出中の個体の地上部及び開花後の一次枝梗の穎果を材料と
した。 免疫組織イヒ学分析の∞ntrolには、大過剰の精製
NADH-<削AT標品を加えて免疫沈降させた抗N血IH-{鵬Al抗体液
の上清を用いた。Tissueprintイムノプロット法により未
抽出葉身と葉鞘を解析した結果、 NA阻4蹄AT抗原は維管束組
織に主に存在していることが判明した。 また、陽花後10日
目の穎果を包穎と内部の未熟玄米に分けて、各組織をイムノ
プロット分析した結果、穎果全体のNADH-<鵬AT蛋白質の約84
%が、貯蔵蛋白質が蓄積される庇乳を含む未熟玄米中に存在
しfこ。
現在、パラフィン又は樹脂包埋した未抽出葉身と未熟玄米
の切片を抗体染色して、 N曲IH-{削A蹴原が存在する維管束組
織と玄米組織内の細胞の特定を行っている。

1) Ya問 aet al. . (1992) Plant Physiol. in press. 
2) Haya回.WBet a1. 1992年度本大会
3) Haya回WBet al. (1992) Plant Physiol. 98:1317. 



3aG05 
イネ飾管液中の13kDaタンパク質のクローニングとその解析
孟遮~位、川嶋一郎、本多親子、中村進一、林浩昭、
森敏、茅野充男(東大・農・農化)

一般に高等植物における飾管は物質の貯蔵、転流に関わる重

要な組織である。よってこの中にはこうした機能に関わる要素

が含まれ、作用していると考えられる。我々はこれまでにイネ

から飾管液を採取し、これに関する分析を行ってきた。これま

での結果、飾管液中のタンパク質組成は一般の組織のそれとは

かなり異なっており、限られた種類のタンパク質が多く存在す

ると推定された。本実験では飾管液中で特に多く存在するタン

パク質の一つである、 13kDaタンパク質について解析を行なっ
た。

水耕栽培で育てたイネからインセクトレーザー法により街管
液を採取し、 2次元電気泳動を行ったところ、一般組織とは異
なる9個の主要なスポットが確認された。このうちの分子量
13kDaのタンパク質についてエレクトロエルージョン法を用い
てタンパク質を回収し、プロテアーゼ分解後部分アミノ殻配列

(24アミノ酸)を決定した。そしてこのアミノ酸配列から推定

されるDNA塩基配列を元にプロープを作成し、イネcDNAライ
ブラリーをスクリーニングしてクローンを得た。このクローン

は約7∞bpで123アミノ酸をコードしており、アミノ酸ホモロジ
ー検索の結果、既知のタンパク質であるチオレドキシンと高い

類似性を示し、活性中心に当たる部分も保存されていることか

らイネチオレドキシンの一つであると考えられた。さらにこの

cDNAクローンを用いてグノミッククローンを単離し解析を行
なった。

3aG06 
トピイロウンカに対する吸汁行動阻害物質トランスア

コニット酸のイネ科雑草タイヌピエ中における分布と

生産

且原真木、坂野勝啓1、佐藤守2、川北弘人河部逼2

(岡大・資生研、 1農水省・生物研、 2農水省・蚕昆研)

イネの主要害虫であるトピイロウンカはイネ科雑草

タイヌピエには寄生しない。吸汁行動限害物質と考え

られているトランスアコニット酸を定量したところ、

イネ植物体には痕跡程度しか見いだされなかったが、

タイヌピエには葉身で0.44%、葉鞘で0.26%(生重量

当り)と多量に含まれていた。この濃度は人工飼料液

iこ添加した場合、吸汁阻害を引き起こす濃度に達して

いた。しかしウンカの主要吸汁部位とされる師菅液中

にはトランスアコニット酸は検出されなかったので、

トランスアコニット酸はタイヌピエの皮層や柔組織の

細胞に含まれていて、ウンカはプローピング中にこれ

らの細胞中のトランスアコニット酸を感じて吸汁行動

を中断するものと考えられた。純粋な師管液は吸汁中

の見虫の口針をレーザで切断し、切断端から溢泌して

くるものを採取し、分析した。

トランスアコニット酸の生合成経路としては二通り

知られているが、タイヌビエではシスアコニット酸か

らアコニット酸イソメラーゼにより生成されることが

わかった。イソメラーゼ活性は葉鞘で最も強〈、根で

は葉鞘の1/10程度であり、葉身では検出されなかった。
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3aG07 
シヤジクモ節間細胞の膜電位に及ぼす局所麻酔薬の影響ー異な

るpH。での作用の程度の比較一
左目狙盆ム野坂修ーに 47川清宜(阪大・教養・生物J滋賀医大・麻
酔大阪成人病センター・麻僻)

テトラカイン，リドカイン，プピヴアカイン，プロカイン等の局
所麻酔薬はシヤジクモ節問細胞の原形質膿の II'-pumpのコンダ

クタンスを抑えることと，鉱微イオンコンダクタンスを培加する
ことに依り膜の脱分極を引き起こす，)これらの薬物のpK，値は
7.8より大きい.各薬物のpK，でのpH.では酸性あるいは中性条件
下よりも薬物の脱分極作用は著しく培大する.このことは膜の

リピッドと親和性の高い薬物の中性型の鴻度が高まることによ
ると推測される.一方通常の凶。条件下では常に中性型を保つベ

ンゾカインの脱分極作用は pH。の影響を受けない.このことは前
述した薬物と膜のリピツドとの親和性の重要性をより強く支持

する.しかしベンゾカインの脱分極作用自体はテトラカイン等に

比較すると著しく小さい.従って脱分極作用に直接に有効な型は
荷電型と予想される.脱分極作用に有効なのは膜内にトラップ

された薬物であるか，原形質まで透過した薬物であるか?ベンゾ
カインの作用が小さいことはこの薬物が膜内にトラップされ膜

機能タンパク貿に機械的な歪を与えることの影響が極めて小さ

いことを予想させる.中性型の薬物が原形質に拡散し，原形質の

pHに応じた中性型と荷電型の分布比を新たに取り，この時の荷篭
型が脱分極作用に有効であると考えられる.
1) Nosaka.S. et al (1992). Biochim. Biophys. ACTA 1106. 

325-334. 

3aG08 

シヤジクモ湛流細胞H+のポンプ活性

盆韮皐盤、大川和秋1 (生理研・生体膜、1阪大・

教養・生物)

単水産のシヤジクモ節間細胞は、 Hポンプ活性

を持ち膜電位を形成していることが知られている。

これまで湛流細胞においては膜電位が深いことか

ら、 Hポンプ活性が正常細胞と同様に存在すると

考えられていた。今回、細胞膜電位測定と同時に

細胞膜コンダクタンスを測定することによって瀧

流細胞におけるHポンプ活性の測定を試た。細胞

内湛流前におけるHポンプコンダクタンスは平均

1 0 0 μS/c m 2であったものが、約 10ー 2

0%に減少していることが明らかになった。他方、

膜の受動成分のコンダクタンスも同様に潅流によ

って減少していることが判明した。その結果とし

て、膜電位が深い値で維持されていることが判明

した。



3aG09 
塩ストレス適応および非適応タバコ培養細胞の原形質膜のイ
オン選択性
村田芳行、吉橋学、小尾一郎、池田篤治、角谷忠昭(京都大
.農・農化)
塩ストレス下にある植物にとってNa+の締胞内への流入は
重要な問題であり、塩ストレスへの適応機構においては原形
質膜のイオン透過性の制御が非常に重要な要因であると考え
られる。これまでの当研究室におけるパッチクランプ法を用
いた研究により、タバコ培養細胞プロトプラストの原形質膜
には外向きに整流性があり、かなり選択性の高いK+チャンネ
ルが存在し、塩ストレスに適応した細胞では100mMKCl、NaC
lシンメトリーでの外向き整流性ホールセル電読が非適応細
胞に比べて小さくなることが明らかになった。一方、適応機
構において、原形質膜のrとNa+の透過比の増大も一つの要
因であると考えられる。本研究では適応細胞と非適応細胞由
来のプロトプラスト原形質膜におけるr、Na+の透過性を詳
しく検討した。
材料としてはsucrose(3%)と2.4-D (10-6M)を含むLS改変培
地(pH5.7)と、それに50mMNaClを添加した培地で継代培養し
たタバコ培養細胞(BY-2)をそれぞれ非適応細胞、適応細胞と
し、それらより酵素法で単離・精製したプロトプラストを用
いた。
K-gluiamaieシンメトリーのメディウムを用いてホールセ
ルで電位依存性電流を測定したところ、適応細胞では非適応
細胞に比べ外向きに整涜性をもった電流が減少することが確
認された。さらにホールセルで逆転電位を測定したところ、
適応細胞と非適応細胞との閣で有意な差異は見られなかった。
以上の測定結果から、塩ストレスへの適応においてrとNa+
の透過比に変化は生じず、これらのイオンの透過性が同様に
減少することが示された。

3aGI0 
汽水産車軸藻シラタマモ節問細胞の膨圧調節と細胞質pH

盟堕主主・岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物)

汽水域に生育する車軸藻類の一種シラタマモ (Lamprothamni

msuccincturn)の節問細胞は、外放の浸透圧変化に対して、

液胞内の K+、Cl一濃度を増減させて細胞浸透圧を変え、膨圧を

一定に保つ機構を持っている。高張処理(外液の浸透圧をあげ

る処理〉に伴う膨圧調節の際には、細胞膜を介してrが受動的
Clーが能動的に外液から液胞内に取り込まれる。高張処理に伴

って、膜電位の過分極が見られることから、膨圧の減少が細胞

膜上のr輸送性ATPaseを活性化し、細胞膜を介しての日+の電気
化学ポテンシャル差(ム μH)を増加させ、 W/Cl共輸送系に

よるClの取り込みを促進しているのではないかと予想した山。

本報告ではpH選択性ガラス微小電極によって細胞質pH(pHc)を

測定し、実際にAμHが高張処理に伴って増加しているかどう

かを調べた。 0.360s田人工海水に適応したシラタマモ節間細胞

のpHcは約 7.4であった。高張処理を行うと膜電位は過分極し、

pHcはわずか減少した(約 O.1 pH unit)。すなわち、膜電位

の寄与によるAμ"の増加が高張処理によって実際に起きてい

ることが確かめられた。

(1) Okazaki et al. (1984) Plant Cell Physiol. 25:573-581 
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3aGll 
シヤジクモの水チャンネル特性

田沢 仁・浅井一視福井工大・応用理化
学、 1大阪医大・生物)

シャジクモの節間細胞の水透過性 (Lp)は復

室容量計を用いて細胞横断浸透法により正確
に求められるはa圃iya and Tazawa 1956)。 こ

の方法を用いて Wayne and Tazawa (1988， 19 
90)はサイトカラシン B及び Eが内向き水透過性
(Lpen)を、 SH試薬 pCHPS は逆に外向き水透過

性 (Lpex)を特異的に阻害することを発見した.

このことは細胞臓に水透過を調節する構造、
IIPち水チャンネルの存在を示唆している。さ
らに最近Rygol et al. (1992)圧緩和法により
主主主主主 c onniven sの水透過性が Zn2+ により著
しく阻害されることを見いだした。われわれ

は水透過の Znわ阻害機備を明らかにするため、
Wayne and Tazawaの用いたc..h.ll.a c orallina 
の節間細胞に対する Zn 2φ の効果を測定した。
測定は復室容量計の毛細管中の液一空気界薗
の動きを VTRに記録し、後にビデオテープ
を再生し浅井の考案したソフトによりメニス

カスの動く速度を正確に求めた o Lpの Znわに
よる阻害の時閉経過は細胞により異なるが、

120分でほぼ阻害は完了し、対照の約 20%とな

る.サイトカラシンや pCHPSと異なり Zn2+は
Lpen， Lpex共に阻害することがわかった。



一般講演

第 3日 3月31日(水〉 午後の部

A 会場 分子生物学(8 ) 
B会場 分子生物学(9 ) 

D 会場 電子伝達・呼吸

E会場 蛋白質・酵素(2 ) 
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3pAOl 
rィγ種子貯蔵タンハ園ク質遺伝子の形質転換植物での発現:隣接遺
伝子の発現に及ぼす効果とホ・γションイ7ェクト
車且J並 RogerN. BEAC町本(東京大、農、農化、吋聡
Scripps Research Insti佃te)

グイスー種子7S貯蔵蛋白質をコ』ドする~コングリシニン遺伝子(以下、

7S遺伝子と略記)は形質転換植物での発現が比較的ホヲ・シヨンイ7エ

クトの影響を受けない、すなわちα・及ぴ防7・ユニットの独立な形質転
換植物個体聞での遺伝子ーコヒ・ー当たりの発現レベルのばらつき

は他の植物遺伝子より比較的少ないことが知られている。この

性質が遺伝子のプロモータ領域によるものかどうかを調べる目的で

αサ7'ユニット遺伝子(以下、 α遺伝子と略記)の7・ロモータ領域と ~r
紗ロニターザ(GUS)遺伝子(副A)を融合しタF汀』こ導入した。独立形質

転換個体の種子におけるGUS活性のばらつききは約201音あり、
7"ロモサ領域だけではポγションイ7エクトからの独立性を示さないこと
が示唆された。また、 7S遺伝子が隣接する遺伝子の発現のホ・γ
ションイ7エクト依存性をなくすことができるかどうかについて調べる

目的で7S遺伝子をポγシヨンイ7ヱクト依存性を示す遺伝子に隣接させ
形質転換個体での発現レベルを比較した。ホ・γションイ7エクト依存性
を示す遺伝子としては別7ラワ→rィクウイ.AlA35S7・ロモサ(pCaMV35S)
:出品及ぴα遺伝子7"ロモータ:uidA融合遺伝子を用いた。形質転換
個体聞でのGUS活性の分布は、 7S遺伝子が隣接しているかどう

かによる有意な差は見られず、 7S遺伝子は隣接遺伝子の本・γショ
ンイ7ヱクト依存性を変化させないととを示唆した。一方、この実験

でα'遺伝子7・ロモータ領域は隣接したpCaMV35Sの発現を種子で特

異的に増加することが示された。 7S遺伝子はrイA'ゲノム上で77A

ターを形成して存在しており、それぞれの遺伝子の種子での発現

をお互いに促進しているのかも知れない。

3pA02 
ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の硫酸イオン欠乏応答

平井f横田、優美，藤原徹，森敏，茅野充男，内藤哲 1 (東大・農・

農化，北大・農・応用生命科学 1) 

ダイズ種子貯蔵タンハ・ク質の 1つである s-::Jングリシニンはム
イ.sの3つのサ7・1ニット治、ら成るが， 戸ーサ7・ユニット遺伝子は様々な
点で他の2っとは異なる発現制御を受けている.ダイズ植物体

を硫酸イオン欠乏(S欠)条件下で栽培すると， 戸ーサ7'ユニットタンハ・ク質
の蓄積が増加する.我々は s-t7・ユニット遺伝子全体(intacts)及rJs
ーサアエット遺伝子のプロモーター領域とGUS(s-r.Al7ロニグーセ.)コーヂインク・

領域との融合遺伝子(Ps-GUS)をそれぞれ導入したトランスγェニリ・7
ラピド7園シスを用いてS欠応答機構を調べている. これらトランスγェニッ
ト7ラピド7"況をロックウール耕によりS欠栽培すると，前者ではバーサ7'

ユニットタンハ。ク質及びmRNAの蓄積の増加が，後者ではGUS活性の上

昇がみられ，ダイズにおけるのと同様にS欠に応答する遺伝子発

現制御機構が77ピドアシスにも存在することを示している.硫酸

イオン濃度と s-サ7・ユニット遺伝子の発現の関係を調べるために硫
酸イオン濃度を変えて水耕栽培を行なった.その結果，いずれ

の場合も硫酸イオン漫度の低下にともなって転写量が増加する

ことが明らかとなった.硫酸イオンを与えない区では.7ラピド7"

シス自身の貯蔵タンハaク質の蓄積は全般に抑制されていたにもかかわ

らずs-t7コニ外の蓄積は増加していた. このことはp・サ7'エニット遺
伝子と7ラピドアシスの種子貯蔵タンパク質遺伝子とではS欠に対す
る応答反応が異なることを示している.

ダイズにおける多くの研究にも関わらず.S欠の感知から scサ

7事ユニット遺伝子発現の増加に到る一連の過程については，殆ど何

の知見も得られていない.我々の構築したトランスγェニリ・7ラピド7"
日の系を用いた生理学的あるいは遺伝学的研究によりS欠応答機

構を明かにしようと考えている.
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3pA03 
アラピドプシスエチオニン耐性突然変異株における

ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現調節

i己盟主差壬，平井(横田〉優美茅野充男米国好文，内藤哲
(東大・遺伝子実験施設農・農化現・北大・農・応用生命科学〉

ダイズ7S種子貯蔵タンバク質 (β ーコングリシニン〉は、 α、

α'、 βの3つの主要なサプユニットで構成される。このうち、

メチオニン残基を含まない pサブユニットの遺伝子発現のみが、
メチオニンにより mRNAの段階で抑制を受けることが知られてい

る。我々は、よ旦 vivoにおけるメチオニンによる遺伝子発現の調

節機構を知ることを目的とし、 トランスジ工ニック植物と遊離

メチオニン量の増加した優性突然変異株(邑Il:J)を用いた、アラ
ビドプシスにおける解析を試みた。我々はα'とpサプユニット
遺伝子のプロモーター領域を融合した βーグルクロニダ}ゼ遺伝

子 (Pα'-GUS，Pβ-GUS)をそれぞれ導入したアラビドプシスを

作成し、外来のメチオニンに対しダイズと同様に応答すること

示した。また、我勺の単灘したetnニ1は植物体に多量の遊離メチ
オニンを蓄積し、完熟種子においても総メチオニン量が増加す

る変異株である。掛け合わせにより、 Pα'-GUS，P s・GUSを導入
したトランスジヱニック・アラビドプシスにetn-l遺伝子を導入

した。正逆の交維により得られた F，におけるGUS活性の低下は

P s -GUSにおいてのみみられ、丘主且ニi変異株がl雌親の場合に最も
低下した。 F3において得られた、 etn-l遺伝子とGUS遺伝子の

両者がホモ接合である株においても、 Ps・GUSにのみGUS活性の

低下がみられた。この場合、種子登熟過程でのGUS活性の発現の

時期は同じであったが、抑制が全期間に渡ってみられた。高等

植物におけるメチオニンによる遺伝子の発現制御に関し考察を

行ないたい。

3pA04 
ケツルアズキのシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP) の翻

訳後プロセシングと細胞内局在性

阻杢盤去、山内大輔、南川隆雄 〈都立大・理・生物〉

ケツルアズキ('[江J1!!!且日旦}の発芽積子子.の貯蔵タンパ
ク貨の分解に働く酵素の一つにシステインエンドベプチダーゼ

(SH-EP) がある。 SH-EPは 45kOa前駆休として小胞体膜結合

リポソーム上で翻訳され、シグナルベプチド切除を伴って 43

k Oa中間体として小胞体に入り、さらに 39kOa及び 36kDa中

間体を経て活性をもっ 33kOa成熟型醇素になることが分かっ

ている。今回は、 SH-EPのこの翻訳後多段階プロセシングと細
胞内局在性を調べることを目標にして次の研究を行った.

SH-EPの細胞内局在性を調べるために、ショ槍密度勾配達心

法を用いてケツルアズキ子葉から小胞休と液胞〈タンパク頼粒〉
を分画し、各々の画分について SDS-PAGEIウエスタンプロッテ
ィングを行った。小胞休には 43k 08中間体が、タンパク頼粒
には 33k 0 a成熟型酵素がそれぞれ局在していた。このことか

ら、小胞休で生成した 43k 0 8中間体はゴルジ休を経てタンパ
ク頼粒への給送途中、またはタンパク頼粒への集積後に 33kD 

a成熟型酵素になると推測される。

ケツルアズキ子葉の抽出液を 2ーメルカプトエタノール存在

下でインキュベートすると、 in v i t r 0 においても多段階プロ
セシングの進行が見られる。この系を用いて、プロテアーゼ限

望書舟lのプロセシングに及{ます影響を調べた。システインプロテ
アーゼ随害剤であるアンチパイン (10μgl・1)が多段階プロ
セシングを完全に阻害したのに対し、同じシステインプロテア
ーゼの限害剤であるロイベプチン (10μ g/~1) と E-64 (10 

μg/m 1) は 36k08中間体から 33kDa成熟型醇素へのプロセシ

ングのみを抑えた。これらの阻害剤への感受性の遣いから、 s
H-EP前駆休のプロセシングには少なくとも 2種類のプロセシ

ング酵素が関与していることが示唆された。



3pA05 
ケツルアズキのシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP)遺

伝子のタパコ組物体における発現

山血主主童、岡本能史、南川隆雄(都立大・理・生物)

発芽期のケツルアズキ(Yl且旦型且旦)子葉中での貯蔵タ

ンパク貨の分解にはシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP

}が主要な働きをしている。この酵素は 45kDa前駆休とし

て合成され、特異的な多段階プロセシングを受げて活性をも

っ33kDa成熟型醇素となる。すでに我々は SH-EP遺伝子
を単躍して、その構造を明かにしている。今回はこの SH-E

P遺伝子をタパコ横物体に導入して、その発現様式について

調べた。

SH-EP遺伝子の翻訳領繊を含む約 4kbを pBIN19に組み

込み、アグロパクテリウムを介してタパコ纏物に導入した.

得られたカナマイシン耐性を示す形質転換休の黄化葉より得

た抽出液を抗体を用いて鱒ぺた結果、 2傭休で 33kD aの
SH-EP成熟型酵素が検出された。これらの個体について、発

芽期におけるSH-EPの合成について調ぺた.その結果、乾燥

種子中ですでに 33kDa SH-EP成熟型酵素の存在が認められ、

吸水後 5日目でその量は最も多くなった。ケツルアズキ乾

燥種子では SH-EP酵素タンパク貨は検出されず、吸水後に新

合成されることが分かっている。したがって、ケツルアズキ

とタパコでは SH-EP遺伝子の発現が全く閉じには制御され

ないことが示唆された。また、タパコ植物体でも SH-EP前

駆体から成熟型醇素へのプロセシングが行われていることも

明らかになった.導入した SH-EP遺伝子がタパコ発芽種子

における生重量、貯蔵タンパク質量およびエンドベプチダー

ゼ活性の変動に及lます影響についても報告する。

3pA06 
インゲンマメのシステインエンドベプチダーゼ (EP-C1)遺伝子 5'

上流域の解析

重型室王.小串泰之.西原昌宏九森川弘通に山肉大輔.南川隆鎗

(都立大理生物広島大理 i 植物)

EP-C1 I主インゲンマメ (P.畑 S田 lus山/garis)のセネツセンス期の

さやでのヲンパク質分解に主要な働曹を示すシステインエンドベ

プチダーゼとして単磁.精製された.その後， EP-C1は発芽子藁

においても発現することが見出され.橿子貯蔵タンパク貨の分解

にも関わっていると考えられる.そこでこの陣棄の発芽子葉にお

ける発現犠情を知るために.遺伝子 5'上涜域の解析を行った.

まず.EP-C1遺伝子の発現lこ関わるシス領域を調べるために.

-1173まで及び -340までの畏さの異なる2置の 5'上流減とβーグル

クロニダーゼ (GU5)遺伝子との砲合遺伝子を作製し.それぞれを

パーティクルガン法を用いてインゲンマメ発芽子藁に導入した.

この時.内部徳耳障として CaMV355プロモーターを持つルシフヱ

ラーゼ (LUC)遺伝子を問時に導入じ.GU5JLUC活性を求めること

によりパーティクルガンの事ち込み条件に左右されない測定値を、

得ょうとじた.モの結果.これら2橿の融合遺伝子では GUSJLUC

活性に大曹な差は見られず.このことから -340より下流に.発

現に必要な領域が存在することが推定された.現在これらの圏直合

遺伝子をアグロパクテリウムを介して9パコに導入し、そのプロ

モーター活性を解析中である.

以上と関連して、 EP心1遺伝子の 5'上流配列に結合するトラン

ス作用因子Iこついても.発芽子叢の租核抽出液を用いてゲルシフ

ト法により調べているので併せて報告する.
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3pA07 
パーティクルガン法によるナタマメ積子タンパク貨遺伝子の

V上j荒波の解析

山杢盆王、西原昌宏¥森川弘道¥山内大輔、南川隆雄

(都立大・理・生物、 1広島大・理・植物〉

われわれはこれまでにナタマメ(~旦些1μ旦且H且i旦主旦〉種子
の主要な貯蔵タンパク貨であるコンカナパリン A (Con A)の遺

伝子V上流域の解析を目的として、パーティクルガン法を用い

て Bーグルクロニダーゼ (GU8) レポーター遺伝子の発現を組織

化学的染色法により調べてきた.その後、より定量的な結果を

得るため、ルシフエラーゼ(l UC)遺伝子を内郎標準としてGU8

遺伝子と同時にナタマメ未熟種子に導入して、 GU8/lUC活性を

測定した.今回l孟、ナタマメのもう一つの主要貯蔵タンパク貨

であるカナパリンの遺伝子プロモーターについての測定も行っ

たので、併せて報告する。

Con A遺伝子のー1016から-74までを欠失させた 5・上流域

を GU8遺伝子に結合した 5種類の融合遺伝子について相対活性

を測定したところ、 C.MV358プロモーターを持つものを 100覧

とした場合、司1016までのものが54!'と最も高〈、 5・側からの

欠失の程度に従いその活性は減少した. -14に・1016から-603

の領蟻を結合すると活性は 13覧から 22"に上昇した.これら
の結果から、 C0 n A遺伝子の十分な発現には、ー1016から-603

の領量産が必要であることがわかった.また、マメ科種子タンパ

ク質遺伝子の 5・上流織に存在する・レグミンボックス・のコア

配列である CATGCAT配列(-555から・549)は、それのみでは

高い発現を与えないことが示された.一方、カナパリン遺伝子

のプロモーターは CaMV358プロモーターよりも高い活性を示

し、非常に強いプロモーターであると推定された.

3pBOl 
西洋ワサビ・ベルオキシターゼ遺伝子発現の傷害誘導

置主盟広.河岡日月義弘吉田和哉.関恨政実.高野光男.新名惇彦

(阪大・工・応生.宇山陽国策パルフ・生物研)

ベルオキシターゼは植物に於てリグニン合成等に関与してお

り、傷害により誘導されることが縄告されている。そこで、西

洋ワサヒからベルオキシターセゲノム遺伝子〈区孟~.包j;J.g.

g)を単離した。西洋ワサビの葉に傷害を与えると、会ベルオ
キシダーゼ活性が培大した。ノザン解析を行った結果区xC2の

転写物が顕著にt盟加した。

次に、 区壬2の種々の 5'上流領域を持つ GUS融合遺伝子を
タバコに導入した。これらのトランスシェニックタバコの葉に

傷害を与え GUS活性を測定した結果、傷害に対するシスエレメ

ントは・307~-!)~lbpの間に限定された。さらに、傷害を与えた

タバコの葉から核抽出物を調製し、 -307~-1の DN~ 断片をブロ

ープとしてゲルシフトアッセイを行った結果、シフトパンドが

見られた。 DNasel フットブリント法によって、 -296~-283.

-257~-2;l日 .-223~-212bpの 3 領域が DNasel から保護された。

ゲルシフトアッセイにおいて、これらの領岐に相当するオリコ

ヌクレオチドで続合させると -2D6~-283 の領域でシフトバン

l、が消失した。この領域の塩基配列は、 Rubiscoの Gボック
スやアブシンン霊堂に対するシスエレメン卜( ~BRE )のコア配

列 CACGTGを含んでいた。また.この領域を欠失させると傷害

誘導は見られなかった。これらのことから以川TGは環境スト

レスに対するシスエレメントである可能性が示唆された。



3pB02 
タバコ PR 1 a ~ンパク質遺伝子の発現は負の制御を安けている

主集盤並立、大島正弘、西宮聡、中村茂雄、大橋佑子

(農水省 農業生物資源研)

~パコ P R 1 8 合ンパク質遺伝子1;1:病原体感染による病斑形成スト

レスや、サリチル酸 (SA)処理によってその発現が誘導される。こ

れまでの研究から、我""1孟、本遺伝子の発現1;1:基本的には負の制御を

受けていることを示峻してきた。すなわち、本遺伝子の転写開始点よ

り上流側O.3kbの範囲に 2ケ所の宮ンパク質結合部位(Dislal binding 

s~e ; D 8およびProximalbinding sile P 8)があり、健全な葉で

は、これらの郎位に歩ンパク質が結合し、遺伝子の発現在抑制すると

いう機構である。そこで、この結合郎位を欠失および置換させた人工

的プロモーターを作製してGUSレポーター遺伝子と融合し、プロト

プラストを用いたTransienlassay系によりその発現程度を検討した

ところ、 DBを欠失した場合、 basallevelにおける GUS活性の治

加が認められ、さらにSA処理により、より顕著なE桜尊が認められた。
他方、 PBを置換した場合にも問機な効果が認められ、しかもその発

現レベルはさらに顕著に上昇した。さらに、 P8の配苦IJを含んだオリ

ゴヌクレオチドを∞mpelilorとして競合実験を行ったところ、この

系でも顕著なGUS活性の上昇が留められた。

以上の結果は、本遺伝子の5.上流側O.3kbの範囲に存在する 2ケ

所の9 ンパク質結合鼠位に、ある~ンパク因子が結合することによっ

て通常の状態ではこの遺伝子の発現が抑制されており、 SA処理など

によりこれが解離することによって抑制が解かれて発現が起ること、

すなわち、このタンパク因子がいわゆるリプレッサーであることを示

すものである。

3pB03 
吋'l9遺伝子の乾燥誘導に関与するシスエレメントの解析

輩堕担壬、浦尾さとみ、平八重貴美子、篠崎一雄(理研・植物

分子生物)

植物は環境の変化や刺激に応答し、遺伝子発現レベルでの

調節を行い外界の環境変化に適応し、成長分化している。我

々は環境因子として乾燥を取り上げ、乾燥によって誘導され

る核遺伝子群の発現調節とそのシグナル伝達系を解明するこ

とを呂的としている。

乾燥により誘導されるシロイヌナズナのrd29遺伝子ファミ

リーのうちcDNAと一致するrd29A遺伝子とその上流にコード

されるrd29B遺伝子をクローニングした。rd29Aは乾燥後20 
分以内に発現するがrd29B遺伝子は乾燥後3時間以降に発現が

みられ、異なった発現を示した。そこで、rd29Aとrd29B遺伝

子のプロモター領域をGUSリポ}ター遺伝子と連結したキメ

ラ遺伝子をタバコとシロイヌナズナに導入し、得られたトラ

ンスジェニック植物のGUS活性を測定すると、どちらのプロ

モーター領域を用いた場合も乾燥によって上昇が見られた。

また、プロモーター領域に欠失変異を導入した実験やプロモ

ーター領域のDNA断片を最小限のプロモーターに連結したキ

メラ遺伝子を用いた笑験から 2つの遺伝子では異なるシスエ

レメントが乾燥誘導に働いている事が示された。さらに、

GUS遺伝子をプロープとしてノーザン法で、低温や高塩操度

やABAによる遺伝子発現を解析し、それぞれの発現に関与す

るシスエレメントについても検討した。
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3pB04 
乾燥によって誘導されるシロイヌナズナのAtmyb2遺伝子プ

ロモーターの解析

輩星旦1，2)、篠崎和子 1)、浦尾さとみ1)、篠崎一雄1)
(1、理研、植物分子生物、 2、ほくさん中研)

我々は、これまでにシロイヌナズナからmy，防日向性遺伝

子A加'yb2をクローニングし、 Atmyb2が乾燥や塩ストレスに

よって誘導される環境ストレス応答性遺伝子で、この発現

にはABAが関与していること、また大腸菌で発現させた

ATMYB2タンパク質は、 DNAに対して塩基配列特異的に結

合することなどを示してきた。これらの結果は、 ATMYB2

タンパク質が、シロイヌナズナの乾燥ストレス下における

遺伝子発現に関与していることを示唆している。そこで、

A加'yb2の乾燥ストレスによる発現機構を調べるために、

A加yb2のプロモーター領域とGUSレポーター遺伝子を融合

し、シロイヌナズナに導入したトランスジェニック植物を

用いて、乾燥応答性シス領域の解析および発現の組織特異

性を調べた。 GUSmRNAのN町出.em解析の結果、 A加lyb2の

プロモーター領域に乾燥による発現誘導に必要なシス領域

が存在することが示された。またGUS活性の組織化学的解

析から、 A加lyb2は、乾燥したロゼット植物のほぼ全組織で

発現しているが特に根端や葉柄で強く発現していると考え

られた。

3pB05 
シロイヌナズナ乾燥誘導性遺伝子IC!12の組織特異的発現

呈堕隼企、篠崎和子、篠崎一雄(理研・植物分子生物)

我々はシロイヌナズナにおいて乾燥によって誘導される 9

種のc閃 Aクローン仰)を単離し、それらの遺伝子の発現制御

の解析を進めている。そのひとつRD22は乾燥によって誘導さ

れるアプシジン酸(ABA)を介して発現誘導され、発現誘導には

蛋白質合成を必要とする。 RD22のコードする蛋白質はソラマ

メの種子形成初期に大量に転写されるUnknownSeed 丹otem

(USP)と相向性を有することから、 RD22の開花後の花および

未熟種子における発現を調べたところ、 ABA量が増加すると

いわれる種子形成中期以前に強く発現し、その後減少するこ

とがわかった。この結果からRD22は乾燥誘導の場合とは異な

り、 ABAを介さない種子特異的発現を示すと考えられた。

IC!22遺伝子のプロモーター領域とGUS遺伝子の融合遺伝子を

導入したシロイヌナズナの花や未熟種子では、 GUS活性は開

花直後に強〈、種子成熟に伴って減少するものの、 GUS活性

の大部分は種子よりもむしろ花柄や心皮に存在しており、

RD22の発現は種子に限らないことがわかった。現在IC!22プロ

モーターの組織特異的発現に必要な制御領域の解析を行って

いる。



3pB06 
短時間の乾燥ストレス処理により誘導されるシロイヌ

ナズナ遺伝子群のcDNAクローニングとその解析

童圭担室、篠崎和子、篠崎一雄 (理研*植物分子)

高等植物は動物と異なり移動の自由がないので、植

物独自の環境応答機構を発達させている。この中でも植

物の耐乾燥性機構は、地球の砂漠化問題とあいまって、

近年注目されている領域であり、特に縞物ホJレモンであ

るアプシジン酸 (ABA)による乾燥耐性の誘導について

は現在多くの研究がなされている。しかし、これに対し

て、乾燥ストレスによりABA蓄積が起こる以前の植物の

適応機構については、あまり解析が進んでいないのが現

状である。

我々は、植物材料として種々の突然変異体が単雛され

ていてゲノム解析も容易なArabidopsis的aliana(シロイヌ

ナズナ)を用い、植物の乾燥ストレスに対する早い適応

様式を明らかにすることを目的として、乾燥ストレス処

理によりABAの蓄積が起こる以前に新たに発現誘導され

る遺伝子群 (cDNA群)をdiffi眠 n制限開血gにより単離

した。これらのcDNA群はS∞.themhybridiz瓜ionにより 16
のグループに分類できた。今回、これらのcDNA群の構

造、発現、機能に関して報告する。

3pDOl 
Synechocyst i s PCC 6803メチルヴィオロゲン耐性株の単
離とその性質

重盛一旦1、浅田浩二 (京都大・食研〉

メチルヴィオロゲン (MV) は光化学系 Iから電子を

受取り、酸素分子をー電子還元してスーパーオキシドを
生成する。らん藻での光・酸素ストレスに対する適応の

機構を探るためMV耐性株を SynechocySt i s PCC 6803 
より単離した。安定した耐性を示す株は以下の性質をも
っていた。

1 )母株に比べ 10 -5 0倍の耐性を示した。

2 )耐性株の生育は、通常の培養条件下(蛍光灯 2 W 
m -，、 27 'C. B G - 1 1培地〉では母株とほぼ同じで
あった。

3 )赤色光 (10 Wm-') によるクロロフィル蛍たの

定常レベルの高い株が存在した。

4) M V依存のMehler反応が母株に比べ低い株が多かっ
た。

5 )すべての株は、メトロニダゾル (MVと同様に酸素

をー電子還元する)および過酸化水素には耐性がなかっ
た。

6 )スーパーオキシドジスムターゼ、カタラーゼの活性
は母株と差がなかった。

以上の結果より、耐性株ではMV分子が光化学系 Iに接
近し、電子を受け取る率が母株よりも低いことが示唆さ
れた。この原因としては、 1) M Vの吸収能の低下、 2) 

細胞内での無毒化能が高い、または 3 )光化学系 Iの

還元側の構造変化が考えられる。

163 

-2

男
研

叫
一
晃
理

C
E
H
μ
 

o-

、、

山一

d
大

eE

、

n

-

1

E

 

Y
-
r
r
 

o
o
-
e
u
 

'

3

h

u

b

 

i
-
-
1
z
 

-
A
U
F
A
 

可

a

r

U

4
7
r
t
n

町"

4

干

C

2

依

S
に
達
山
研

ゼ

伝

.n
食

一
子
山
・

ナ
電
、
大

ゲ
的
剛
都

ロ
環
藤
京

ド
循
遠
(
〉

ヒ

ト

、

学

2
デ
内
玲
一
二
科

的

H
の
豊
浩
光

江

凹

日

米

百

陽

hA
州

日

浅

太

Synechocysti s 6803ではプラストキノン経由の呼
吸及び光化学系Iの循環的電子伝達がNAD(P)Hデヒド
ロゲナーゼ (NDH)に依存することを報告した (Mi et 
al 1992)。今回はその現象についてspheroplast と
チラコイドで更に検証した。
赤色光の照射下で、野生株のspheroplast及びチラ
コイドにNADPHを加えると、蛍光収率が高くなった。
これはプラストキノンがNADPHによって還元されるこ
とを示しているものと考えられる。 NADHは蛍光収率
に影響しなかった。ロテノン、 TTFA及びHgCl.はこの
増大した蛍光をquenchし、 NADPHからプラストキノン
への電子伝達の限害剤と考えられる。フェレドキシ
ンの存在下でNADP+を加えると、蛍光収率が一時的に
低下後、高くなった。これはNADP+がフェレドキシン
によって還元された後、プラストキノンに電子を供
与することを示している。この循環的電子伝達もロ
テノン、 TTFA、HgCl.に阻害された。なお、 NDH遺伝
子の欠損した変異株のM55から調製したspheroplast、
チラコイドでは以上のような現象は見い出されなか
った。これらの結果から、 Synechocystis 6803では
呼吸と光化学系Iの循環的電子伝達が両者ともNDH;を
経由していることが明らかとなった。

3pD03 
プラストシアニンの部位特異的 mutantの作成
Lee Byung HYUI11 J 日比野隆，高倍鉄子高倍昭洋
(名城大・理工・化名古屋大・農・生化制御)

演者遣はこれまで，大腸菌で発現させたプレカー
サープラストシアニンの invitroにおけるプロセ
ッシングと銅の取り込みについて報告してきた。一
方 J matureプラストシアニンの発現は大腸菌によ
る分解等のため蓄積しないという問題があった。今
回 J Sileneプレカーサープラストシアニンのシグ
ナルペプチド部分を改変することにより J mature 
プラストシアニンを大腸菌で発現させることができ
たので，その結果と部位特異的 mutantの作成につ
いて報告する。

プラストシアニンのシグナルペプチド部分にリジ
ンが導入できるようデザインしたオリゴヌクレオチ

ドを合成し J PCR法を用いて中間サイズのプラスト
シアニン遺伝子を作成した。これを発現ベクターに
組み込み大腸菌で発現させたところ，中間サイズの
プラストシアニンがサイトソルに J matureサイズ
のプラストシアニンがペリプラズマ空間に蓄積する
ことが明らかになった。 matureプラストシアニン
を大腸菌から精製したところ，このプラストシアニ
ンは銅原子を含んでおり，吸収スペクトル，酸化還

元電位 J P700およびチトクロムfとの反応性がホ
ウレンソウから精製したものとほとんど同じであっ
た。現在，プラストシアニンの acidicpatchおよ
び銅の配位子を変化させる皿utantを作成中である。



3pD04 
ダイコン葉フェレドキシンの複数成分とその構造

長井潔，小幡茂裕水上孝子先浜直子，新勝光

(神戸大・理・生物キシダ化学・研究開発グループ)

昨年の年会でダイコン葉には3種類のフェレドキシン (Fd

1. II. IV)が存在し、アミノ酸組成分析の結果から、 Fd1とIIは

和田ら(1)がダイコン葉から単躍したL-FdAに含まれる成分
で、 FdIVはL-FdBに相当することを報告した。今回はアミノ

酸部分配列分析によってこの3つのFdの構造の詳細を調べた。
フェニルー虫剤カラムを用いた疎水性問£によって単一成分とな

ったFd1は、カルボキシメチル化して逆相田£を行うとFdIa. 

I同 2成分に分離した。従ってダイコン葉C1)Fd，成分はIa.lb
II.IVの4種類となり、 Ia.Ib. IIはL-FdAに含まれる成分とな

る。この3成分の構造て調査の対象とした部分構造はL-Fd納
構造においてmicrohetero.胆"leitylの見られる8.55. 91. g:j残
基自のアミノ酸である。 FdIaの構造は-V8一(S55)-R91-V95一、

I~ま一(1 8)一 (S55)-R91-(I 9 5)一、 IIは一 1 8- (T55)-K引 ~5ーであっ

た(カッコ付はアミノ酸組成からの推定)。カッコ付のアミノ

酸についてアミノ酸配列分析による確認を残しているが、現時

点て唱月らかなことは、 L-FdAのmic叶Jeter噌ヨ-eityが3種のFd

の混在によるということである。 FdIVのN末端構造はAAY

KVKFITPDGDKEVEXDで、 19残基固まで同定でき

たが、 11残基目までが同定されているL-Fd防部分構造と完全
に一致した。さらに全構造の解析を進めている。

(1)恥d回.K. et al. (1989) J. Bioc同 s. 1田.619-625. 

3pD05 
地衣Cladoniavulcani Savicz.菌体のチトクロム
藤原雇晋ア京出壬芝士て木下靖浩¥山本好和1、吉村 庸2 、
百市雇"tE(東工大・生命理工・生命理、 1 日本ペイン卜側
・中研、 2 高知学園短大)

イオウゴケ (C・盟主笠iSavicz.)から得られた薗を培
養してその菌体中のチトクロムについて調べた。菌体を石
英砂とともにすりつぶし、さらにZymolyaseで処理したの
ち、 180.000x ~で遠心分離して得られる上澄みと沈殿
を、それぞれ、可溶性画分と膜画分として用いた。可溶性
画分はプロトヘムとへム三を含んで、おり、膜画分はヘム
a 、プロトヘム、ヘム Cを含んでいた。
膜画分はウマチトクロム三の還元型を酸化する活性を示
した。ごの活性は、最適pHが6.8、Vmaxは6.8s巴c-1で、
KCNで強く阻害された (Ki今lμM)。また、この活性のイ
オン強度依存様式は他の真核生物のチトクロム C酸化酵素
の場合と似ていた。膜画分の、 N.N.N・.N'テトラメチル一
旦一フェニレンジアミンを酸化する活性は100μMKCNで
も50%程度しか阻害されなかったので、との菌には2種
類の末端酸化酵素があると考えられる。
可溶性画分からは、カチオン交換樹脂を用いてチトクロ
ム♀を精製することができた。このチトクロムは、分子量
が13.900で、その還元型は549.5 nm、520nm、416nmに吸
収極大を示した。従って、乙のチトクロムは、他の真核生
物のチトクロム三と同様のものであるととが考えられる。
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3pD06 
鉄酸化細菌ThiobacillusferrooxidansのFe2+駿化系の分
子レベルでの研究
山里量生、甲斐正広、為我井秀行、矢野能弘、福森義宏
(東工大・生命理工・生命理)

鉄酸化細菌ThiobacillusferrooxidansはpH2でFe2+を
酸化して生育する。との細菌からFe2+の酸化に関与する電
子伝達系成分を精製して、それらの相互反応からFe2+酸化
系について考察した。
Fe2+から最初に電子を受け取る Fe(II)ーチトクロム C酸
化還元酵素は分子量63.000の非ヘム鉄タンパク質で、HiPIP
に似たアミノ酸配列をもっ分子量6.400のサプユニットの
集合体である。ごの酵素は、 Fe2+存在下にpH3.5でこの細
菌のチトクロムc-552 (s)の酸化型を速やかに還元す
る。銅タンパク質であるラスチシアニンはチトクロム♀-
552 (s) (可溶性)の存在下にごの酵素と反応する。チト
クロム c-550 (s) もチトクロムc-5 5 0 (m) (膜結合
性)もその還元型はとの細菌のチトクロム C酸化酵素で酸
化されるが、チトクロム c-552 (s) の反応性はチトク
ロム c-5 5 2 (m) のものの約4倍である。
チトクロム三酸化酵素はα吸収帯を595nmに示すのでこ
れまでチトクロム al と呼ばれてきたが、精製標品は l分
子中に2分子のヘムaと2原子のCuをもち、そのCO複
合体のスペクトルはチトクロムaasの場合とよく似てい
る。ただ、この酵素は3種類のサプユニットからなる最小
構造単位中に l分子のヘムaとl原子のCuをもち、之の
単位の2量体が活性ある酵素になっている。この酵素は、
pH 3. 5でチトクロム c-552 (s) 、c-552 (m) 、ラ
スチシアニンの還元型を酸化する。以上の結果より、との
細菌におけるFe2+酸化に関与する電子伝達系を推定する。

3pD07 
チトクロムピの電子伝達時に形成される遷移状態化合物

の蛋白質問相互作用に関する電気化学的考察
撲達夫、小浮真一郎、和田正徳(鳥取大・工・物質工)

酸化還元蛋白質問の電子伝達に先立って形成される遷

移状態化合物の分子間相互作用をモデル的に理解するた

めに、電極表面に適当な化学物質を吸着させた修鏑電極

を用いて、電気化学測定を行なった。光合成細菌 Rs.

rubrumチトクロムc'の酸化還元挙動が、 2-メルカプトコ
ハク酸修飾金電極上で準可逆的に行なわれることを見出

し、これまでに酸化還元電位や不均一反応速度定数の算

出をした。今回は、主に中性付近の測定条件下で得られ

た結果から、チトクロムc'の電極一蛋白質問相互作用に
ついて考察する。

Rs. rubrumチトクロムczや馬心筋チトクロムcを用い

た比較実験の結果、反応の可逆度はトータルの表面電荷

には影響されず、ヘム周辺のごく限られたアミノ酸残基

と電極修飾剤との局部的相互作用に影響されることが示

された。さらに、チトクロムピの電極反応の可逆度は、

イオン強度の増加にともない上昇し、溶液pHについては

pH8~9で最大となった。もし、ごの局部的な相互作用が
静電的なものであるとするならば、イオン強度の増加は

相互作用を弱めるように働き、可逆度は低下するであろ

う。したがって、この相互作用の実体は2ーメルカプトコ

ハク酸のカルボキシル基とヘム周辺のいずれかのアミノ

酸残基との聞の水素結合の可能性が大きい。



3pD08 
γ-ピロニル・トリテルペノイドサポニン(クロモサポニン 1) 

の電子供与性

注重量皇童、値見誠二、大堺利行1、橋本徹2

(神戸大・自然科学、 1神戸大・理・化学、 2神戸大・理・生物)

差是々 は、アラスカエンドウより、 295聞に吸収極大を持つ新
規のトリテルペノイドサポニンを鏑出しクロモサポニン 1(c 

SI)と名付け、 γ・ピロンとソヤサボニン Iの繍合体であるこ

とを報告した. 今回は、グラッシカーボン電極を用いたサイク

リックボルタンメトリーによって、 CSIが還元カを持つことを

確認したので報告する.

pH 7. 7の試験溶液中に10-100μMのCSIを加え
ると、明瞭な非可逆的な厳化波が得られた.ピ}ク電流が電位掃

号l速度に比例していることから、電極表面に吸着したCSIの酸

化による電流を測定しているのもと思われる.非可逆波が得られ

た理由は、 CSIの強化体の非可逆的分解によるものと思われる.

また、分光光学的測定により、キノンやチトクロムCがCSI

によって還元されることも確臨した.

これらの結果より、 CSIが生体内において電子供与体とし

て働いている可餓位が強く示唆された.

3pEOl 
イネフエレドキシン NADP+レダクターゼの器官特異的

cDNAと分子的特性

宣杢差之，土山直美，井田正二 (京都大・食研)

フェレドキシン NADP+レダクターゼ (FNR.EC. 1. 18. 
1. 2 )は、還元型フェレドキシン (Fd)手 NADP+の可逆

反応を触媒するフラピン酵素であり、光合成器官では、

NADP+を生成する。非光合成器官では逆反応により量元

型Fdが生成され、 N02一還元、グルタミン酸合成などFd-

依存酵素反応の電子供与体として働く。我々は非光合成

器官でのN03同化系酵素の一員として、イネの器官特異
的 FNRの酵素的特性とcDNAの構造を調ペた。

イネ葉 FNR抗体をプローブとして、イネ葉、板、登熟

種子由来のλgtllcDNAライブラリーから、 FNRcDNAを
クローニングした。葉と根の全長FNRcDNAは1.5kbであ
り、後者についてはその全塩基配列を決定した(ACごDl
2815)。根開RcDNAには、 318個のアミノ酸をコードす
る読み枠が存在し、光合成問Rに存在するFd結合部位、

NADP-PPi結合領域、 NADP+結合領媛、活性部位が認めら

れた。イネ葉開Rと他の光合成開Rのアミノ酸相同性は

80%以上であるのに対して、根町Rとのそれは約60%で
ある。したがってイネ開Rは種聞による相違よりも器官

特異性が高いことが示唆された。またイネ核ゲノムには

光合成四R遺伝子は1コピー、根町R型遺伝子は1コピ

ー以上存在することが判明した。
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3pE02 
葉緑体内リボースー5-リン駿キナーゼの精製とその性質

量且且、秋好淳子、湾輯ム、落合英夫

(島根大・農・応用生物機能学)

葉緑体における5-ホスホリボシルピロリン酸 (pRPP) 

の生合成を研究する過程で、リボースー5-リン酸の存在下、

ATPからADPが生成する活性がストロマ画分に検出された。

PRPP合成に関与する酵素であれば.AMPが生成する筈で

ある。ホウレン草葉より、硫安分画、イオン交換制くクロマ

卜、ヒドロキシアパタイト、ゲルロ過法を採用して、乙の酵素

をSDS-PAGE上で均一帯埠になるまで精製した。この酵素

のゲルロ過 (HPLC)による分子量は16万であり、 SDS
-PAGEによって求めた分子量が4万であったことより、この

酵素はテトラマーであろう。最適pHは7.6で、リボース、リ
ブロースー5-リン酸、リボースー1-リン酸、グルコースー1-リ

ン酸、グルコースーかリン酸、 PRPPなどの存在下では、

ATP由来のADP生成は検出されず、リボースー5-リン酸に
特期号である。 Kl佃 0¥1法により、リボースー1-リン酸とグルコ

ースー1.6-ジリン酸とからホスホグルコムターゼ作用によって合
成したリボースー1.5ージリン酸と、精製酵素の反応生成物は、陰

イオン支換樹目旨から同一濃度で溶出された。また1モルのリボ

ース当り、 2モルのリンと、酸で遊離される1モルのリンカ帯
在した。従って、本酵素はATPを用いて、リボースー5-リン
酸の1位をリン酸化するリボースー5-1)ン酸キナーゼであり、

生成物として、 ADPとリボースー1.5-ジリン酸を与える。

3pE03 
ヘクソカズラからのフラボノ ル0-グルコシルト
ランスフエラーゼの性質について
昼主阜、石倉成行(熊本大・理・生物科学)

さきに、ケンフエロールおよびクエルセチンの配
槍体を含むことを報告したヘクソカズラ (Paederia
S但 ndensv訂.皿irei、アカネ科)から、フラボノ
ールの配糖体化に関与する酵素を検出し、その性質
を調ペたので報告する。ヘクソカズラの若葉の粗酵
素抽出液から、硫安分画およびゲル溜過、 MonoQTM 
でのイオン交換クロマトラフイー、 Monop™でのク
ロマトフオーカシングにより、 F3GTおよびF7GTの2
種類のUDPーグルコース: フラボノール0-グルコシ
ルトランスフェラ ゼを分離・精製した。それによ
り、 F3GTおよびF7GTはそれぞれに、 140倍および136
倍にまで純化された。前者はケンフエロールの3位
に、後者はその 7位に特異的に、 UDトグルコ スか
らのグルコ ス分子を転移する。 F3GTは、ケンフエ
ロールのほか、クエルセチンやラムネチンに対しで
も活性を示すが、フラボノール配糖体に対してはほ
とんど活性を示さなかった。一方、 F7GTも同じよう
に、いくつかのフラボノールに対して活性を示すほ
か、それらの3位に結合糖をもっ配糖体に対しても
いくらかの活性を示した。両酵素の分子量は同一で
あったが、 plfI直は、 F3GTでは5.12、F7GTでは4.50で
あり、両者は著しく異なっていた。さらに、既知の
糖転移酵素と対比しながら、両酵素のそのほかの性
質についても合わせて報告する。



3pE04 
イネ培養細飽由来s-グルカンシンターゼII(GS-ll) 
の可溶化と精製
重量盤去、森田卓也1、三ツ井敏明1、伊賀上郁夫1

(新潟大・自然科学、 1農・応用生化)
イネ培養細胞のs-グルカンシンターゼにはゴルジ体膜
局在住のGS-1と細胞膜局在住のGS-llの二種類が認
められ、その性質には顕著な遣いが報告されている。 1) 

本報告においてはイネ培養細胞由来のGS-llを安定的に
可溶化し、精製することを試みた。イネ培養細胞より調

製されたマイクロソーム画分よりPEG/dextran水性二層法
を用いて細胞膜を単離し、 20mMTris-HCl(pH 7.5)， 0.8 
mHシュクロースモノラウレート溶液で懸濁しQOCに2時
間置き、出力200Wの超音被処理を30秒間行い、 100，000
×ι， 1時間の超遠心で得た上清申に総GS-ll活性量の
約80%が認められた。可溶化試料を20皿HTris-HCl(pH7.5)， 
0.8酬シユクロースモノラウレート溶液で緩衝化された

Q-Sepharose陰イオン交換カラム(15x120凹)に吸着させ、
400皿1の NaCl直線濃度勾配(O~1.0 H)、流速 O.9ml/皿in
で溶出した。得られたGS-llの比活性はマイクロソーム
比で約40倍に上昇した。 SDS-PAGEの結果、活性ピーク中
には 31kDaのポリペプチドが認められた。プロダクトエ

ントラップメントにより精製された試料中にも 31kDaの

ポリペプチドが認められたことから、このポリペプチド

はGS-llの触媒部位を有するサプユニットと考えられる。
1)日本植物生理学会 1990年度年会講演要旨 p.126

3pE05 
イネ懸濁培養細胞培地中の βー1.3-グルカナーゼ活性

並.J.J.L一車、小池説夫 1(農水省北海道農試、 i生物研)

高等値物の β-1.3ーグルカナーゼは、花粉の形成や

花粉管の伸長、種子の発茅・成長、病原菌に対する防

御などに関与する重要な酵素であり、多数の報告があ

るが、イネの β-1.3-グルカナーゼに関する知見はま

だない。我々は、きょう雑タンパク質が比較的少ない
と考えられるイネ懸濁培養細胞の培地から s-1， 3-グ

ルカナーゼの部分精製を試み、その性質を調べたので

報告する。酵素活性の測定は、基質としてEthy1Amin 

o Benzoate (EAB)でラベルしたラミナリトリオース (J.

Chromatog.品.8..1991.53)を用いてHPLCで行った。部分
精製には、 CM-Sepharose、ConA-Sepharose、Pheny1-Se

pharose、SephadexG-100を使用した。本酵素の至適pH
は5.0で、 2糖から 6糖までのEAB-ラミナリオリゴ糖

基質の中では、 EAB-ラミナリトリオースを最もよく分

解した。また、ラミナリンを基質として用いた場合、

主要分解産物(37"C、16hr)は、ラミナリトリオース及

びブドウ糖であった。一方、ゲル減過で見積もった本

酵素の分子量は約51.000で、 ConA-Sepharoseに結合

することから、糖タンパク質である乙とが示唆された。
また、本酵素は、等電点ゲル電気泳動によって等電点

(pI)が5.2及び6.4の2つの成分に分離した。
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3pE06 
タチナタマメ由来α.マンノシダーゼの精製とその糖鎖型の

推定
玄選盛盤率、藤山和仁、吉田敏臣(阪大，工ー生物工学国際交流

センター)

α.マンノシダーゼは、動植物に広く分布し、細胞内でのN-結
合型糖鎖付加機構におけるプロセッシングに関与していること

が知られている。

タチナタマメGacld氾飢.CanavaHa ensifonnis)由来 α.マンノシダ
ーゼは市販され、結鎖構造の解析に用いられている。さらに、
ゲルろ過において分子量約200，000の糖タンパク質で、 α(1幽2)，

α(1・3)，α(1・6)マンノシド結合を特異的に加水分解することが報
告されているが、その細胞内での生理的な役割Iや、一次構造及
び槍鎖については明らかにされていない。そこで、 α.マンノシ

ダーゼを精製し、糠鎖構造の解析を試みた。

本研究では、発芽したタチナタマメの種子より種々のクロマ

トグラフィーを用いて均ーとなるまで精製した。その結果、分

子量約44，∞O(L剖 b削1)と約66，OOO(H・subunit)の2つのサプユニ
ットから成るヘテロテトラマーであることを確認し、この結果
は、子葉のα.マンノシダーゼについての報告と一致している。

次に、 PAS染色による鱗鎖の存在の確認とμグリカナーゼ処理
によるN-結合型糖鎖の存在を確認した。そして、レクチン特異

性から、おおまかな糖鎖構造を推定した。その結果、 α.マンノ
シダーゼには、。結合型糖鎖は存在せず、 H-subunitにだけ高マ

ンノース型あるいは、複合型の坪結合型糖鎖が存在すると推定

した。
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Anwaruzzaman， Md. 大阪府大・農・農化

Aspuria， E.T. 東京大・応徴研

Beachy， R.N.τ'he Scripps Res. Inst.， U.S.A. 

Chang， Y.J. Dept. Biol.， Ewha Univ.， Korea 

Chory， J.τ'he Salk Institute， U .S.A. 

Chua， N.-H.τ'he RockefeIler Univ.， U.S.A. 
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Gibson， S. 
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Schiff， J.A. 

Schreiber， U. 

Shukla， V. K. 

Smithem， V.L. 

Somerville， C. 

Michigan State Univ.， U.S.A. 

理研・フロンティア

名古屋大・農・生化学制御

Wurzburg Univ.， Germany 

Univ. Toronto， Canada 

Univ. Florida， U.S.A. 

Dept. Biol.， Ewha Univ.， Korea 

Carlsberg Lab.， Denmark 

理研・フロンティア

Dept. Biol.， Ewha Univ.， Korea 

広島大・総科・自然

Seoul Natl. Univ.， Korea 

名古屋大・農・生化学制御

関西学院大・理・化学

理研・フロンティア

Univ. Michigan， U.S.A. 

Washington Univ.， U.S.A. 

Washington Univ.， U.S.A. 

Rothamsted Exp. Stat.， UK 

Banaras Hindu Univ.， India 

Royal Vet. Agri. Univ.， Denmark 

The Salk Institute， U .S.A. 

Univ. Tasmania， Australia 

Univ. Geneva， Switzerland 

Brandeis Univ.， U.S.A. 

Wurzburg Univ.， Germany 

Washington Univ.， U.S.A. 

九州大・理・生物

Michigan State Univ.， U.S.A. 
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名古屋大・農・生化

近畿大・農・食栄

名城大・理工・化学

熊本大・理・生物科学

日本女大・理

住友化学・宝塚総研

農水省・生物研

日医大・老研

東北大・農・園芸

名古屋大・農・生化学制御

東京農工大・農

石丸明恵 東北大・農・園芸

伊集院理江 日本女大・家政

石渡裕 東京大・農・農化

泉井桂 京都大・農・応用植物

伊勢島工I)"f美智子 北海道大・農・作物生理

磯良彰 東京大・農・農化

磯野協一

井田正二

静岡県大・食品栄養

京都大・食研

171 

講演番号 備考

lpBll、lpB12

2pE03 

lpB10 

3aE06、3pE04
lpE04 

lpEll、3aD04
2aD02 

3aD09 

2pC07 

3aG09 

。

。。。

lpB12、3aB08

2aG01 

0

0

0

0

 lpGll 

3aC12 

3aFOl 

2pG08 0 

lpBO~ lpB03 0 

O 

laE03 

O 

3pE03 ~ 

lpGll 

O 

2pB03 

laAll 

2aF07 

lpC12、lpC13、lpC14、lpC15 0 

S2aA5 ~ 

2aF07 

5

6

5

 

m
α
M
 

m
a
n
a

内‘d

勾

3

内

3

Q

U

O 

O 

O 

3aFll 

為B08

2pA02、3pEOl 。



備考

。
0

0

0

 

。。。。

。
O 

O 

。
O 

O 

号

lpB12 

3aD07、3aD08、3aD09

2pG07 

lpD12 

laA06 

laD03、lpDll、2aClO、2aD02

2aD09、2aDlO、2aDll、2aD13

2aD14 

laD07、laD08

3aE07 

番

2pC06 

2aE01 

2pD05 

lpGll 

2aD01 

lpBll 

3pA03 

2aD05 

3aEll 

2aElO 

3aBω 

演講属

農業環境技術研

福岡女大・生物

大阪大・蛋白研

京都大・農・農化

横浜市大・木原生研

植工研

基生研

京都大・木研

京都大・理・植物

名古屋大・農・生化学制御

日本女大・理

岡山大・理・生物

基生研

東京大・薬

九州大・理・生物

東京大・遺伝子

基生研・細胞生物

神奈川大・理・応用生物

富山大・理・生物

九州大・教養・生物

東京理科大・理工・応生

理研・太陽光科学

所名

市川裕章

市丸都

井手口隆司

伊藤文

伊藤喜誠

伊藤紀美子

伊藤繁

伊東隆夫

伊藤寿

伊藤正樹

伊藤玲子

稲垣純子

稲垣言要

稲垣善茂

稲田仁

稲場久美子

井上香織

井上和仁

井上弘

井上島理

井上康則

井上頼直

氏

。laB02， laB03、laF07

3aGOl 

0

0

0

0

 

lpC03 

lpFll 

laB06、 lpF13、lpG08

lpBOl 

laB09 

。0
0

0

0

0

lpE08 

2pD05、3aF15

laA09、3pB05
3aGlO 

3aD07、3aD08

3必05、3aB06、 3aB07

laElO 

laF12 

172 

九州大・理・生物

早稲田大・教育・生物

PI学園女短大・植物研

滋賀医大・生物

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化

植工研

広島大・理・植物

九州大・理・生物

理研・植物分子

大阪医大・教養・生物

福井県大・生物資源

基生研

京都大・理・植物

福山大・工・食品工

射場厚

今井宏

今泉和光

今泉員知子

今関英雅

今西俊介

今村順

入船浩平

岩崎郁子

岩崎俊介

岩崎尚彦

岩崎行玄

岩城雅代

岩淵雅樹

岩本博行



備考

O 

O 

O 

O 

O 

O 

0

0

0

0

0

 

。

口守

2pE02、3aC03

laE07、S2aA3

laB04、 laG05

laFOl、lpB14

番

laBll 

3aD05 

2aCll 

2aG12 

laAlO 

3aC05 

2pE03 

laB05 

3aE01 

演講

大阪府大・付属研

横浜市大・文理・生物

大阪府大・総合科学

金沢大・理・生物

静岡県大・薬

農水省・生物研

大阪市大・理・植物園

農水省・生物研

名古屋大・理・生物

京都大・理・植物

埼玉大・理・生化

帝京大・医・化学

鹿児島大・理・生物

東京大・理・植物

東京工大・生命理工・生体機構

東京大・応微研

属所名

つ
上田英二

上回健治

上回純一

上田寛子

上野明

上野修

植松千代美

宇垣正志

宇佐美昭二

丑丸敬史

牛山明

日田秀明

内海俊樹

内田英伸

内野良昭

内宮博文

氏

O 

S3aA5、 laAll、2pA07、2pA08

2pA09、3aBlO、 3aBll、3aB12

2aD04 

2aG04 

2pA07、2pA08、2pA09

laC03 。
O 

O 

2pC08 

3pB03， 3pB04 

3pB04 

lpC04 

岡山大・理・生物

京都大・木研

東京大・応微研

東京大・農・農化

明治製菓・生物科学研

理研・植物分子

ぼくさん中研

静岡県大・薬・放射薬品

内海恵一郎

梅津俊明

梅田正明

梅原洋佐

梅村賢司

浦尾さとみ

浦尾剛

海野けい子

O 

。
O 

O 

O 

lpC07、3aE02
laC07 

2pF06 

2aD09、2pD07

laE04 

lpE05 

3aBOl 

2aB似

2aFOl 

。。3pD07 

3pDOl、3pD02

173 

広島大・生物生産

岡山大・資生研

東北大・教養

岩手大・農・細胞育種

富山大・理・生物

農水省・森林総研

東京大・理・植物

東京理科大・理・生物

神戸大・理・臨海実

鳥取大・工・物質工

京都大・食研

え

江坂宗春

江崎文一

江刺洋司

江尻慎一郎

江尻成美

枝重有祐

江藤亜紀子

榎並勲

榎本幸人

撰達夫

遠藤剛



備考

O 

仁ゴ

'5 番

lpB12 

laAOl 

演講属

東京理科大・基礎工・生物工

京都大・化研

所名

遠藤朋子

遠藤英樹

氏

。。。
0

0

0

0

0

 

。

。
O 

。

O 

O 

0

0

0

 

。。

0

0

0

 

O 

O 

2aC06 

3aG07、3aG08
2pA03 

3pD08 

laB05、3pB02

lpF06、lpF12

laF04 

2aFOl、2aF02

laDll 

laB05、3aB13、3pB02

laC02 

laOO5 

2pD02、2pD05

2aF09 

S2aAl、3pD02

lpB05、lpB06

3aE09、3aF04

2aD13 

lpC04 

3pA04、3pA05

3aC06 

3aB06、 3aBσ7

3aD06 

laA08 

laG10 

laA06 

lpE02 

3aGlO 

2aG06 

住友化学・宝塚総研

大阪大・理・生物

大阪大・教養・生物

農水省・食総研

神戸大・理・化学

農水省・生物研

東京大・教養・生物

東京大・理・植物

東京工業大・生命理工・生体機構 3aF03

横浜市大・文理・生物

北里大・衛生・遺伝生化

農水省・農研センタ

京都大・理・植物

埼玉大・理・生化

東北大・理・生物

帯広畜産大・生物資源化学

関西学院大・理・化学

農水省・生物研

東京大・農・農化

協和発酵・筑波研

東京大・教養

電総研

農林水産技術情報協会

新潟大・農・農化

京都大・化研

香川大・農・生物資源

大阪医大・教養・生物

宝酒造ノ〈イオ研

静岡県大・薬・放射薬品

東京都立大・理・生物

横浜市大・文理・生物

東亜合成

九州大・教養・生物

大阪府大・応科工研

理研・太陽光科学

lpE04 

laAOl 

3aE01 

174 

お
大江田憲治

大岡宏造

大川和秋

大倉哲也

大堺利行

大島正弘

大隅良典

太田にじ

太田啓之

太田豊

大槻健蔵

大槻義昭

大坪憲弘

大西純一

大野剛義

大橋伸一

大橋直人

大橋祐子

大畑智子

大林正也

大森正之

大柳宏之

大山勝夫

大山卓爾

岡穆宏

岡崎勝一郎

岡崎芳次

岡淳一秀

岡田目二

岡本龍史

岡本尚

岡本雅次

岡山繁樹

小川宏蔵

小川晃男



氏 名 所 属 講 演 番号 備考

沖中泰 協和発酵・筑波研 lpB05、lpB06

沖原清司 農水省・生物研 lpF07、3aF13、3aF14 。
萩原均 農水省・東北農試 O 

奥達雄 九州大・農・林学 2pD02 

奥八郎 岡山大・農 laG07、laG08

小串泰之 東京都立大・理・生物 3pA06 

奥田一雄 高知大・理・生物 SlpA4 

奥村剛一 京都府大・農・農化 2aC12 

奥村奈巳 東京大・農・農化 laC03 

奥村信巌 東京都立大・理・生物 laD09 O 

奥山徳二 東京工大・生命理工 2pE08 

小倉長雄 千葉大・園芸 lpG07 

長船哲費 東京医大・微生物 laF08 O 

小津真一郎 鳥取大・工・物質工 3pD07 。
小島邦彦 東北大・農・応用生化 3aD02、3aG04

小田和司 横浜市大・木原生研 2aEll O 

小田茂 PI学園女短大・植物研 lpC03 

落合英夫 島根大・農・生物機能 3pE02 

小野寛治 岡山大・資生研 laC05 O 

小野高明 理研・太陽光科学 2aD13， 2aD14 。
小幡茂裕 キシダ化学・研究開発 3pD04 O 

小尾一郎 京都大・農・農化 3aG09 

小俣達男 名古屋大・農・農化 S3aAl、lpE12、lpE13、lpE14 。
為003

か
甲斐正広 東京工大・生命理工・生命理 3pD06 

加川貴俊 東京都立大・理・生物 2aE06 O 

柿本辰男 大阪大・理・生物 lpG13、2pF03

賀来章輔 九州大・教養・生物 O 

賀来華江 農水省・生物研 laG09 

角田英男 新技団・水谷植物情報物質 lpG01 

角谷忠昭 京都大・農・農化 3aG09 O 

角野冨三郎 大阪大・蛋白研 lpD02 O 

掛川弘一 農水省・森林総研 2aGOl 

葛西身延 岡山大・資生研 laC08、3aFlO O 

笠原宏一 北海道東海大・工 O 

風間圭子 横浜市大・文理・生物 2aE01 

風間靖子 国際基督教大・生物 O 

175 



備考

。
号

2pA03、3aF05，3aF06、3aF07

3aFll 

番演講属

農水省・食総研

所名

笠毛邦弘

氏

O 

O 

O 

O 

O 

O 

2pB06 

2pD05 

2aC06 

2pD02 

3aG06 

2aG06、2aG07

3aC07 

2aC07 

laFll 

3aE05 

3aB06 

3aBlO 

2aB09 

。

O 

O 

。

0

0

0

0

 。
0

0

0

0

0

 

O 

S2aA6、2aB位、 2pD07、3aDlO

2aF04 

3aC04 

lpElO、2aGll、3aF08

2pB06 

laA08 

lpG13 

2aB06、2aBσ7

SlpA6 

laA09、2aE04、2aF05

lpE08 

laE09、laElO

3aE02 

lpD07 

lpG02 

laG08 

3aD06 

3aFOl 

laC02 

2aE06 

176 

姫路工大・理・生命

京都大・農・農化

福岡女大・生物

住友化学・宝塚総研

北海道農試

福岡女大・生物

福岡女大・生物

岡山大・資生研

静岡県大・食品栄養

京都大・理・植物

総研大・生命

北海道農試

北海道大・理・植物

宝酒造バイオ研

名古屋大・教養・生物

東京大・理・植物

埼玉大・理・生体制御

京都大・理・植物

日本女子大

新日錨(株)

三井植物バイオ研

広島大・生物生産

海洋バイオ研・清水研

東京都立大・理・生物

埼玉大・理・生化

東京大・農・農化

財・環境科学総合研

名古屋大・農・園芸

京都大・農・農化

北里大・教養・生物

東北大・農・応微

大阪大・理・生物

農水省・果樹試

岡山大・理・生物

筑波大・生物

広島大・理・植物

菓子野康浩

梶矢弘美

梶原英子

数岡徹

堅木育雄

片山洋子

香月良江

且原真木

勝村孝子

桂真昭

加藤朗

加藤明

加藤敦之

加藤部之進

加藤潔

加藤栄

加藤真司

加藤哲也

加藤登紀子

加藤敏朗

加藤友彦

加藤直洋

加藤美砂子

門田明雄

金井龍二

金津健二

金森正雄

金山喜則

鐘ケ江健

金勝一樹

金子淳

金田剛史

嘉納ゆり子

鎌田尭

鎌田博

鎌田光宜



氏名

蒲池浩之

上口美弥子

神阪盛一郎

神谷明男

神谷信夫

神谷勇治

神山勉

亀井信明

亀山忠幸

唐沢佳子

河合文雄

川合真紀

河岡明義

川上直人

)11北弘

川口健太郎

川口正代司

川崎信二

川嶋一郎

河野重行

川畑俊一郎

河部逼

河村幸雄

川本邦男

河本朋広

河盛阿佐子

萎照玩

萎鳳中

神崎朋美

神取秀樹

き
喜久田嘉郎

菊地彰

菊地泰弘

木須康智

北憲明

所 属

九州大・農・林学

名古屋大・農・生化学制御

大阪市大・理・生物

帝京大・薬・化学

理研・結晶学

理研・フロンティア

理研・生物物理

関西学院大・理・化学

関西学院大・理・化学

宮城教育大・生物

財・環境科学総合研

東京大・応微研

山陽国策パlレプ・生物研

横浜市大・木原生研

農水省・蚕昆研

北海道農試

東京大・教養

農水省・生物研

東京大・農・農化

東京大・理・植物

九州大・理・生物

農水省・蚕昆研

農水省・食総研

京都大・食研

大阪大・工・応生

関西学院大・理

名古屋大・農・生化学制御

理研フロンティア

東邦大・理

分子研

北海道大・農・植物

筑波大・生物

協和発酵・筑波研

広島大・生物生産

東京工大・生命理工
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講演番号

2pD02 
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3

4

5

1

A

h

7

6

3

3

1

4

3

2

1

7

 

〉

O

α

1

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

G

F

B

F

G

A

D

B

D

G

G

C

D

 

a

a

a

p

a

a

p

p

p

h

a

a

p

p

a

 

1

3

1

1

1

3

2

2

3

2

1

1

2

3

 

lpG03、lpG04、2pB01、2pB02 0 

2pG05 0 

lpB05、lpB06

3aE02 0 

lpD13 0 

備考

0

0

0

 。

O 

O 

。
。
O 

O 

O 

O 



氏名

北川泰弘

木谷和重

北村晃司

北村真美

木戸毅

鬼頭俊而

木下和久

木下俊則

木下靖浩

金賢貞

木村佳代

木村信

京正晴

経塚淳子

清)11繁人

清末知宏

清田誠一郎

金鉄

く
九鬼導隆

楠正美

楠見健介

楠見武徳

楠元範明

朽津和幸

久保明弘

久保田守

熊崎茂一

倉石晋

倉田哲也

栗林郁夫

栗林秀人

栗本宜孝

栗山昭

黒岩常祥

黒岩晴子

黒崎文也

所属

名古屋大・農・園芸

トヨタ自動車(株)

京都大大学院・人間環境

東京理科大・理・生物

近畿大・農化

大阪府大・付属研

東北大・理・生物

九州大・理・生物

日本ペイント(株)・中研

農水省・食総研

講演番号 備考

2aGll 

1pE09 

2aD12 

2pD07 

2aF09、2aF11

3aC05 

1aA06 

2aE12、2aE13

3pD05 

2pA03 

O 

0

0

0

 

O 

名古屋大・農・園芸 1pElO 

新潟大・自然科学・生命システム 3aE06 

香川大・農 1aB07 

植工研 2aB07 

協和発酵・筑波研 1pB05、1pB06

理研・植物分子

農水省・生物研

金沢大・理・生物

関西学院大・理・化学

明治大・理工・物理

九州大・理・生物

徳島大・薬

早稲田大・教育・生物

農水省・生物研

国立環境研

基生研

分子研

広島大・総科・自然環境

北海道大・理・植物

新潟大・自然科学

関西学院大・理

コベルコ科研

財・環境科学総合研

東京大・理・植物

共立女短大・生物

富山医薬大・薬
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O 

3pB06 

1pE01、1pF07、3aF13
0

0

0

 

1pD05、1pD06、1pD07 (Q) 

2aD13、2pD01 (Q) 

1aF07、3aF15 () 

2aF08 

1aD07、1aD08 (Q) 

1aG09、1aGlO、 1aGll (Q) 

S3aA2、 2pC04 (Q) 

2pE05 

3aD07 

1pG09、2pG02、2pG03、2pG06 (Q) 

2aE03 () 

3pE04 (Q) 

2aD14 

1pD03、1pD04

3aC04 () 

1aF01、1aF02.， 1aF03、1aF04 (Q) 

1aF05、1pB14、3aB02

1aF01、1aF02

1aG12 () 



氏名

畔柳聡

黒柳正典

桑原朋彦

v 

、ー
小池説夫

小池孝良

小岩尚志

幸路次郎

幸田泰則

香田祐美子

河内宏

河内光博

河野匡

光部篤人

小神浩幸

木崎暁子

児下佳子

小島晶子

小島峯雄

小杉俊一

小瀬村誠治

小谷俊之

児玉浩明

後藤伸治

後藤美和

後藤由季子

後藤洋子

五藤竜太

小西智一

小林京子

小林裕和

小林正智

小林善親

駒嶺穆

米田好文

小山泰

所 属

福山大・工・生物工学

静岡県大・薬

筑波大・生物

農水省・生物研

農水省・森林総研・北海道

京都大・農・農化

大阪大・理

北海道大・農・植物

大阪府大・農・農化

農水省・生物研

愛媛大・農

東京ガス・フロンティア研

名古屋大・農・農化

北海道大・理・植物

京都大・農生

静岡大・農・生物生産科学

名古屋大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

農水省・生物研

慶応大・理工・化学

金沢大・理・生物

九州大・理・生物

宮城教育大・生物

広島大・生物生産

東京大・生化

農水省・生物研

岡山大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

静岡県大・食品栄養

静岡県大・食品栄養

理研・フロンティア

九州大・農・林学

東北大・理・生物

東京大・遺伝子

関西学院大・理・化学
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講演番号

1aB01 

1aBll 

3aE12 

備考

O 

1aClO、 3pE05 @ 

S3aA5 

1pC08 0 

O 
1pG03、1pG04、2pB01 @ 

1aE01 

1aA06、1aA07、1aG10、1pE02

1pC05 

S1pA5 

1pE14 0 

S3aA5 

S3aA4、1pE15、2aF09.、 2aF11 0 

2aC01 

1aAlO 

1aG03 @ 

3aB13 0 

1pG01 。
1aB位。

2aF06 @ 

3aE02 

1aA09 

1aB05 

3aC13 0 

1aF09 0 

2aBω 
1aBll、1aE01、1aE05、2aB08 @ 

2aB09 

2aE07 

3aD12 @ 

1aA06、1pF14、1pF15、3aE04 @ 

2pA04、3pA03

1aDll、1pD01、1pD02、1pD03 0 

1pD04、1pD05、1pD06、1pD07



備考

。

。。。

Eコ
下コ「

2pE06、3aC12

S3aA2、 lpEll、2pC04、2pE05

番演

2aG07 

講属

埼玉大・理・生化

宝酒造バイオ研

金沢大・理・生物

基生研

国立環境研

所名

是枝晋

近藤昭弘

近藤淳

近藤孝男

近藤矩朗

氏

。

。
O 

3aFll 

2aD08 

laG08 

lpDlO 

lpGlO、 lpG14

2aE04 

0

0

0

0

0

 

laC04 

2aB01、3aE03
lpGll 

laF03 

lpC01 

2pB04 

2pA03 

lpE01、lpF07、2pC09.、 3aF13
3aF14、3aG06
laA06 

理研

甲南大・理・生物

新日錨(株)

東京理科大・応用生物

東京大・農・農化

筑波大・生物

農水省・草地試

大阪大・理・生物

日本女大・理

東京大・理・植物

北海道東海大・工・生物工

名古屋大・農・農化

農水省・食総研

農水省・生物研

さ
薬晃植

西傑由美子

粛藤公児

斎藤智

斎藤臣雄

斎藤力

斎藤祐二

佐伯和彦

早乙女真紀

酒井敦

榊剛

榊原均

榊原祥清

坂野勝啓 。

。。。。

。。

2aC12 

2pA05 

3pD04 

2pFI0 

lpG10 

lpG09、2pG02、2pG03、2pG06
laD07、 laD08、 lpCO~ 3aG01 

3aG02 

3aF04 

東北大・理・生物

京都府大・農・農化

総研大

三井東庄化学ライフサイエンス研

神戸大・理・生物

上智大・理工・化学

理研

広島大・総科・自然環境

早稲田大・教育・生物

坂部みどり

坂本敦

坂本敏夫

坂本正弘

先浜直子

作田智洋

桜井成

桜井直樹

桜井英博

O 

0

0

0

 

laA12、2aE02

S3aA2、 lpEll、2pC04
3aC14 

2pE08 

2aD09 

180 

京都大・農・食工

岡山大・資生研

理研・ FRP

国立環境研

岡山大・理・生物

姫路工大・理・生命

東京工大・生命理工

佐々木幸子

笹田直樹

雀部博之

佐治光

定金豊

佐藤和彦

佐藤和敬



氏 名

佐藤公行

佐藤忍

佐藤隆英

佐藤勉

佐藤敏生

佐藤直樹

佐藤文彦

佐藤守

佐藤康

佐藤美子

佐藤良

里津智美

真田哲朗

真田幸香

佐野恵子

佐野智

佐野俊夫

佐野浩

佐野芳雄

津嘉弘

津木弘道

津田信一

し
椎名隆

塩井祐三

重岡成

重森康司

志田由起子

七傑千津子

篠崎恵美子

篠崎一雄

篠崎和子

篠崎真輝

篠崎靖宏

篠田徹郎

所属 講演番号 備考

岡山大・理・生物

筑波大・生物

千葉大・園芸

東北大・理・生物

広島大・理・植物

東京学芸大・生命科学

京都大・農・農化

農水省・蚕昆研

東北大・理・生物

宝酒造ノ〈イオ研

O 2aD04、2aD05、2aD06、2aDl1

2pG05 

lpG07 

laBl0 

lpB16、2aC08、2aC13

lpB14、3aF02

lpC08 

3aG06 

3aE04 

2aG06 

。
0

0

0

 
O 

。
三井東圧化学ライフサイエンス研 2pA05

農水省・果樹試 2pGOl 

金沢大・理・生物

九州大・農・食化工

京都大・食研

東京大・理・植物

海洋ノ〈イオ研・清水研

国立遺伝研

島根大・農・生物機能

名古屋大・農・農化

弘前大・理・生物

。lpCl1 

2aC05 

2pC03 

3aC09 

3aFOl 

2pA04 

3pE02 

2aB03 

S2aA4、laE07

O 
O 

O 

O 

京都大大学院・人間環境 2aBll (Q) 

東京工大・生命理工・生体機構 lpD13、lpD14、lpD15、2pE08 (Q) 

3aF03 

近畿大・農・食栄

岡山大・理・生物

新潟大・農・農化

神戸大・理・生物

福岡女大・生物

理研・植物分子

laE03 0 

2aDOl 0 

lpE04 

2aE09 (Q) 

2pD05 

laA09、3aB05、3pB03，3pB04 0 
3pB05、3pB06

laA09、3pB03，3pB04、3pB05 0 
3pB06 

2aF12 0 

lpFl0 

lpFl0 

理研・植物分子

京都大・農・応植

日本たばこ・たばこ中研

農水省・野菜茶試

181 



備考

。。。

Eコ
?ゴ番

lpE05 

laF09、lpB07

laA05 

演講属

高砂香料総研

農水省・森林総研

目立・基礎研

大阪大・理・生物

所名

篠原麻男

篠原健司

篠村知子

柴岡弘郎

氏

。
SlpA2、lpF08、lpF09、lpG13

2pF03、2pF04

laE09、laElO、 laEll、2aG04

2aG05 

三井植物バイオ研柴田大輔

。0
0

3pE02 

laG09、laGlO、 laGll

2aE12、2aE13

2aB02 

O 

O 

2aF13 

laD05、laD06、laD09、laDlO

laD12、lpDlO

鳥取大・農・生物機能

農水省・生物研

九州大・教養・生物

東レリサ チセンタ一

大阪市大・理・生物

東京都立大・理・生物

柴田均

渋谷直人

島崎研一郎

島津恒夫

島田敦子

嶋田敬三

O 

O 

O 

O 

lpF02 

2aB04 

lpB05、lpB06

lpD03 

laF12、 lpBl~ 2aB07、 3aB07

3aB08 

農水省・農業研究センタ

総研大・生命

三井植物バイオ研

東京工大・生命理工・生体機構

協和発酵・筑波研

松下テクノリサーチ

植工研

島田信二

嶋田知生

島田浩章

島田裕士

嶋田幸久

島村敏夫

島本功

。laD03、2aClO

2pE05 

2pB04 

lpD14 

埼玉大・理・生化

国立環境研

名古屋大・農・農化

宮崎大・農

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

3aF03 

2aC04、2aC05

3aGOl、3aG02

lpF14、lpF15

laG04 

S3aA5、 3aF09

laG07、laG08

3aD03 

laEll 

2aD09、2aDlO

3pD04 

2aF03 

東京工大・生命理工・生体機構

佐賀大・農・遺伝子工学

九大・農・食化工

早稲田大・教育・生物

東北電力・応技研

東京大・教養・基礎科学

筑波大・生物

岡山大・農

新潟大・理・生物

三井植物ノ〈イオ研

理研・太陽光科学

神戸大・理・生物

182 

清水徳朗

清水英幸

清水仁志

下川敬之

下河原浩介

下嶋美恵

下村尚生

城斗志夫

城市篤

庄司雄一

庄野邦彦

庄野真理子

白石友紀

白岩善博

白野由美子

沈建仁

新勝光



備考

。。

号

1pE08 

1aA02 

1aA07.、 3pB01

S1pA5、2pF09、3aF13

番演講属

広島大・理・植物

工技院・生命工学研

大阪大・工・応生

姫路工大・理・生命

所名

神幸夫

進士秀明

新名惇彦

新免輝男

氏

。。。
1aD03， 2aClO 

3aE03 

2aB倒、2aB05、2aB12、2pE06

1aG06 

O 

1pG02 

2aF04 

1pB08、1pB09、1pB10

2aD08 

O 

1pB12 

1pB08、1pB09、1pB10

2aF10 

O 

O 

1aC04 

1pE02 

1pF08、1pF09
1pE12、1pE13、1pE14、2aB03

2pB04 

埼玉大・理・生化

大阪大・理・生物

富山大・理・生物

愛知教育大・生命

理研

埼玉大・理・生体制御

名古屋大・遺伝子

甲南太・理・生物

東京理科大・基礎工・生物工

名古屋大・遺伝子

近畿大・農・植生

農水省・草地試

香川大・農・生物資源

大阪大・理・生物

名古屋大・農・農化

す
須江七丈

末次由美

菅井道三

菅沼教生

菅原二三男

育原康剛

杉浦目弘

杉浦美羽

杉田耕一

杉田護

杉野守

杉信賢一

杉本昭夫

杉山純一

杉山達夫

O 

O 1pF14、1pF15、3aE04
3aB13 

3aFll 

明治大・農・農化

東北大・理・生物

農水省・生物研

東京大・農・農化

0

0

0

0

0

0

0

0

 。

1pE12、1pE13

3aC01、3aC02
1pBll 

3aG02 

1aA02 

1aD02 

3aD04 

3aE12 

3aD01 

名古屋大・農・農化

茨城大・理・生物

工技院・生命工学研

埼玉大・理・生化

東京工大・生命理工

農水省・東北農試

筑波大・生物

名城大・農

京都工繊大・繊維・応生

東京理科大・基礎工・生物工

早稲田大・教育・生物

183 

杉山民二

杉山宗隆

鈴鹿巌

鈴木昭憲

鈴木淳文

鈴木石根

鈴木英治

鈴木馨

鈴木一矢

鈴木玄樹

鈴木健策

鈴木恒平

鈴木茂敏

鈴木健夫

鈴木徹也

鈴木幹雄



氏 名

せ
関原明

関口道

関根政実

関野景介

関本弘之

関谷次郎

そ
曾我麻美子

曽根裕

園池公毅

園部誠司

fこ
田井さおり

高市真一

高木正伸

高木慎吾

高巣正子

高瀬尚文

高田英夫

高田泰弘

高根健一

高野泰吉

高野博嘉

高野美佳

高野光男

高橋淳

高橋哲郎

高橋信孝

高橋正昭

高橋真澄

高橋裕一郎

高橋陽介

高橋良二

高浜有明夫

高部圭司

所属

広島大・理

東北大・農・園芸

大阪大・工・応用生物

新潟大・理・生物

筑波大・生物

京都大・農・農化

東レリサーチセンター

筑波大・生物

東京大・理・植物

大阪大・理・生物

静岡県大・薬・放射薬品

日本医大・生物

愛知教育大・生命

大阪大・教養・生物

福岡女大・生物

京都大・理・植物

北海道大・理・植物

香川大・農・生物資源

名城大・農

東京大・理・植物

新潟大・理・生物

大阪大・工・応生

北海道大・農・植物

(財)サントリ 生有研

理研

甲南太・理・生物

広島大・総科・自然環境

岡山大・自然科学研究科

東京大・理・植物

北海道農試

九州歯大・生物

京都大・農

184 

講演番号 備考

2aB08 

2aF07 

laA07、3pBOl
3aD03 

lpB13 

2pG08、3aEll

。。
O 

2aB位。

lpB13 0 

lpDll、3aDlO (Q) 

SlpA2、lpF08、lpF09、2pF04 0 

lpC04 

lpD08、lpD09、lpDlO

laG06 

2aE05 

2aC07 

3aB05 

。
。
0

0

0

0

 

lpE06 

lpE02 

3aD01 

laF05 

2aGI0 

3pB01 

lpG04 

2pE凶

lpGlO 

2aD08、3aD14
lpG09 

S3aA3、2aD03，2aD04 

3aC09 

2aC02 

2aG03、3aC08

2aG04 

。
O 

O 

。
。
。
O 



備考
Eヨ
下"]番演講属所名氏

。。

1pC12、1pC13、1pC14、1pC15

3pD03 

1aD01、3aD01、3pD03
1pD13、1pD14、1pD15、2pE08

3aF03 

名古屋大・農・生化学制御

名城大・理工・化学

東京工大・生命理工・生体機構

高倍鉄子

高倍昭洋

高宮建一郎

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

2aC08 

2pB05 

2pE04 

1aE03 

2aGlO 

1aB06 

2aD06 

2aC13 

広島大・理・植物

広島大・理・植物

京都生物研

岡山大・理・生物

農水省・生物研

農水省・野菜茶試

京都大・農・農化

近畿大・農・食栄

新潟大・教養・生物

名古屋大・農・生化学制御

東北大・農・園芸

京都府大・生科

高山喜晴

滝尾進

瀧本敦

田口富美子

武市哲郎

竹内敦子

竹田淳子

武田徹

武田宏

武田穣

竹能清俊

竹葉剛

。
O 

O 

O 

0

0

0

0

 

。

O 

O 2pB07 

2pE07 

1aB10 

1aF06、1pD12
1aB的、 3aE01

2aF09.、 2aF10、2aFll

2aC13 

2aF07 

S3aA4、1pE15、1pG05、2aF09

2aF10、2aF11

3aGll 

1pE02 

2pE07 

2aF05 

O 

S3aA2、 1pC01、2pC01、2pC04

1pG06 

2aC12 

1pE08 

3aG02 

1aD01， 1pD12、3aD01

1

2

2

8

 

n
u
n
U
A
U
n
U
 

G

G

E

D

 

n
y
a
u
n
Y

免
M

ウ
&
唱
i

1

A

司

4

185 

福井工大・応用理化

香川大・農・生物資源

岡山大・農・細胞

筑波大・生物

新日錨(株)・先端技術研

岡山大・農・細胞

東北大・理・生物

京都大・理・植物

横浜市大・文理・生物

甲南大・理

広島大・理・植物

国立環境研・生物

静岡大・農・生物生産

京都府大・農・農化

農水省・果樹試

広島大・工・醗酵

香川大・農・生物資源

甲南太・理・生物

広島大・理・植物

早稲田大・教育・生物

名城大・理工・化学

田沢仁

田島茂行

多田幹郎

立川佳伸

立木光

辰巳隆司

立石佳之

田中歩

田中一朗

田中修

田中克幸

田中浄

田中邦明

田中園介

田中敬一

田村耕一郎

田中耕二

田中隆行

田中政司

田中正浩

田中義人



氏 名

田中喜之

田辺史生

谷口光隆

谷津克行

谷田昌稔

谷本英一

谷本静史

谷本峰規

田林紀子

田原誠

玉井直人

玉置雅紀

田宮徹

田村典明

為我井秀行

樽井裕

ち
茅野充男

千葉一弘

張平

張明

長雅子

趨銃橘

陳功祥

ーコ
塚田美樹

槻木竜二

辻公博

辻英夫

辻野義雄

土屋隆英

土屋亨

土屋博

筒井泉雄

都筑幹夫

角山雄一

所属

農水省・生物研

名古屋大・遺伝子

名古屋大・農・農化

大阪大・産研

北海道グリーンバイオ研

名古屋市大・教養・生物

佐賀大・農

福山大・工・生物工学

北海道グリーンバイオ研

新日繊(株)

金沢大・理・生物

愛知教育大・生命

上智大・理工・化学

福岡女大・生物

東京工大・生命理工・生命理

大阪市大・理・植物園

東京大・農・農化

東京農工大

東京大・応微研

東北大・教養・生物

北海道大・理・植物

理研フロンティア

京都大・食研

東京大・教養・生物

総研大・生命

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

神戸大・自然科学

上智大・理工・化学

岩手大・農・細胞育種

金沢大・理・生物

生理研・生体膜

東京大・応微研

京都大大学院・人間環境学

186 

講演番号

laC09、laClO
lpB08 

2pB03 

2pA04 

2pG04 

lpC09、2aF03

2pB08 

2pA04 

laG08 

lpCll 

laG06 

2pFI0 

2pD02、2pD05

3pD06 

2pE03 

laCOl、laC02、laC03、3aE08

3aG05、3pA02、3pA03
laC09 

3aF12 

lpE05 

lpE06 

lpG12 

2pD03 

lpF06 

laFlO 

laDlO 

laF06、lpD12、lpG05、2aCl1

3pD08 

2pFI0 

3aBOl 

3aG08 

2pB07 

2aB11 

備考

。。。

。
O 

。
O 

。
O 

0

0

0

0

 

O 

O 

。
O 

0

0

0

 
O 



備考

0

0

0

0

 

号番

laBOl、2pB08
2aG12 

lpG09、2pG06
3pD08 

演講属

福山大・工・生物工学

埼玉大・理・生化

広島大・総研・自然環境

神戸大・自然科学

所名

壷井基夫

円谷陽一

鶴崎健一

鶴見誠二

氏

O 。

O 

O 

3pA06 

S2aA6 

側

印

刷

阿

武

東京都立大・理・生物

東京大・理・植物

三重大・遺伝子

江崎グリコ生化研

植工研

広島大・生物生産

京都大・理・植物

大妻女大・一般・生物

て
寺崎容子

寺島一郎

寺田智子

寺田善信

寺田理枝

寺本貴則

寺本陽彦

手呂内伸之

0

0

0

0

0

 

。。。

。
O 

2pE08 

2aE05 

laA08 

laE04 

S3aA5 

2aFOl、2aF02
2aE04 

2aD07 

2aGOl 

2aG06、2aG07

2pG02 

2pC08 

3pE01 

2aD09 

2aB11、2aD12

laG07 

lpE08 

3aBOl 

宮崎医大・生物

大阪大・教養・生物

北里大・教養・生物

大阪府大・農・農化

北海道大・理・植物

帯広畜産大・生物資源化学

基生研

農水省・生物研

日本タバコ・たばこ中研

鹿児島大・教養

平安女学院短大

広島大・総科・自然

明治製菓・生物科学研

京都大・食研

理研・ FRP

京都大大学院・人間環境

岡山大・農

広島大・理・植物

岩手大・農・細胞育種

と
土井道生

董夏静

道家建二郎

渡海寛

土岐精一

得字圭彦

徳富哲

徳富光恵

飛田哲也

富田英津子

富永義人

富永るみ

友田善久

土山直美

豊島近

豊島喜則

豊田和弘

豊原源太郎

鳥山欽哉

2aCOl 

3aCll、3pA02、3pA03

187 

静岡大・農・生物生産

北海道大・農・応生

な
内藤圭子

内藤哲



氏名

中井浄

長井潔

永井俊幸

永井玲子

長江裕芳

長岡伸一

中川強

中川直樹

中川弘毅

中里勝芳

中島秀明

中島尚子

中嶋正人

長嶋雲兵

永島賢治

中国政司

長田敏行

長谷あきら

永谷工

長友武彦

中西(羽白)京子

中西啓仁

中西史

中野憲一

仲野虞美

中野律子

永野幸生

長漬嘉孝

中村恵理子

中村恭子

中村研三

中村茂雄

中村進一

中村輝子

中村俊樹

中村敏英

中村紀雄

中村久子

所属

東京理科大・基礎工・生物工

神戸大・理・生物

富山大・理・生物

大阪大・教養・生物

神戸市外大

愛媛大・理

島根大・遺伝子

理研・FRP

千葉大・園芸

東京理科大・理・生物

岡山大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

金沢大・理・生物

お茶の水女大・理

東京都立大・理・生物

広島大・理・植物

東京大・理・植物

理研・フロンテイア

北海道大・農・植物

筑波大・生物

海洋バイオ研・清水研

東京大・農・農化

筑波大・生物

大阪大・産研

東北大・農・応用生化

協和発酵・筑波研

京都大・農・食工

基生研・生殖

東京理科大・理工・応用生物

名古屋大・農・生化

名古屋大・農・生化

宮城県農業センタ

東京大・農・農化

日本女大・理

農水省・東北農試

名古屋大・農・生化学制御

横浜市大・文理・生物

岩手大・農・細胞育種

188 

講演番号

1pB12 

3pD04 

2aB12 

2aE05 

1pD01、1pD06
1pD08 

1pG07 

2aD09 

3aC13、3aC14

1pD08 

1aD05 

1pE08 

S1pA1、2pF05、2pF06、3aOω

1aA03、1aA04、1aA05、2aE08

2pB01 

2pD04 

3aF01 

1aC03 

2aF08 

2pB03 

3aD02 

1pB05、1pB06
1aA12、2aE02

2pF01、2pF02

1pB01 

1aF12、1pB01、1pB02.1pB03 

1pB04 

1aB05、3pB02
3aE08、3aG05

1pGll 

2pC07 

1pC15 

2pG05 

3aOO1 

備考

O 

。

O 

O 

。
O 

O 

。
。。

O 

O 

。
。
O 

O 。
O 



備考

。。。
O 

O 

O 

仁二，

下王番

laD07、laD08

laB05 

lpD01 

3aCll 

演

laD04 

lpEll 

3aF06 

3aB07 

2aFI0 

講属

筑波大・生物

農水省・食総研

埼玉大・理・生化

京都大・理・植物

近畿大・農・植生

早稲田大・教育・生物

東京大・薬

東北大・医療技術短大

関西学院大・理・化学

名古屋大・農・生化学制御

所名

中村良子

中村善行

仲本準

中山卓哉

中山善雄

那須英和

名取俊二

縄田朋樹

南城則行

南原英司

氏

O 

。
O 

laG12 

laB03 

富山医薬大・薬

九州大・理・生物

甲南太・理・生物

2aG06、2aG07

laB07、 3pA06、3pA07

laB05、3pB02

lpF02、lpF03、lpF04

laFlO、 laFll、lpFOl、lpF02

lpF03、lpF04、2aDOl

laB02、 laB03、laF07、2aE12

2aE13、3aF15

lpDlO 

2pD08 

laBll、2aB08、2aB09

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

2aD08 

lpD01、lpD02

laC01、laC02，laC03 

3aF04 

laA09 

神戸学院大・人文

関西学院大・理・化学

東京大・農・農化

基生研

東京大・生化

金沢女大

鹿児島大・教養

広島大・理・植物

農水省・生物研

基生研・細胞生物

基生研・細胞生物

iこ
西荒介

西内巧

西尾浩一

西尾康三

西崎友一郎

西海栄一

西津直子

西国生郎

西田栄介

西田晃二郎

西谷和彦

西原昌宏

西宮聡

西村いくこ

西村幹夫

。

。
O 

九州大・理・生物

東京理科大・応用生物

基生研

静岡県大・食品栄養

西村光雄

西村行正

西山佳孝

丹羽康夫

ぬ
沼田有子 laDOl 

lpE08 

189 

名城大・理工・化学

広島大・理・植物

の
濃野自子



氏名

野上暁子

野口巧

野坂修一

野坂康人

野末文雄

野並浩

野村信夫

野村美加

は
萩森学

箱山晋

橋爪克仁

橋本純治

橋本隆

橋本智世

橋本徹

橋本尚子

橋本昌晴

橋本康

橋本洋一

蓮沼仰嗣

長谷昭

長谷栄二

長谷俊治

長谷川桂子

長谷川宏司

馳津盛一郎

畑信吾

秦恵

畑中覚

秦野彰二

波多野昌二

波多野由美

服部悦子

服部束穂

服部冬

花田智

花野滋

所属

広島大・理・植物

理研・太陽光科学

滋賀医大・麻酔

京都府大・農・農化

東京大・応微研

愛媛大・農

日医大・老研

名古屋大・農・生化学制御

日本たばこ・植物開発研

北海道農試

名古屋大・農・生化

農水省・生物研

京都大・農・農化

静岡大・農・生物生産

神戸大・理・生物

植工研

大阪府大・総合科学

愛媛大・農

埼玉大・理・生化

横浜市大・木原生研

北教大・函館・生物

帝京大・医・化学

大阪大・蛋白研

早稲田大・教育・生物

新技団・水谷植物情報物質

東京大・理・植物

農水省・生物研

神戸大・理・生物

甲南大・理・生物

東京大・農・放射線遺伝

九州大・農・食化工

関西学院大・理・化学

広島大・理・植物

三重大・遺伝子

東北大・農・応用生化

東京都立大・理・生物

名古屋大・遺伝子

190 

講演番号

2pFOl、2pF02
lpDll、2aDll、2aD13

3aG07 

2aC12 

2pA09 

lpC05 

laAll 

lpC14 

備考

O 

O 

O 

O 

O 

lpF10 0 

3aE05 

lpB02 0 

laA06 0 

2pB06 

lpG06 

2aE09、2pE07、3pD08 @ 

lpB12 

3aC03 

lpC05 

2aG12 

2aEI0、2aEll 0 。
laF08 。
lpC02 0 

lpGOl @ 

SlpAl、2pF05、2pF06、3aC09 @ 

laA06 

2pE07 0 

3aD14 

2pAOl 

2aC04、2aC05 @ 
lpD07 @ 

laB08 0 

3aBω0  
3aG04 

laD06 0 

lpBlO 0 



備考

。。

。
0

0

0

0

0

 。

O 

号番

2aElO 

3pD05 

3aG04 

lpC07 

2aG09、2pG07
2aC09、2pD08
3aE08、3aG05
laFll 

2pB05 

2pB08 

lpFlO 

2aE04、2aF05

laA07 

演

3aDll 

2pG07 

2aEOl 

laA09 

3aBω 
laE04 

講属

金沢大・理・生物

京都大・木研

神奈川科技アカデミ一

三重大・遺伝子

富山医薬大・医

九州大・理

横浜市大・木原生研

日本ペイント(株) ・中研

東北大・農・応用生化

広島大・生物生産

京都大・木研

基生研

東京大・農・農化

基生研

理研・植物分子

農水省・野菜茶試

八千代国際大

福山大・工・生物工学

日本たばこ・葉たばこ研

筑波大・生物

大阪大・工・応用生物

京都府大・生科

所名

馬場恭子

馬場啓一

浜口宏夫

演砂聡

演田仁

演田達朗

浜田徹

浜出良二

早川俊彦

早川弘美

林隆久

林秀則

林浩昭

林誠

林田信明

早津雅仁

原島圭二

原田賢一

原田晴康

原田宏

播口徳充

伴隆之

氏

O 

。。。

O 

O 

0

0

0

 

。

2aF09.、 2aFll

lpE08、lpE09
laB04、 laG05

laC01 

laE05 

2aG04、2aG05

lpGll 

2pA06 

2pA06 

S2aA6 

laBOl、2pB08

lpBll 

2pC08 

laG07 

2aG04、2aG05

laD01、3pD03

広島大・理・植物

鹿児島大・理・生物

東京大・農・農化

大阪府大・農・農化

日本大・林学

日本女大・理

農水省・生物研

農水省・生物研

東京大・理・植物

福山大・工・生物工学

東京理科大・基礎工・生物工

明治製菓・生物科学研

岡山大・農

三井植物バイオ研

名城大・理工・化学

191 

ひ
桧垣朝

東四郎

樋口恭子

樋口隆司

樋口隆昌

日暮祥子

肥後健一

肥後ひろみ

彦坂幸毅

久富泰資

久富恵世

日高秀白

日野勲

日尾野隆

日比野隆



氏名 所属

槍山哲夫 埼玉大・理・生化

兵藤宏 静岡大・農・生物生産

平井(横田)優美 東京大・農・農化

平井篤志 東京大・農・放射線遺伝

平石明 コニ、ン環境ノ〈イオ研

平岩呂子 愛知教育大・教育

平佐聡尚 農水省・生物研

平津栄次 大阪市大・理・生物

平沢正 東京農工大・農

平島恵美 福岡女大・生物

平野博之 国立遺伝研

平野目彦 東レ・リサーチセンタ一

平橋智裕 大阪府大・農・農化

平八重貴美子 理研・植物分子

平山修 近畿大・農・食栄

平山隆志

平山匡男

広田雅光

広近洋彦

講演番号

laD02-. laD03、laD04、2aClO

lpG06 

3pA02、3pA03
2pAOl 

laD06 

lpF04 

3pB02 

2aF13， 3aG03 

S2aA5 

2aC07 

2pA04 

2aB02 

laE02 

3pB03 

laE03 

理研・ライフサイエンス筑波研

明治製菓・生物科学研 2pC08 

東京都立大・理・生物 laDlO 

農水省・生物研 laB05 

ふ
胡文忠

笛田和佐子

深津義親

深瀬孝子

福井俊郎

福井美紀子

福樺秀哉

福田育二郎

福田崇雄

福田裕穂

福田裕二

福地直之

福永典之

福森義宏

福山寿雄

藤井和俊

藤井修平

吉林農大・食品科学

大阪市大・理・生物

富山大・理・生物

北海道大・農・植物

大阪大・産研

名古屋大・農・生化

京都大・農・農化

東京理科大・理・生物

広島大・工・醗酵

東北大・理・生物

工技院・生命工学研・植物分子

東京大・農・農化

北海道大・理・植物

東京工大・生命理工・生命理

愛媛大・農

名古屋大・農・農化

帝塚山短大・食品
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lpG06 

3aG03 

3aE07 

2pBOl 

2pB03 

lpB04 

2pB07 

laG02 

laBlO、 3aE04

laA02 

3aFll 

lpE06 

3pD06 

lpC05 

lpClO 

備考

。。。。
0

0

0

0

 

。。。

O 

。

O 

0

0

0

 

O 

。。。



氏名

藤伊正

藤井伸治

藤江誠

藤岡昭三

藤田耕之輔

藤田修嗣

藤田知道

藤田祐一

藤波宏治

藤野介延

藤村達人

藤本宜充

伏谷真二

藤山和仁

藤原祥子

藤原武志

藤原健智

藤原徹

布施拓市

船津安世

船橋淳

降旗敬

古川憲治

古川誠治

古木正人

古野泰二

古橋勝久

古谷雅樹

J¥ 

別府敏夫

ほ
保坂正春

星名哲

星野敦

星野聡子

細野真由美

所属 講演番号

筑波大・生物 lpB13， lpE07、2aF08、2pG05

3aF09 

laAll、3aBlO、 3aB12

laFOl、laF02

東京大・応微研

東京大・理・植物

理研

広島大・生物生産

岡山大・理・生物

東京大・教養・基礎

大阪大・蛋白研

千葉大・園芸 lpG07 

北海道大・農・植物 lpG04、2pBOl

三井東圧化学ライフサイエンス研 2pA05

日本石油(株) 3~ 

東北大・薬 laC02 

大阪大・工・生物工学国際交流 3pE06 

工技院・微工研 laE04、2pB07

大阪大・理・生物 2aB01 

東京工大・生命理工・生命理 3pD05 

東京大・農・農化 3pAOl、3pA02
九州大・理・生物 1必位、 laB03

鹿児島大・教養 2aG07 

九州大・農・食化工 2aC05 

早稲田大・教育・生物 3aG01、3aω2
コベルコ科研 lpD03、lpD04

広島大・工・醗酵 laG01 

埼玉大・理・生化 laD03、2aCI0

理研・ FR P 2aD09 

新潟大・理・生物 2aB12 

日立・基礎研 laA05 

lpE08 

2aD05 

西東京科大・一般教育

名古屋大・農・園芸

金沢大・理・生物

東京理科大・基礎工・生物工

都立立川短大

日本女大・理

3aF08 

3aDll 

lpBll 

lpGll 
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備考

0

0

0

 

O 

O 

O 

O 

。。。

0

0

0

0

 

。

0

0

0

0

 



備考

。0
0

0

0

。

Eコ
?コ「

2aG02、2aG08、2pE02

番演講属

大阪市大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

所名

laBll 

lpE13 

laEll 

laB05 

2aC04 

静岡県大・薬

名古屋大・農・農化

三井植物ノ〈イオ研

宮城県農業センタ一

九州大・農・食化工

東京大・農・農化

保尊隆享

保谷彰彦

保谷泉

堀池剛

堀江宣行

彰友良

本蔵良三

本城賢一

本多親子

氏

O 

O 

O 

O 

O 

。0
0

0

。

。

O 

O 

。
O 

3aG05 

3aD02、3aG04
laC08、laC09

2aG07 

S2aA2、 3aD02

2aB04、2aB05、2aB12

lpD15、3aF03

2aF01、2aF02

2aG08、2pE02

lpE03 

laAlO 

laD05、laD06、laD09、laDlO

laF12、lpBOl

3aE06 

2aB06、2aB師、 3aB03、3aB04

3aBll 

lpF10 

2aD13 

2aB05 

2pE06 

laAl~ 2aE02 

laC09、laC10

laF06 

lpE09 

lpFlO 

laAll 

東北大・農・応用生化

北海道大・低温研

鹿児島大・教養

名古屋大・農・農化

農水省・生物研

京都大・理・植物

東北大・農・応用生化

富山大・理・生物

東京工大・生命理工・生体機構

帯広畜産大・生物資源化学

帝塚山短大・食品

農水省・食総研

名古屋大・理・生物

トヨタ自動車(株)

農水省・野菜茶試

日医大・老研

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・生化

新潟大・農・農化

農水省・生物研

北海道大・理・植物

日本たばこ・たばこ中研

基生研

九州大・理・生物

高エネルギ研

富山大・理・生物

富山大・理・生物

京都大・農・食工

194 

ま
前忠彦

前島正義

前回香織

前田真一

前田美紀

牧泰史

牧野周

増田恭次郎

増田建

増田宏志

増田芳雄

増田亮一

町田泰則

松井邦夫

松井正春

松井南

松浦克美

松岡健

松岡勉

松岡信

松木吏弓

松崎敏明

松崎日出海

松下耕三

松下正

松田学

松永茂

松野隆一



備考

O 

。

。
Eゴ

雫王

2pB05 

laC05、laC06、laC07、laC08

3aFlO 

番

2aB01、3aE03
2pA04 

演講属

大阪大・理・生物

北海道グリーンバイオ研

大阪大・蛋白研

農水省・野菜茶試

岡山大・資生研

所名

松原央

松村健

松村智裕

松元哲

松本英明

氏

。
O 

弓

3

0

0

l

L

n

u

A

U

M

H

 

D

G

日

h
h
a
h
 2pD03、3aD13
laC07 

2pA03 

laF09 

岡山大・理・生物

京都大・農・農化

横浜市大・文理・生物

京都大・食研

岡山大・資生研

農水省・生物研

名古屋大・農・生化学制御

松本秀樹

間藤徹

真鍋勝司

真野純一

豆塚弘毅

丸田一成

丸田嘉幸

。。。

O 

O 

。。。。。

0

0

0

0

0

0

0

 

3pD02 

3aB06 

2pD04 

SlpA4 

lpGOl 

3aC07 

2pF07、2pF08

laA09、3aB05

lpB04 

3aE06、3pE04

laB05 

2aEOl 

2pBOl、2pB02

laGlO 

3pA04、3pA05、3pA06、3pA07

laC02 

2pB03 

SlpA3、2pFOl、2pF02
2aD14 

lpD05 

2aG12 

3pD04 

3aE07 

京都大・食研

基生研・発生生物

関西学院大・理・化学

埼玉大・理・生化

キシダ化学・研究開発

富山大・理・生物

筑波大・生物

高知大・理・生物

新技団・水谷植物情報物質

日本福祉大・女子短大

大阪大・理・生物

筑波大・生物

名古屋大・農・生化

新潟大・農・農化

農水省・生物研

東京理科大・理工・応生

北海道大・農・植物

農水省・農環研

東京都立大・理・生物

神戸大・農

大阪大・産研

広島大・理・植物

関西学院大・理

東京大・農・農化

195 

み
米華玲

三上浩司

三木陽介

三沢宏之

水上孝子

水上史之

水津直樹

水田俊

水谷純也

水野暁子

水野孝一

溝口剛

三田悟

三ツ井敏明

光原一朗

三堀忍

三森クリスチーナ

南栄一

南川隆雄

南森隆司

峯利喜

峰雪芳宣

三野広幸

三橋秀一



備考

0

0

0

0

0

 

。。。。

号

3aF13、3aF14
laD12、lpD08、lpD09

司
I

司，，
M

ウ
&
守
，

n
u
n
U
唱

i
n
u

E

C

B

B

 

n
r
n
r
n
r
n
r
 

'A
司

4

唱

且

司

4

番

2pE02、3aC03

laB09 

演講属

姫路工大・理・生命

基生研

化学技術研

筑波大・生物

京都大・食研

東京理科大・基礎工・生物工

海洋バイオ研

金沢大・理・生物

大阪府大・総合科学

横浜市大・文理・生物

所名

三村徹郎

三室守

宮入祥夫

宮城布明

三宅親弘

宮崎力

宮地重遠

宮本啓史

宮本健助

三好英明

氏

。。

O 

O 

0

0

0

 

3aE09、3aElO、 3aF12

2aC的、 2pD08、3aF04

3aD14 

laE06 

3aG09 

2aE02 

laB05 

2aC01 

東京大・応微研

富山県大・工

京都大・農・食工

農水省・生物研

静岡大・農・生物生産

岩手大・農

東京大・教養・生物

基生研

甲南大・理・生物

京都大・農・農化

大阪府大・農・農化

東京大・農・農化

む
武藤尚志

村井忠司

村井宣彦

村上高

郁田卓夫

村田孝雄

村田隆

村田紀夫

村田善則

村田芳行

村山寛

室伏旭 lpG10 

め
飯哲夫 3aB05 

lpG05 

laF05 

京都大・理・植物

基生研

東大・理・植物

東京大・農・農化

も
桃谷英樹

森君江

森敏

0

0

0

 。

laC01、laC02、laC03、3aE08

3aG05、3pA02

laG05 

laFll、lpFOl、2aDOl

2pD06 

2pB03 

196 

鹿児島大・理・生物

基生研・細胞生物

岡山大・理・生物

大阪大・産研

富山医薬大・医・生化

森清一郎

森仁志

森宏樹

森博幸

森ケ崎進



備考

。
Eコ
-'Ff 番演講属

広島大・理・植物

所名

森川弘道

氏

O 

laB07、 laB08、 lpE08、lpE09

2aB郎、 3pA06、3pA07

2pGOl 

A
守

唱

A

瓜一
M

m戸
棚

仰

zda---

農水省・果樹試

京都大・理・植物

新潟大・農・応用生化

福山大・工・生物工学

静岡大・農・生物生産

森口卓哉

森田重人

森田卓也

森脇奈樹

両角進吾

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

O 

O 

O 

0

0

0

 。

O 

O 

O 

lpB12 

lpF07、2pC09、3aF13
2pF04 

S3aA5 

lpG07 

2pA08 

3pD06 

lpB16 

3aF12 

3pA04、3pA05、3pA06、3pA07

2aGll、3aF08

2pBOl、2pB02
lpG08 

2pD04 

laB08 

3aB02 

2pFOl 

2aB04、2aB05、2aB12

laGOl、laG02、lpB15

lpFOl 

2pAOl 

laB06 

laB06、 lpG08

lpE04 

2pC06 

3aFI0 

東理京科大・基礎工・生物工

金沢大・教育・生物

農水省・生物研

大阪大・理・生物

大阪市大・理・生物

千葉大・園芸

東京大・応微研

東京工大・生命理工・生命理

広島大・理・植物

東京大・応徴研

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・園芸

北海道大・農・植物

名古屋大・農・生化学制御

石川県農短大・農業資源研

金沢大・遺伝子

基生研・細胞生物

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化学制御

新潟大・農・農化

琉球大・理・生物

岡山大・資生研

大阪大・ RI総合研

筑波大・生物

広島大・理・植物

東京大・理・植物

基生研・生殖

富山大・理・生物

広島大・工・醗酵

197 

や
八重津貴志

矢倉公隆

矢崎芳明

安原裕紀

柳沢修一

柳沢裕子

矢野明

矢野能弘

薮宏典

矢部勇

山内大輔

山木昭平

山岸和敏

山岸なおみ

山岸真澄

山口和男

山口勝司

山口淳二

山口雄記

山崎健一

山崎拓也

山崎秀雄

山下耕生

山下仁平

山下貌

山下稔哉

山下博史

山下正兼

山田恭司

山田隆



備考

。
。
O 

。0
0

0

0

0

0

0

号

lpG07 

2aD01、2pD06
2aD05、2aD06

laC05、laC06、laC07、laC08

3aFlO 

番

laG07、laG08
lpCOl 

lpC08、2pB06
3pD05、3pD06
3aF07 

lpGlO、2aE08

lpGOl 

lpB16、2aC08

lpCll 

2aE03、3aClO
3pA07 

2aB05、2aB1O

演講属

岡山大・農

北海道東海大・工・生物工

京都大・農・農化

東京工大・生命理工・生命理

農水省・食総研

東京大・農・農化

慶応大・理工・化学

広島大・理・植物

金沢大・理・生物

北海道大・理・植物

東京都立大・理・生物

農水省・森林総研

大阪府大・農・農化

千葉大・園芸

岡山大・理・生物

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

所名

山田哲治

山田晃弘

山田康之

山中健生

山西弘恭

山根久和

山村庄亮

山本勇

山本和生

山本興太朗

山本純子

山本直樹

山本宏

山本光章

山本泰

山本由弥子

山本洋子

氏

。。。

3pD05 

3aG04 

日本ペイント(株)・中研

帝塚山短大

東北大・農・応用生化

静岡大・農・生物生産

山本好和

山本良一

山谷知行

山脇和樹 2aC01 

ゆ
湯浅高志 O 

O 

O 

O 

。
。
O 

O 

lpB08 

lpC09 

lpC04 

laE03、laE04、laE05、laE06

laE07、laE08
SlpA5、2pF09、3aF13
2pG06 

3aBlO、 3aB12

3aE09、3aElO

3pE03 

2pF03 

2aC12 

東京大・応微研

熊本大・理・生物科学

大阪大・理・生物

京都府大・農・農化

名古屋大・遺伝子

佐賀大・農

静岡県大・薬・放射薬品

大阪府大・農・農化

よ
楊志慶

横井崇秀

横井裕美

横井史章

横石孝治

横柿修一

横田明穂
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姫路工大・理・生命

広島大・総科・自然環境

北海道大・理・植物

東北大・教養・生物

横田悦雄

横田幹朗

横山隆亮

吉岡俊人



氏 名 所 属 講演 番号 備考

吉岡博人 農水省・果樹試 2pG01 

吉川清 大阪成人病センタ一・麻酔 3aG07 

吉川博道 九州共立大・工 O 

吉崎文則 東邦大・理・生物 O 

吉田泉 大阪市大・理・生物 3aG03 O 

吉田和市 京都大・農・農生 2aE02、2pE04 O 

吉田和哉 大阪大・工・応生 3pBOl 

吉田茂男 理研 lpG02 。
吉田静夫 北海道大・低温研 2aC03 。
吉田敏臣 大阪大・工・生物工学国際交流 3pE06 

吉田豊 早稲田大・教育・生物 laD08 

古橋学 京都大・農・農化 3aG09 O 

吉原経太郎 分子研 3aD07 

輿志平尚 富山大・理・生物 3aE07 O 

吉村庸 高知学園短大 3pD05 

吉村和久 九州大・教養・化学 2pC06 

吉村政典 上智大・理工・化学 2pFI0 O 

吉元誠 九州大・農・食化工 2aC04、2aC05 。
米倉博子 PI学園女短大・植物研 lpC03 

頼藤撤也 東京大・教養・生物 lpF12 。
り
力石早苗 岡山大・資生研 laC06 

劉岩 東北大・教養 lpE05 

わ
若林和幸 大阪市大・理・生物 2aG02. 2aG08 。
若松園光 福岡女大・生物 2aC07 。
和田明 京都大・理・植物 laF06 

和田敬四郎 金沢大・理・生物 lpCl1、 3aDll 。
和田拓治 京都大大学院・人間環境 2aBll 

和田元 基生研 3aF04 

和田雅人 筑波大・生物 2pA03、3aF09 O 

和田正徳 鳥取大・工・物質工 3pD07 

和田正三 東京都立大・理・生物 2aE06 

和田裕 福山大・工・生物工学 laBOl 

和田洋 東京大・教養・生物 lpF05 。
渡辺明夫 名古屋大・農・生化学制御 O 

渡辺昭 名古屋大・農・生化学制御 laF09 。
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氏 名 所 属 講演番号 備考

渡辺正 東京大・生産研 2pD08 

渡辺智治 福山大・工・生物工学 2pB08 

渡辺正勝 基生研 2aE04、2pE05、2pE06
渡辺泰堂 関西学院大・理・化学 lpD05 

渡辺良 静岡大・農・生物生産 2aCOl 

和田野晃 大阪府大・農・農化 laE01、laE02、laE06 。
渡部信義 。
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日本植物生理学会1993年度年会委員長

金沢大学理学部 和田敬四郎

日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

金沢大学理学部 和田敬四郎

玉井直人

星名哲

真田幸香

日本植物生理学会1993年度年会プログラム委員会

大阪市立大学植物園 飯野盛利

富山大学理学部 井上弘

大阪大学理学部 大岡宏造

大阪市立大学理学部 神阪盛一郎

京都大学農学部 佐藤文彦

富山大学理学部 菅井道三

京都大学農学部 関谷次郎

大阪大学理学部 園部誠次

福井工業大学 田沢仁

金沢大学理学部 玉井直人

金沢大学理学部 星名哲

金沢大学遺伝子実験施設 山口 和男

富山大学理学部 山田恭司

金沢大学理学部 和田敬四郎

日本植物生理学会1993年度年会および

第33回シンポジウム講演要旨集

発行日:1993年3月25日

発行者:日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

干920-11 金沢市角間町金沢大学理学部

印刷所:中西印刷(株) 干ω2 京都市上京区下立売通小川東入
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日本植物生理学会1993年度年会の開催にあたり，多くの企業，団体等から広

告掲載，展示，寄付等の御援助を頂きました。大変ありがとうございました。ここ

にお名前を掲載させていただき，感謝申し上げます。(3月7日現在， J眠不同)

石川県

金沢市

片岡薬品株式会社

小糸工業株式会社

医理化機器株式会社

株式会社 トミ-精工

豊能書館

株式会社 ジム

宝酒造株式会社

株式会社 ニュートリノ

ICOs。
安全と快適を求めて

日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

木村科学器械株式会社

株式会社 勝木太郎助商庖

中西印刷株式会社

和光純薬工業株式会社

エムエス機器株式会社

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社

日本ノ〈イエルアグロケム株式会社

株式会社 サカタのタネ

北斗科学産業株式会

.ムラのない的確な温度制御が可能です0

.制御状況が見やすく操作は容易です。

・設置スペースが小さくてすみます。

実験意内寸法(mm)1，200(W) X815(D) X 1， 840(H) 

小ゑ工業総式会社
干108東京都港区高輪台3-5-23(日生高輪台ビル)a03(3443)9846 

幌 011(722)5211 仙台 022(225)7501 大阪 06(263)6371

九州 092(431 )n838 筑波 0298(51 ) 23 1 1 沖縄 098(861)1805 



一創る-

IJMDluril $杢mm里!ミ常務全!?

取扱い製品

パーソナルコンビュータ (NEC・Apple・東芝)

複写機・ファクシミリ・ワードプロセツサ

その他周辺機器・サプライ商品

オフィス家具

口口-

25D.心
干921 石川県金沢市西金沢3丁目 1番地4

TEL (0762)49-7444(f句 FAX(0762)49-7288 



HITACHI 

-
h加acCP-α-sシジーズ-
目立高機能分離用超遠心機

ノtーソナノレ・ラインナップO ぬめくrJ性能」:25;322:::::;
豊富な機能を備えた八イパフォーマンスモテ、ル。E盟副DBI園zt

特長 himac CP100α開
・地球にやさしいフロンレス

・周円にやさしい静かな運転音

・分析者にやさしい自分量パラ

ンス

・管理者にやさい、ロータ自動

寿命管理

・オペレータにやさしいログブ

ックレス

・初心者にやさ Lいシミュレー

ションシステム

E副:m白園田~・

圏

himac CP蜘費j himac CP80α 

シンプルなスタンダードモデル。

himac CP75β himac CP65β 特長

-地球にやさしいフロンレス

・周円にやさしい静かな運転音

・分析者にやさ Lい自分量パラ

ンス

-仕様

，主1.) 掲載の価格には消費税は含まれておりませんc 別途申し受けますのでよろしくお願い申し上げます。

注2.) 掲載の価格は本体価格です。口一夕、アクセサリ一等は含まれておりませんc

特約庖 図説腸J1t太郎助商巴
本 社/〒923 小松市寺町76 TE L 0761(22)6288附 FAX 0761 (22)6289 
小松営業所/干923 小松市本町2丁目1ノ16 TE L 0761(22)6288附 FAX0761(22)6289 
金沢営難所/干920 金沢市長土塀1丁目lノ15 TE L 0762(62)5451附 FAX0762(62)5452 
富山営業所/苧930 富山市田刈屋町28 TE L 0764(31 )8676附 FAX 0764(32)9276 



Y 示知θ鍍域合fllJぐ最宏拶技術ρ~ß3~ r 
Model476A 
プ口テインシーケンサ

防署

o 

哨掛瞬静

、
一
時
間
開
一
冬
期
》
剛
山
匂
吋
出
》
向
山

両者を自由に組み合わせた工ドマン反応を行

うことができますh

隆データ解析は、 Macintosh™コンピュータ
による多様な情報を高速で処理。

副新しいテクノ口ジーを用いた最新の装置で、

高効率かつ高速性在高めながら、操作性の簡

易さを誇ります。

・パルスドリキッド法およびガスフェーズ法の

Model 432A SYNERGy™ 
ペプチドシンセサイザ

議
内
号
明
器 o 

聾高反応効率、反応時間の短い最

新Fastl¥l10c™ケミストリー専
用。

掴スタートレジンは、既に封入す

みのカラム方式。

臨スタート時には力ラムを取り付

け、そのまますぐ合成開始。

・小さなボディと、初めての人に

も優しい操作性。

・O.025mmolスケールで、低いラ
ンニングコストを実現。

盟国型空開
》
間
関
》
可
内
側
一
同
一
材
開

アプライドパイオシステムズジャパン株式会社
東京・干136東京都江東区南砂3-3-6 HD3 (3699) 0700/FAX 03(3699)0733 
大阪・干564大阪府吹田市豊津町13-18 H06 (38911201lFAX06 (3凹)1206 
福岡・干812福岡県福岡市東区馬出子ト7H092(641l2510/FAX凹2(641)0886

r-I.三Applied
も劫IJB~ωystems



。抑制 アプラ川イオシス弘ス川ン株式会社

~j Biosystems 

北斗科学産業株式会社ヘ御注文は、

宝酒造株式会社内総
E

TEL. 06-374-1685 大阪支庖バイオ販売課TEし03-3271-8553東京事務所バイオ販売課

からだの生化学 田川邦夫(大阪大学医学部教授)著

本書はヒトの運動生理や健康上あるいは栄養学上の現実的な問題が、生化学でどのように説明されるかについて興味

を抱いている人や生化学を習ったり自分で学習しているが、抽象的であまり理解できないと思っている人のための書

物である。理解しやすいよう220余りの図表を掲載した。

工h工又雄喜株式会祉
FAX(03)3813-3306 

FAX(06) 395-2588 

FAX(092)641-1285 

TEL(03)3816-6541H~ 

TEL(06) 396-0501H~ 

TEL(092)631-1012H~ 

干112東京都文京区春日1丁目 10番1号

干532大阪市定川区三国本町2丁目12番4号

〒812福岡市東区馬出1丁自2番21号

京

阪

岡

東

大

福

••• 

献式参社・ト三一精工
-2 -1 2〒179
FAX (03) 3930-7010 

東京都練馬区旭町 2
TEし(03)3976-3111 

本社東京

北斗科学産業株式会社
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富 山市田刈屋 2 9 8 - 1 8 
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